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ロ祝 第45 記念全国高等学校選抜バドミントン大会
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実学と就職の

名古屋経済大学 一人ひとりの学生を仕事へとつなぐ大学です。
経済学部、経営学部、法学部、人間生活科学部 教育保育学科・管理栄養学科

〔お問い合わせ〕入試広報部

〒484-8504愛 知県犬山市内久保 61-1
TEL 0568-67-0624 E― mail koho@nagOya― ku.ac.jp URL http://www.nagoya― ku.ac.jp/

瑾 目標 に向かって、

ガンバルあなたを

応援します。
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公益財団法人 日本バ ドミントン協会
会長  綿 貫 民 輔

全国各地の厳しい予選を勝ち抜かれた多数の選手諸君ならびに関係の皆様をお迎えし

て、ここ愛知県豊田市、岡崎市にて第 45回の記念すべき全国高等学校選抜バ ドミントン

大会を開催できますことは、私の深い喜びとするところでございます。

高橋礼華選手・松友美佐紀選手がリオデジャネイロオリンピックで金メダルを獲得され

たことは記憶に新しいことでございます。彼女たちは第 36回大会の優勝者であります。

今回出場される選手の皆様の中から彼女達に続く選手が現れることを期待しております。

さて、銅メダルを獲得された奥原希望選手は、悲しいことに高校 1年生の時、東日本大

震災が起こり、本大会は中止となりました。こういう所にも震災の爪痕が大きく残ってお

ります。 2年生の時は記念大会として団体戦のみの開催でありました。しかし、今回の記

念大会では各都道府県代表による団体戦に加えて、個人戦も実施いたします。例年以上に

自熱した試合が繰 り広げられることと期待しております。

選手の皆様におかれましては、万全の状態で最高のパフォーマンスを発揮していただく

とともに、試合が終わった後には、7月 に山形で行われるインターハイでの再会を期待し

合い、バ ドミントンの輪を全国に広げていただける大会になりますことを祈念しておりま

す。

終わりに、本大会の開催に当たりまして、深いご理解とご協力をいただき、その準備の

ためにご尽力いただきました、地元開催地関係者各位、ならびに大会役員の方々に心から

感謝を申し上げ、挨拶といたします。

-5-
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公益財団法人 全国高等学校体育連盟
会長  岡 田 正 治

平成 28年度第 45回記念全国高等学校選抜バ ドミントン大会が、愛知県豊田市及び岡

崎市において、このように盛大に開催できますことは、高等学校教育における体育・スポ

ーツ活動のよリー層の振興と発展を願 うものにとりまして大きな喜びです。

栄えある全国大会に出場される選手・監督及び学校関係者の皆さん、出場おめでとう

ございます。これまでのご努力に心から敬意を表するとともに、多くのバ ドミントン関係

者やバ ドミントンファンの熱い期待の中、大会において実力を遺憾なく発揮されることを

祈念いたします。

昨年はブラジル・リオデジャネイロで、オリンピック・パラリンピック競技大会が開

催されました。バ ドミントン競技では、女子ダブルスで高橋礼華選手 。松友美佐紀選手が

金メダル、女子シングルスで奥原希望選手が銅メダルと、日本選手が輝かしい結果を残し

ました。選手たちの活躍に、応援する私たちは、勇気と感動そして最後まで諦めない気持

ちや冷静な判断など、多くのことを学びました。そして、 3年後に開催される 2020年東

京オリンピックでの日本代表の活躍に期待を大きく膨らませました。

本大会で、全国から集まった高校生 トップアスリー トが心・技・体の力を遺憾なく発揮

し、世界の舞台に羽ばたく一歩を踏み出すような、いつまでも心に残る素晴らしい大会と

なることを願っています。

選手の皆さんは、全国大会出場選手としての自信と誇りを胸に、共に練習に励んだ仲間

との思いや、応援していただいた保護者や学校関係者への感謝の気持ちを一つ一つのプレ

ーに込め、全国の方々に夢と感動を与え、バ ドミントンの楽しさや素晴らしさを発信して

くれることを期待します。

結びに、本大会の開催にあたり、多大なる御支援・御尽力を賜りました、すべての関係

の皆様に深く感謝申し上げ、あいさつといたします。

-6-



あ い さ つ

公益財団法人 全国高等学校体育連盟
バ ドミントン専門部長  田 部 井 秀 郎

全国各地の厳しい予選を勝ち抜かれた監督 。選手の皆様の参加を得て、平成 28年度第

45回記念全国高等学校選抜バ ドミントン大会がここ愛知県豊田市・岡崎市で盛大に開催さ

れますことは大きな喜びであります。

昨年はリオデジャネイロオリンピック女子ダブルス高橋 。松友組の金メダルをはじめ、

高校生でも 11月 にスペインビルバオ市で行われた世界ジュニア大会において松山 。保原

組が女子ダブルス日本初の金メダルを獲得、女子シングルス大家選手も銅メダルなど日本

勢が各大会ですばらしい成績をあげてくれました。

さて、今回で 45回を迎える本大会ですが、昭和 48年に第 1回大会が栃木県真岡市で

開催されて以来、高校生最大のスポーツの祭典に発展してまいりました。記念大会として

は 6回 日の開催となり参加校は東京 2代表を加え男女で 100校、さらに個人戦を実施する

ことにより選抜史上最大の規模となりました。また、初出場校も 14校と全国各地で幅広

いジュニア層の強化 。普及が進められ優秀な選手が多く生まれる可能性を持っています。

2020年 東京オリンピックやそれ以降に向けても大きな期待が膨らんでいます。

こうした中、高校生の体育・スポーツ活動への注目度も高まり皆さんにも熱い視線が注

がれています。高校の トップアスリー トとして感謝と挑戦の心を忘れず全力で競技し、全

国に夢と勇気と感動を発信して欲しいと思います。

本大会に参加する皆様は学校の代表として、日頃から鍛えぬかれた力と技を遺憾なく発

揮し、高校生らしいマナーとフェアープレーの精神を強く持ち最後まであきらめることな

く、正々堂々と競技して下さい。大会を通じて多くの仲間達と交流を深め友情の輪を作り、

記憶に残る大会にしていただくことを祈念しております。

終わりに、平素より熱心な指導で選手の育成にご尽力を頂いている指導者の皆様に心よ

り敬意を表するとともに、大会開催にあたり、多大なご尽力とご支援を賜りました関係各

位に心より御礼を申し上げあいさつといたします。

-7-
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歓 迎 の こ と ば

愛知県知事  大 村 秀 章

平成 28年度第 45回記念全国高等学校選抜バ ドミントン大会が、愛知県で盛大に開催

されますことをお慶び申し上げますともに、全国からお越しいただきました選手並びに関

係者の皆様方を心より歓迎いたします。

本県では、県民一人一人がそれぞれのライフステージや興味。関心に応じて、いつでも、

どこでも、いつまでもスポーツに親しみ、活力ある「スポーツ愛知」を実現するため、「い

きいきあいち スポーツプラン」を策定し、生涯スポーツや競技スポーツの振興に取り組

んでおります。

こうした中、全国から選抜選手の皆様が一堂に会し、熱戦を繰 り広げる本大会が本県に

おいて開催されますことは、本県のスポーツの振興にとりましても誠に喜ばしく思ってお

ります。

本国の大会に参加される選手の皆様には、日頃の厳しい練習の成果を遺憾なく発揮され、

熱気あふれる試合を繰 り広げられますとともに、試合後には互いの健闘を称え、良きライ

バル、仲間として親睦を深めていただきますよう期待申し上げます。

また、この機会に豊かな自然や食文化、歴史など愛知の良さに触れていただき、この愛

知での滞在が思い出深いものとなれば幸いです。

最後に、本大会の開催にあたり御尽力されました関係者の皆様に深く敬意を表しますと

ともに、本大会の御成功と、御出場の皆様の御健闘と今後ますますの御活躍を祈念したし

まして、お祝いの言葉とさせていただきます。

-8-



歓 迎 の こ と ば

豊田市長  太 田 稔 彦

平成 28年度第 45回記念全国高等学校選抜バ ドミントン大会が、スカイホール豊田に

おいて盛大に開催されますことをお祝い申し上げます。

また、全国からお越しいただきました多くの選手並びに関係者の皆様のご来訪を心より

歓迎申し上げます。

今年度、日本のバ ドミントン競技は、大いに盛 り上がった 1年となりました。特にリオ

デジャネイロオリンピックにおいては、日本初となる女子ダブルス金メダルと女子シング

ルス銅メダルを獲得し、日本中が沸き上がりました。日本バ ドミントン協会への登録人数

が、27万 5千人で 5年前に比べ約 3万人も増加 していることも、バ ドミントン競技の盛

り上がりを象徴しているように感じています。

さて、本大会は記念大会ということで、各都道府県から代表校が参加すると伺っており

ます。選手の皆様には、厳しい練習を乗り越えてきた自信と各都道府県の代表としての誇

りを胸に、熱い戦いを繰 り広げていただくことを期待しております。また、本大会に出場

される選手の皆様は、東京 2020オ リンピック・パラリンピック競技大会で活躍の期待が

かかる世代です。若い選手の活躍が目覚ましい日本のバ ドミントン界において、本大会に

出場される選手の中から東京オリンピックで活躍する選手が生まれることを期待してお

ります。

最後に、ハイレベルな戦いが繰 り広げられる歴史ある大会が、本市において開催されま

すことは、本市のスポーツ推進において誠に意義深いことであります。今大会の開催にご

尽力されました関係者の皆様に心から敬意を表しますとともに、参加される皆様のご活躍

と今大会のご成功を祈念申し上げ、お祝いのことばといたします。

-9-



歓 迎 の こ と ば

愛知県バ ドミントン協会

会長  末 岡 熙 章

第 45回記念全国高等学校選抜バ ドミントン大会を本県豊田市・岡崎市において開催で

きますことはこの上ない喜びであり、全国からご参加いただきました多くの選手の皆さん

を心から歓迎いたします。

本大会の愛知県での開催は 1993年大会以来、実に 24年振りの開催となります。当時

を知る者は皆無であり、久しぶりの開催に愛知県バ ドミントン協会として素晴らしい熱戦

を大いに期待するものであります。

今大会のメイン会場である「スカイホール豊田 (豊田市総合体育館 )」 は 2007年に豊

田市の新しいシンボルとなるスポーツの中核施設として誕生いたしました。施設は屈指の

規模と機能を備えた市民レベルの大会から国際大会まで対応が可能な、今回第 45回記念

高校選抜大会を開催するに相応しい体育館であります。選手の皆さんには気持良く大会に

臨んでいただけると確信しています。

さて、昨年はリオデジャネイロオリンピックでの日本人選手の活躍など、最近の日本人

選手の活躍は目覚ましく私たちに深く感銘を与えてくれました。メダリス ト達も数年前に

は本大会に出場し活躍されていたことから、今大会に出場される選手の皆さんには東京オ

リンピックを目指して未来が開ける大会になることを期待しております。各都道府県を代

表とする選手の皆さん、今年度締めくくりの大会として、さらに南東北総体 2017へのス

テップとなるよう日頃の成果を遺憾なく発揮され素晴らしい大会にしていただきたいと

思います。

終わりに、本大会を開催するあたり、多大なるご協力を賜 りました豊田市、岡崎市をは

じめ、開催各位に心より感謝申しあげ、ごあいさつといたします。

-10-
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輔
章
彦
宏
治
夫
人
雄
治
博
彦

巳
章
光
淳

民
秀
稔
康

正
達
勝
義
欽
俊
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熙
兼

喬

貫
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田
井
根
谷
井
畑
松
岡
嶋
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大
太
内
岡
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関
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大
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平
末
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高
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事
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長
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長
長
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長

長

長

長

長
長
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志
武

司
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房
治
雄
吉
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由
徹
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秀
隆
寛
幹
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野
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垣
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司
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司
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△
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・ヽヽ
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△
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△
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ン
委
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一
二

一
生
彦
郎
文
航
治
晃
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子
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茂
潔

昭
修
節
克

一
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勇
　
弘
良
鴫

田
木

田
郷
林
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原
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井
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林
朝
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司
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潮
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澤
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ヨ
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益
益
益
益
益
財
財
，
矢

―
ロ

彦
朗
淳
剛
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岡
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築
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岡
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岡
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田
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橋
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木
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一
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義
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明
隆
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隆
貞
忠
博
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昌
清
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木
井
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川
田
野
脇
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鈴
磯
宮

石
石
西
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勉
久
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生
雄
雄
幸

宏
敏
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節
計
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利
茂
英
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妨
田
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濱
佐
坂
飯
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茶
宮
清

谷
谷

夫
之

一
生
路

司
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史
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田 部 井 秀 郎(公財)全国高等学校体育連盟バドミントン専門部部長

(公財)日本バドミントン協会理事
愛知県バドミントン協会理事長
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西
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史
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司
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司
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岡
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司
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岡
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司
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司
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史
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瀬
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澤
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光
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宗
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藤

大
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中
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権
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美
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友
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仁

聯
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野
上
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合
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介
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競 技 役 員

総  務  部  長
(デ ピュティーレフェリー)

総 務 副 部 長
総  務 委  員

競 技 審 判 部 長
(デ ピュティーレフェリー)

競 技 審 判 副 部 長

半1
(主審 )

井  上   龍

成 爾
悠 介
美 佳
拓 也

競 技 役 員 長
レフェリ

行
生

悟

槙

地

梨

抄

敏

禄

翔

　

大

杏

理
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村
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垣
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合
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松
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司
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弘
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介
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光
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Ｃ
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司
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本
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山
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女子高等学校放送部員
業大学名電高等学校 吹奏楽部

菅 原  昌 弘
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典
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岡
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岡
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友
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介
豊
希
也
雄
美
美

太
也

智
雅

Ｅ
．幹

一
浩
　
沙
英
雅
裕

里
健
達

麻

水
瀬

田
松
端
上
音

田
野
橋

田
部

林
藤

清
柳
森

立

川
村
渡
梶

天
岩
太

服
桐
加

長

長

員

Ｒ
Ｐ

土
口

〓
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Ｆ
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田

邦

由

訓

淳

佳

津

奈

千
典

里

華

実

愛知工業大学名電高等学校
愛知県立春日井工業高等学校

愛知県立高蔵寺高等学校
愛知県立長久手高等学校
名古屋高等学校
愛知県立緑丘商業高等学校

聖霊高等学校
星城高等学校
愛知県立天白高等学校
名古屋女子大学高等学校

名古屋経済大学高蔵高等学校

愛知県立武豊高等学校
愛知県立半田東高等学校

修文女子高等学校

フ13

イ申
主審に

誠信高等学校

清林館高等学校

豊川高等学校

愛知県立豊橋南高等学校

愛知産業大学三河高等学校

安城学園高等学校

岡崎城西高等学校

愛知県立刈谷高等学校

愛知県立猿投農林高等学校

愛知県立豊田高等学校

愛知県立豊田東高等学校

愛知県立松平高等学校

以上各学校のバ ドミントン部員
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|
口
,

ノヽ 日 程

監督会議      <豊 田市民文化会館 展示室A>

返還選手集合完了  <豊 田市民文化会館:大ホール>

選手集合完了     <豊 田市民文化会館 大ホール>

歓迎アトラクション(愛知工業大学名電高等学校吹奏楽部 )

学校対抗出場校紹介

開会式

〈
〓

3月 22日 ′ ‐̈ ヽ
′ヽ1｀、ノ 大会第 1日 目

14時00分

14時20分

14時40分

14時42分

15時00分

15時40分

3月 23日  (木)大 会第2日 目 <スカイホール豊田・岡崎中央総合公園総合体育館>

9時30分 競技開始 学校対抗(1回戦・2回戦・3回戦)

3月 24日  (金)大 会第 3日 目 <スカイホール豊田>

9時30分 競技開始  学校対抗 (準々決勝・準決勝・決勝 )

学校対抗表彰

3月 25日  (土)大 会第4日 目 <スカイホール豊田>

9時30分 競技開始  個人対抗/ダブルス(1回戦～準々決勝 )

個人対抗/シングルス(1回戦・2回戦 )

3月 26日  (日 )大 会第5日 目 <スカイホール豊田>

9時30分 競技開始 個人対抗/ダブルス(準決勝・決勝)

個人対抗/シングルス(準々決勝・準決勝口決勝)

競技終了後 閉会式

-16-



開会式

会場

式 次 第

3月 22日 (水)15時40分～

豊田市民文化会館

前年度学校対抗男子優勝校

前年度学校対抗女子優勝校

前年度学校対抗男子準優勝校

前年度学校対抗女子準優勝校

前年度個人対抗男子ダブルス優勝

岩   間 博

埼玉栄高等学校

青森山田高等学校

福島県立富岡・ふたば未来学園高等学校

福島県立富岡・ふたば未来学園高等学校

埼 玉 栄 高 等 学 校

岡村 洋輝・渡邊 航貴

青森山田高等学校

曽根 夏姫・二村 ひとみ

埼玉栄高等学校

渡邊 航貴

作新学院高等学校

海老原 詩織

埼玉県 埼玉栄高等学校

1.開式通告
2.開会宣言   愛知県高等学校体育連盟バドミントン専門部 専門部長
3.国旗儀礼
4.優勝杯等返還

埼玉県

青森県

福島県

福島県

埼玉県

前年度個人対抗女子ダブルス優勝 青森県

前年度個人対抗男子シングルス優勝 埼玉県

前年度個人対抗女子シングルス優勝 栃木県

公益財団法人日本バドミントン協会 会長

公益財団法人全国高等学校体育連盟バドミントン専門部 部長

5.あいさつ

6.歓迎のことば 豊田市長
愛知県バドミントン協会 会長

7.選手宣誓   名古屋経済大学市屯F高等学校バドミントン部 主将
名古屋経済大学市屯F高等学校バドミントン部 主将

8.連続出場校表彰
9.閉式通告
10.選手退場

井

貫

　

田

岡

井

飽

部

綿

田

太

末

酒

塩

龍

　

輔

博

民

上井

　

綿

岩

輔

郎

彦

章

大

タ

秀

民

稔

熙

瑚

真

閉会式

会 場

1.選手入場
2.開式通告
3.成績発表
4.表  彰
5。 あいさつ

6.閉会宣言
7_閉式通告

3月 26日 (日 )競技終了後

スカイホール豊田

レフェリー

公益財団法人 日本バドミントン協会 会長

愛知県高等学校体育連盟バドミントン専門部 専門部長
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豊田市案内図

田市広域

豊田市民文化会館
スカイホール豊田

豊田 IC

」
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´

理 ,3

凛B

スカイホール豊田、豊田市民文化会館付

冑

スカイホール豊田
豊田市民文化会館
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スカイホール豊田 1階 案内図

メインホール

出入り口

出入り口

役員・一般

専用出入り口

武道館

2階サブホールは

練習会場として使用
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崎中央総合公園総合体育館

根石小南東

岡崎市広域図
根石小南東

岡崎中央総合公園

総合体育館

大平町新寺

岡崎 IC

大平町新寺

岡崎 IC

美合町平地

県農協体育館 愛知産業大学

岡崎東 IC

三河高校入口

知県農協体育館
産業大学付

美合町西

美合町平地

三河高校入口

岡崎市案内図
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岡崎中央総合公園総合体育館  1階 案内図
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ホテル トヨタキャッスル
http://www.t-castle.co.iF,,,,,,,,,.:,,.

駆 前 移 転 ‖ 賞

,0■
=に

る場 所 ヘ

スカイ

ホール

豊田

圃
コメダ珈琲

豊田挙母店

とよたころもてん

営業時間 7:00～ 21:00

スカイホール豊田徒歩 1分

P

スカイ

ホール

くつろぎの空間に、

時が流kる

|||||||‖ ||||||1名
鉄トヨタホテル

〒471-0027豊 田市喜多町一丁目140番地
TEL 0565-35-6611(代 )

http1//WWW 10yOta‐ hOtel CO lp

祝 第45回記念全国選抜
バドミントン大会

愛知県選手団、とりわけ春日井市

出身選手の格別の健闘を祈ります。

春日井市バドミントン連盟

頑汚♂囀′′ 愛井暴モ手日

モ子の容さんの住日をお着りにます

/′ン

`4〃

のワノ五

腸α″力 ′
"″
ι′b/ゴ働ゴ

ア ドバンスジュニアバ ドミントンクラブ

況 第45口記念全国高等学校選抜バドミントン大会

GIKθSEACI.,LTI。

鸞 窟
曇  有限会社 技 工 社

印刷物のデザイン及び印刷並びに製本

〒441-8046愛 知県豊橋市福岡町68番地

TEL 0532-46-8021(代 )FAX 0532-47-5847
Eメール gikousha@mxl.tces.ne.jp

☆技術出版物 (マニュアル・取扱説明書)企画・編集・印刷・製本
☆テクニカルイラストレーション ☆商・工業用版下 ☆各種トレース
☆Mac/WinによるDTP・出カサービス ☆大型コピーサービス
☆シルクスクリーン/オフセットフィルム・製版・印刷
☆翻訳サービス ☆大型インクジェット出力・パネル加工

当 |
ヲ民 |

務 |
肉 |
容

|
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競技タイムテーブル

3月 23日 (木)第 1日 日(1回戦～3

3 24日

)

▲
コ匡 2日 々 ～決勝)男子 口女子

2 1

凡例
G丁・・・男子学校対抗
GT・・・女子学校対抗

BD・・・男子個人対抗ダブルス

GD・・・女子個人対抗ダブルス

BS・・・男子個人対抗シングルス

GS・・・女子個人対抗シングルス

1051234 11 12
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|13   14   15   16 17   18
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競技審判上の注意

[全般的事項 ]

1. この大会は、公益財団法人全国高等学校体育連盟が定めた大会実施要項及び平成28年度公益財団法人日本バドミントン協会
売慇姑i服il、 同大会運営規程並びに同公認審判員規程により行います。

2.審判はすべて大会本部にて行います。なお、サービスジャッジは、学校対抗では準々決勝より、個人対抗では準決勝よりつけ
るものとします。その他の試合においては原則として付けません。

3.選手は試合開 1台予定の1時間前までには会場に至!暗し、必ず「受付」を済ませてください。
4.競技の進行を円滑に進めるために、「受付」「集合」等の時間厳守に努めてください。
5.試合の進行状況に応じて、予定された試合の開始時刻やコートを変更することがあります。放送には十分注意してください。
6.試合を連続して行う場合のインターバル1滋欠のとおりです。
<学校対抗> 学校対抗が連続する場合は30分とします。
<個人対抗>個 人対抗 (単・複)が連続する時は20分とします
7.各試合 (マッチ)のインターバルは次のとおりです。
○すべてのゲーム中、一方のサイドのスコアが11点になつたとき、60秒を超えないインターバルを認めます。 (選手は2
0秒前までにはコートに入ること)

○第 1ゲームと第2ゲームの間、第2ゲームと第3ゲームの間に120秒を超えないインターバルを認めます。 (選手は20
秒前までにはコートに入ること)

8.イ ンターバル中のア ドバイスは、監督・コーチなど同時に2人までです。主審の「 (コ ー ト番号)20秒 」で、
コー トから離れてください。なお、コーチングシー トを設けます。

9.個 人対抗戦単において、試合開始前の練習 (3分間)をする相手は対戦相手とします。
10.試合 (マッチ)中の水分補給、汗ふきなどは必ず主審の許可を必要とします。なお、氷嚢の使用は、インターバル中のみとし
ます。

○容器は倒にてもこばれない蓋付きボトルとし、主審横の指定した入れ物に入れてください。

○氷嚢は、ベンチ、コーチングシートでイ騎令バッグなどに入れ、保管してください。

11.サービスの遅延行為に関しての判定は主審力γ予います。
12.主審が必要と認めた以外のプレーの中断は、一切認められません。
13.次のような違反行為に対しては厳正に対処します。 佛贈姑i顧、1惨自16条)
○息切れなど体力回復等の遅延に関わる行為、または、アル イヾスを受けるためにプレーを遅らせる行為。

○主審の許可なしにコートを離れること。

○故意にシヤトルに手を加えたり破損したりする行為。

○審判員や観客に対しての横柄な振る舞い、下品で無礼な態度、言動。

○見苦しい着衣でプレーする。

○ラケットや身体でネットなどのコート施設を叩いたり、コ障りなかけ声や奇声を発するなどの不品行な振る舞い。

14.競技中は、必ず高等学校名・都道府県名の入つたシャツを着用するか、ゼッケンをつけてください。
(背面の文字は明確に半|‖読できるもの)

15.競技中の怪我や病気については、主審力洋1断します。もし必要ならレフェリーを呼び、レフェリーの判断に従うことになりま
す。

16.審判の判定に「i崩莉 や「晏薦:剥を唱えることは一切認められません。もし判定に疑間がある場合には、次のサービスが為さ
れる前に「質問」をすることができます。ここで質問ができる者とは、学校対抗では当該選手と監督、個人対抗では当冨亥i野
に限ります。 (監督は「IDカー日 を必ずつけてください)
17.選手1責式合終了後、選手同士の握手の後、主審 (サービスジャッジ)とも握手をすることを心掛けてください。
18.競技場内では、携帯電話の電源を切るか、もしくはマナーモードにしてください。また、競技フロア内での携帯電話の使用は
一切認めません。

19.試合中にモバイル機器を使用したアドバイス・コーチングを受けることを禁止します。
20.その他は、監督会議における打ち合わせ事項に準じます。
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[学校対抗に関する事項]

1.監督、コーチ、マネージャー、選手の変更は監督会議をもつて最終のものとし、以後の変更は一切認められません。
2.初回戦のオーダー用率側ま、監督会議資料の袋に同封してあります。次回戦以降は主審より直接手渡します。
3.ォーダー用細ま、5枚複写で記入し、① ② ③ CIま本部提出、③ま自校の保存用となります。
4.ォーダー用紙は、5枚まとめてオーダー交換所に提出してください。対戦校立合いのもとでオーダー交換を行いますので、時
間厳守でお願いします。

なお、競技1巡目は8:30と します。2巡目からのオーダー交換は、放送でお知らせします。
5.定時 (指示のあった時刻)までにオーダー用紙の提出が無い時には「棄権」とします。
6.エ ントリーをしている者 (監督 1名、コーチ 1名、マネージャー 1名、選手5～ 7名)は、放送の指示で選手集合所に集まっ
てください。

7.ベンチに入ることができるのは、当該試合にエントリーされた者のみです。
8.入場は、主審の誘導により、組合せ番号の先番チームからとします。
9.言式合開始前の練習は、対戦チームとあいさつを交わした後、主審の指示で各マッチ G式合)毎に3角潤桁 つてください。なお、
当初から2コート以上を用いて試合をする場合も同様に、マッチ G式合)の開始前に3分間行つてください。
10.マッチ (試合)は、1回戦より2～ 3コート並行して行うことがあります。その際、同一選手が連続して試合をする場合のイ
ンターノウИま10分とします。
11.マッチ G式合)は、勝敗決定 (3マッチ先取)後、打ち切りとします。
12.勝敗が決定したら対戦チームとあいさつをし、主審の言葬 により、プラカードに続いて整ワllし、勝利チームから退場をしてく
ださい。

[個人対抗に関する事項]

1.選手の変更は、いかなる場合でも認められません。
2.選手は、放送の指示で選手集合所に集まってください。
3.入場は、主審の誘導により、組合せ番号の先番選手からとします。
4.試合開始前の練習は、あいさつの後、主審の指示に従い、同時に3分間とします。(単の場合、対戦者同士で行つてください)
5.1勝敗決定後は、対戦相手とあいさつをし、主審の誘導によリプラカードにつづいて整ワIlし、勝者から退場してください。

[一般上の注意]

1.各競技会場の開場は、8:00です。
2.売贈支者は会惨題!院事後、 lDカードを着用 (首にかける)の上、「受付」を済ませてから入場してください。
3.競技会場では、係員の指示や会場の表示に従つて、下履きと上履きの区別をつけてくださしヽ
4.売贈支フロア内での飲食は禁止します。ただし、「競技審判上の注意、全般的事項 10」 に関わることのみ認めます。また、ク
ーラーボックスなどのフロアヘの持ち込みは禁止します。

5.部旗、応援旗を使用する1蜘こは、売鷺支に劇障のないように配慮をお願いします。なお、大会本部力滋財支や大会i壁に支障があ
ると判断した場合には、指示に従って撤去してください。

6.応援の際、売戴支に支障をきたすことがないように配慮をお願いします。太鼓やラッパなどの鳴り物、うちわ、メガホンなどを
利用した応援は禁止します。売戴支に支障があるとレフェリーカ洋1断した場合は、売財難1顧 11に基づき厳正に対処します。

7. フラッシユ・ストロボ等を用いての写真1煽憬|夕ま禁止します。また、会場施設内の電源 (コンセント)の使用は禁止します。ご

協力ください。

8. ゴミは各自の持ち帰りを原則とし、会場に放置するなどのことがないようお願いします。自動販売機等で購入した場合は、分

別回収にご協力をお願いします。「来たときよりも美しく」の気持ちを心掛けてください。

9.競技中の疾病、傷害については応急処置のみ主催者側で行いますが、その後は各自で処置をしてください。
10.防犯上、貴重品はじめ私物の管理は、各自 (各チーム)で責任を持つて行ってください。
11.観客席最前列から2列目までは一般および対戦校用応援席としますので、荷物は置かないようにお願いします。応援終了後、

次の対戦校の関係者に席をお譲りください。2階の観客席から応援する場合、フロアヘの落下防止のため、最前列は着席して

応援してください。また、通行に支障が生じる通路での応援も配慮をお願いします。
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平成28年度第45回記念全国高等学校選抜バドミントン大会
女子学校対抗(GT)
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平成28年度第45回記念全国高等学校選抜バドミントン大会
男子ダブルス (BD)
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明 地 七 海 京 都 外 大 西
(京 都 府 )

11島 倉 唯 常 総 学 院
(茨 城 県 )

9

3

15 13

2

3

1,鈴 木 ゆうき 聖ウルスラ英智=L   (宮 城 県 )

和 田 七 海 四 天 王 寺
(大 阪 府 )

′
ａ一

榮

'法

華県3t ,可  …L

13

14

17 18

10

11

14

15

南 部 伽 金 沢 向 陽

(石 川 県 )

酒井 すみれ 名経大市屯「
(愛 知 県 )

内 山 真 希 深  川1 西
(北 海 道 )

黒岩 はるな 佐 賀 女 子
(佐 賀 県 )

小 松  ゆ い 土 佐 女 子
(高 知 県 )

野 田 彩 夏 星    陵
(静 岡 県 )

ｒ
Ｏ

ハ
０

７

‘

19

16

17

8 16 18

19

2 4

陽 女 子
9

鈴 柳 井 商 エ
(山 口 県 )

10
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公式練習割当て表

3月 23日 (木)第 1日 目(学校対抗の部 1回戦～3回戦 )

3月 24日 (金)第 2日 目(学校対抗の部 準々決勝～決勝)

3月 25日 (土 )第3日 日(ダブルス 1回戦～準 決々勝 シングルス 1回戦・2回戦)

3月 26日 (日 )第 4日 日(ダブルス 準決勝・決勝  シングルス 準々決勝～決勝)

会 場 岡崎中央総合公園総合体育館 体育館 岡崎中央総合公園総合体育館 武道館

コート

練習時間
12345‐ 678910 12345678

8:30′ ′ヽ8:40

先番チーム

BT I BT  BT BT  BT ‐ BT  BT

4   5   6   71 2     3

BT  BT BT

108     9

BT BT

12

BT

11 13

BT

14

BT

15

BT  BT I

16   17

BT

18

8:40′ヽ́8:50

後番チーム

BT  BT  BT  BT  BT  BT  BT  BT  BT BT

101234567 8     9

BT BT

12

BT  BT  BT  BT  BT  BT

13 1 14   15   16   17 1 1811

会 場 スカイホール豊田 メインホール

コート

練習時間
1 2     3 5 6 7 9 10   11   12 13 14 15 16 17 18

8:30～ 8:40

先番チーム

GT  GT  GT  GT  GT  GT  GT I GT  GT  GT

8   9   10

GT  GT

ll   12

GT GT

14

GT I GT  GT  GT

15   16   17   181234567 13

8:40～ 8:50

後番チーム

GT

1

GT  GT

2     3

GT  GT I GT  GT I GT  GT  GT

456718910

GT GT

12

GT

11 13

GT

14

GT  GT  GT  GT

15   16   17   18

会 場 スカイホール豊田 メインホール

コート

練習時間
1 3 4 5 6     7 8   9   10   11   12   13 14   15   16   17 18

8:30～ 8:40

先番チーム
BT43 BT44 BT45    BT46    GT43    GT44 GT45    GT46

8:40～ 8:50

後番チーム
BT43 BT44 BT45 BT46     GT43 GT44 GT45    GT46

会 場 スカイホール豊田 メインホール

コート

練習時間
1 2 34567891011121314151617 18

8:30～ 8:40
ＢＤ

‐

ｎ
レ
，
・

Ｂ

‥

Ｄ

，

Ｂ

＜

ＢＤ

４

Ｄ

７

Ｂ

．

ＢＤ

６

BD  BD
10 ‐  11

ＧＤ

ｌ

ｎ
）
，
・

Ｇ

′
‘

Ｄ

Ｉ

Ｇ

＜

Ｄ

Ｉ

Ｇ

ｚ

【り

，ヽ

Ｇ

＜

Ｄ

７

Ｇ

ｉ

GD
10

Ｄ

ｌ

Ｇ

ｌ

8:40～ 8:50
Ｄ

，

Ｂ

Ｉ

ＢＤ

５

BD BD  GD  GD
12     5     8

Ｄ

，

Ｇ

‘

GD
129

会 場 スカイホール豊田 メインホール

コート

練習時間
5 6789101112131415161718

8:30～ 8:40
Ｄ

７

Ｂ

ｌ

BD Ｄ

７

Ｇ

ｌ

GD
18  1

8:40・ヽ́8:50
I BS  BS I

13   14
BS
15

BS
16

GS
13

GS
14

GS
15

GS
16
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練習会場タイムテープル及びコート割当て表

学校対抗
3 21日

3 22日 (

会 場 愛知産業大学 愛知県農協体育館
コート

練習時間
1     2     3     4     5     6 1 2   3 4

9:00～ 9:30 BT19 BT21  BT22 BT23 BT24 BT25 BT26  BT27  BT28 BT29

9:30´‐10:00 BT30.BT31  BT32 BT34
/´ 1   /

//

男子会場 岡崎中央総合公園総合体育館 体育館 岡崎中央総合公園総合体育館 武道館
コート

練習時間
3

|   |
1 1 21 4 5 6 7 8| 2 3 1 4 1 5 1 6   7   8

13100´ ウ14:20 / 埼 玉 東京AI東京B 静 岡|神奈川
|   |   |

愛知②
l岐
阜
|二
重 1滋賀 奈 良 大 阪 京都  兵庫

14:20´ ウ15140
|

茨城 栃木
|

徳島 香川 群馬 千葉 富山 石‖: 福井 山梨
|   |   |   |   |   |

長野 1和歌山
1鳥
取
1島
根
1岡
山
1広
島
1山
口 福岡

15:40´ ‐17:00
~ ~4_  北 1 南  春森 岩手 宮城 秋田 山形 福島愛媛 .呂天‖ 北海道1北海道 .・ 新潟 熊本佐賀 長崎 大分 宮崎 鹿児島 沖縄

女子会場 スカイホール豊田 メインホール

23456789101112131415161718

13:00～ 14.20 埼玉 東京A東京B神奈川 静岡 愛知①愛知② 岐阜 二重 滋賀 奈良 大阪 京都 1兵庫

14:20～ 15140 徳島 香川 1茨城 1栃木 1群馬 |千葉 富山 石川 福井 1山梨 1長野 和歌山1鳥取 1島根 1岡 山 広島 山 口 福岡

15:40´ シ17:00 愛媛
音を日  北 1 南  =木同
^‖ 1北海道1北海道 目林

岩手 宮城 秋田 山形 福島 新潟 佐賀 長崎 熊本  大分 宮崎 鹿児島 ,中縄

男子会場 岡崎中央総合公園総合体育館 体育館 岡崎中央総合公園総合体育館 武道館

練習時間

コート
1 2 3 4 5 6 7 8 9    10 1 2 3 4 5 6 7 8

9100´▼10:00
北  三未
北海道 目林 岩手  山形 東京A 栃木 茨城  埼玉  山梨 富山 福井 二重 滋賀 奈良 大阪 岡山 1山 口 島根

10:00´‐11:00
南

北海道
秋田 宮城  福島 東京B 群馬 千葉 神奈川 新潟 石川 長野 静岡 岐阜 京都 和歌山 兵庫 鳥取 広島

11100´ウ12:00 愛知(2愛知C.沖縄 鹿児島 熊本 宮崎
ノ́ン́
ン́
|       ′′́′́́        ′/′′́

′′
        ´́ン́
′́

//// 長崎 佐賀 大分 福岡 高知 徳島 愛媛 1香川

女子会場 スカイホール豊田 メインホール
コート

練習時間
1 2 3   4 5 6 7 8 9    10   11    12   13   14    15   16    17   18

9:00´‐10100 青森 岩手 山形 東京A 栃木 茨城 埼玉 山梨 富山 福井 二重 滋賀 奈良 大阪 岡山 山口 島根
北海道

10:00´ シ11100
南
北海道
秋田 宮城 福島 東京B 群馬 千葉 神奈‖: 新潟 石川 長野 静岡 岐阜 京都 和歌山 兵庫 鳥取 広島

11:00～ 12100
////愛

知② 愛知0沖 縄 鹿児島 熊本 宮崎 長崎 佐賀 大分 福岡 高知 徳島 愛媛  香川

会 場 スカイホール豊田 サブホール
コート

練習時間
12345678910

GT19 GT21  GT22 GT23 GT24 GT25 GT26 / / /´  /  //1
9:00´‐9:30

GT27 GT28 GT29 GT30 GT31  GT32 GT34 1/1/1// レ/1 レ/19・30～ 10:00

会 場 スカイホール豊田 サブホール

期 日 練習時間 ヨート 練習時間とコートの決め方について

3月 21日 (火 ) 13:00～ 17:00 1～ 10

1～ 103月 22日 (水 ) 9:00～ 12:00

3月 23日 (木 ) 10:00～ 17:00 1～ 10

3月 24日 (金 ) 9:00～ 17:00 1～ 10

3月 25日 (土 ) 9:00～ 17100 1～■0

3月 26日 (日 ) 9:00～ 17:00 1～ 10

当日の練習開始前に練習会

場受付で時間とコートの予約

をして練習を行ってください。

コ回の練習時間は30分とし、
2回 目の練習は1回 目の練

習の後、改めて予約をしてく

ださい。
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カロ
¬′

¬
「都道府県 都道府県

北海道 帯広大谷 10年ぶり3回 目

北海道 札幌第一 4年連続34回 目

青森県 浪岡 初出場

岩手県 前沢 5年ぶり9回 目

宮城県 1聖ウルスラ学院英智  1 4年連続6回 目

秋田県 秋田工業 5年ぶり3回 目

山形県 1鶴岡工業 2年連続5回 目

福島県 ふたば未来学園 6年連続9回 目

茨城県 著漢学園 15年ぶり2回 目

10 栃木県 作新学院 3年連続15回 目

11 群馬県 桐生市立商業 29年ぶり3回 目

12 埼玉県 埼玉栄 18年連続 18回 目

千葉県 西武台千葉 2年連続5回 目

東京都 淑徳巣鴨 4年連続5回 目

東京都 実践学園 初出場

神奈川県1川崎総合科学 8年ぶり11回 目

17 山梨県 甲斐清和 2年ぶり4回 目

18 新潟県 北越 5年ぶり10回 目

富山県 高岡第一 9年連続17回 目

20 石川県 金沢市立工業 8年連続27回 目

21 福井県 福井工業大学附属福井   初出場

長野県 1長野商業 10年ぶり3回 目

23 岐阜県 大垣工業 初出場

24 静岡県 伊東 2年連続6回 目

2年連続3回 目二重県 皇學館

26 滋賀県 比叡山 26年連続37回 目

京都府 乙訓 初出場

大阪府 東大阪大学柏原 17年連続21回 目

兵庫県 1神戸村野工業 4年連続7回 目

30 奈良県 奈良大学附属 5年ぶり3回 目

31 和歌山県 那賀 5年ぶり3回 目

321 鳥取県 鳥取敬愛 初出場

島根県 松徳学院 初出場

３４

　

　

一
　

　

３５

　

　

一
　

　

３６

　

　

一
　

　

３７

　

　

一
　

　

３８

　

　

一
　

　

３９

　

　

一
　

　

４〇

　

　

一
　

　

４１

岡山県 水島工業 4年連続15回 目

広島県 広島城北 25年ぶり2回 目

山口県 柳井商エ 4年連続20回 目

徳島県 徳島商業 10年ぶり2回 目

香川県 1高松商業 6年ぶり22回 目

愛媛県 新田 6年連続13回 目

高知県 高知商業 2年ぶり4回 目

福岡県 九州国際大学付属   3年 ぶり15回 目

佐賀県 武雄 初出場

長崎県 項浦 2年連続8回 目

熊本県 八代東 9年連続21回 目

大分県 別府鶴見丘 3年ぶり6回 目

宮崎県 日章学園 4年連続6回 目

47 鹿児島県 鹿児島商業 2年連続5回 目

沖縄県 南風原 2年ぶり3回 目

愛知県 名古屋経済大学市屯F  2年 ぶり8回 目

愛知県 岡崎城西 2年連続 14回 目

-34-
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力lロ 女
都道府県 出場校 出場回数 都道府県

26 滋賀県 3年連続18回 目3年連続23回 目

4年連続9回 目

17年連続 17回 目

|

2

北海道 旭川実業

北海道 とわの森三愛

青森山田
|

青森県

2フ 京都府

28

4年連続4回 目京都外大西

四天王寺 7年連続16回 目

岩手県 花北青雲 初出場

大阪府

兵庫県 園田学園 6年連続 14回 目

聖ウルスラ学院英智 4年連続33回 目宮城県 本
不 良県 添上 5年ぶり3回 目

秋田県 新屋 20年ぶり2回 目 31 和歌山県 耐久 5年ぶり6回 目

山形 県 山形城北 2年連続4回 目 32 鳥取県 鳥取敬愛 2年′Sミリ3回 目

ふたば未来学園 33 島根県 34年ぶり2回 目松江商業福島県

茨城県 常総学院

6年連続6回 目

2年ぶり21回 目 34 岡山県 山陽女子 13年ぶり17回 目

初出場10 栃木県 作新学院 9年連続11回 目 35 広島県 安田女子

36 山口県 柳井商エ 2年連続3回 目群馬県

5年ぶり7回 目

11 伊勢崎清明 2年連続6回 目

10年連続27回 目 37 徳島県 城東

13 4年連続14回 目 英明 初出場

新田 3年連続 10回 目

千葉県 西武台千葉

東京都 関東第一 3年′Sミリ4回 目

香川県

愛媛県

40 高知県 土佐女子 10年ぶり6回 目

7年連続19回目

4年連続 14回 目

6年連続6回 目

九州国際大学付属

佐賀女子短期大学付属佐賀女子

福岡県41

佐賀県

長崎県 諫早商業

八代白百合学園 2年ぶり8回 目

2年連続2回 目日本ウェルネス

5年ぶり7回 目

5年ぶり2回 目

5年ぶり18回 目

7年連続7回 目

15 東京都

17

18

16 神奈川県 川崎総合科学

新潟県 新潟青陵

19 富山県 富山国際大学付属 熊本県

5年ぶり10回 目大分県 昭和学園金沢学院 初出場20 石川県

福井工業大学附属福井 初出場福井県 2年連続2回 目

2年ぶり6回 目

10年ぶり4回 目

46 宮崎県 聖心ウルスラ学園

47 鹿児島女子鹿児島県

沖縄県 糸満

長野県

岐阜県23

3年ぶり4回 目文化学園長野

3年連続21回 目県立岐阜商業

初出場加藤学園

3年ぶり3回 目

2年ぶり9回 目

2年連続9回 目

愛知県 名古屋経済大学市鄭

愛知県 岡崎城西皇學館

24 静岡県

二重県
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1滋賀短期大学附属

埼玉県 1埼玉栄
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―山梨県 甲斐清和

48
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輝

き
光

ぃ
慧

い
　
　
あ
　
　
と

だ
大

ろ
弘

さ

し
　

ひ
　

う
藤

は
橋

う
藤

ど

か

　
　

ど

　
　

ん

た
高

す
須

こ
近

青

森

県

ぅ
校高

お

岡

な
浪

ろ し

壮
“

ひ
岡

み
美

か
　
　
た

お
良

す
田

うヽ
　
　
　
・ミ
汁
け

な
奈

［
Ｃ

ほ
保

き
樹
こ
恒
ぅ
藤
とむ
武

年

　

　

年

と

斗

ご

吾

年

　

　

年

　

　

年

海

土早

ぅ
藤

も
本

と

　

　

や

ご
後

み
宮

年

　

　

年

し

嗣

き

樹

か

　

　

ろ

た
尭

ひ
大

ま
馬

と
藤

あ
有

さ
齊

と しょうけ い た

ま うち き ょうや

壽 多 慶 太

恭  弥肉
］
だす

人

きあ

暉

ん ま
間

や
山

や
家

ほ
本

岩

手
県

え さ わ こ う こ う

校音
同沢

ま
一馴

ち

一

＞

＞

↓

＞

ヽ
　
一　

し

　

　

ん

・ヽ

「

　

と

聡

げ

，

し

土
日

さ

　

　

う

ｌ

せ

。
′
　
　
　
　
　
其

ｒ
，

わ

＝

九

べ
　
　
　
　
‐
　
リ

　
ー
　
′、

”邊
慟石
ダ一「一

わ
渡

い
＜

軋
＜

”
藤
と

さ
佐

さ
佐

年

　

　

年

と
人

と
人

ぅ

　
　
　
　
　
仕
Ｌ

悠

ゅ
ロ

ゅ
　

ら
寺

ミ
蜘
岬
で
マア

´
　
　
　
の

口菫

あ
阿

お
小

年ゃ
也石

ロ

た

ュ
ｉ

ち
地

き
菊

年
か

いヽ

な

盲
バ

ま

‥

．

ぅ
藤

とさ
佐

朗

て
颯

士

ゃ

謙

は
藤

年と
飛

ゅ
優
しは
橋

た
高

け ん し ろ う
年

1年

宮

城

県
聖ウルスラ学院英智高校

せいうるすらがくいんえいちこうこう

り
´
占
・い
　
●リ

の

４

′じ

わ
辰
じゆ′

ま

　

　

Ｆ
・

や
山

一

た
　
　
蒟

は
畑

』
¨
一
た

一ヽ

二

　

　

４
ノ

潤

ゆ

優

百
員

こ

Ｌ

強
４
ね

．可

深

か

金

年

　

　

年

き

輝

た

大

ヽ
　

　

や

し
泰

は
颯

た

　

　

ま

わ
輪

し
島

ｂヽ

み
〓
一
て
一守

2年

1年

る
洸

き
輝

か

　

　

う

ひ
　

こ
晃

し
山序
う

ぎ
　

と
藤

ね
　
　
い

み
“領
さ
一篇

年

　

　

年

　

　

年

と

斗

き

之

ん

伸

ゆ

　

　

´

げ
滋
「
剛
「
孝

‐
）
　
　
　

ナ
一
”
叫
　
こ

マ
７

ゎ

り

　
　
・議

の

里

が

谷

ぅ

庫

せ

　

　

と

ひ
日

は
長

さ
佐

秋

田
県

ぅ
校

一一　一二口
わ
業

ぎう

工

た
田秋

「
孝
‐き＞わ

ブ

　

　

ゆ

，

よ
清

さ
雅

き

　

　

ま

た
田

ま
玉

ま つ

松

と

　

ヽ

う

―
ノ

ゅ
依
心

や一
谷

だ

ヽ
　
く

旧晏

こ

＝
り
　
さヽ

蕪
“
一

2年

1年

ぃ

聖

け

佑

せ
　

　

す

ぅ
龍

ぅ
涼

ゆ
　
　
　
よ

う
藤

ち
地

さ
佐

き
菊

年

　

　

年

と
斗

ぅ
玲

た

ｒ魯

　

　

¨
ヽ

ォ

リ

オ

ベな
邊

き

々

た

　

　

さ

わ
渡

さ
佐

年

　

　

年

　

　

年

き
昭

ゃ
哉

と
斗

も りもと ひ さあ

も

　

　

―

寿

と
友

た
雄

一死
ぅ
一勝
ど
士膝

と

　

　

ん

森

さ
佐

こ
近

山

形
県

ぅ
工父

こ
昔
ロ

ょ
業
ぎ一］
ェ
詢
岡
つ
鶴 若  木

丑

太

し

詢列

え
一ヽ
上
Ю
井

の き
之

和
＞

ゅ

口

の
実

ず
禾
‐
み

野

か き

ヽ

わ

お

′１

＜

＜

年

　

　

年

け

介

き

樹

す

　

　

る

一」っ
宏

て
輝

は
橋

ぅ
藤

か
　
　
と

た
高

さ
佐

2年

年
ち
　
一

う
功

こし

”
風

ｂヽ
　
一

ヾ
　
コ
ー

い

五

年

　

　

年

　

　

年

と
人

ん
員

る
譲

ず

大

ゆち
鉢

達

ば

安

な
中

や

　

　

し

調
に
　
ハ

士
¨
●
脇
　
‐た

ぅ
一騰
一
ち

と

　

　

だ

い

伊

あ

さ と う の ぶ と

佐 藤 総 飛

福

島

県
ふ た ば 未 来 学 園 高 校

ふ た ば み らい が くえん こうこう

き
樹

寵
羽

詢
＞

ぅ
　
　
　
静
　
ア
　
ヽ^
苦
」

ゆ
い倫

い
・″
ぇ

す
　
ス
　
う

ヒ
ド

だ
多
・くり初
とヽ
崩

ん

　

き．

キ̈

じ

齋

ほ
本

』
の
い
＜

年

　

　

年

き

輝

ん

雲

お

　

　

ぅ

当
「

し

一簗

な

ｉ

　

Ｊ

わ

だ

田

さ

澤

ま

　

　

ろ

や
山

ひ
廣

2年

2年

大

”ヽ
龍

真

ん
麟

子

」
上

金

な
高

年

　

　

年

　

　

年

け
祐

た
太

と
和

す

‥

．

一
ビ

の
　
‘・

う

七
タ

ゅ

田

た

［禾

ぎ

，‐

ｏ

久

ヽ
　

　

　

　

六

ヽ

ナ
恵

ま
聖

ご
後

お
岡

く

　

　

つ

ち

筑

ま

松

か ね こ ま ひ ろ

茨

城

県 学 園 高 校

い が く え ん こ う こ うめ
サ
「

け
渓

る
哲
詢

ヽ
＞
一
〇

と

　

ひ

夕

う

ブ

一満
］紀
繰一剛一

み
野
絲
澤
″
馴

の
　

ろ
黒

α
ト

お
小
区
↑
鮎
＜′

年

　

　

年

と

ロ

ナ

ヽ
ｒ

乗

―

―

ノ
，

ま

　

　

す

ゃ
大
』
駿

ま
・　

　

し

ｂ

ヨ

し

曳

一

キ
．
＝
口
　
こ

〓―
爬

ぎ

　

　

ず

す
杉

み
水

年

　

　

年

じ
治

き
樹

ぅ
　
　
　
し

ゅ
龍

と
俊

か
坂

き
木

さ
　
　
お

ほ

保

あ

青

年

　

　

年

　

　

年

ん
潤

じ
士

る
雄

す ぎ や ま じ ゅ

山

らヽ

杉

中

新

凌

たく
宅

む

村

た

な か

し ん

栃

木

県
作 新 学 院 高 校

さ く し ん が く い ん

ち

　

一

一」っ
幸

みか
上

む
村

き

，Ｔ結
＝

あ

‥

ち
亜
し
知

やま
林

2年

1年

け

輔

る

暉

す

‐
．

ヽ

．，

ん

お
欠

ヵ

ゅ

５

ひ

し
　
　
　
田

ち

口

た

ぐ

　

　

，

ま

）
　

　

、Ｌ

や
山

ひ
平

2年

1年

ご

吾

け

輔

ヽ
　

　

す

た
土土
ん
俊

―
　
　
　
ゆ

の

マ
了

し

て

里

き

材

ぉ

　

　

ろ

し
塩

ひ
廣

年

　

　

年

　

　

年
　
一

２

　

　

　

２

　

　

　

１

　

一

た
太

ご
悟

の
乃
一

，
　
．　
．　
ヽ
　
―
　
　
　
　
‐　
〓

‘
　

　

し

，
ヽ

し

　

　

一

て

哲

け

唐

　

目

一

．．　
　
　
　
か
ィ
‐一

ま
　

ら
原

，ヽ
　
一

づ
妻

は
レ
■

塚
一

い
　

　

び

〓
４

ぬ

　

一

に
新

え
海

い
犬
一
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男子選手名簿 (2)

No.
道

県

都

府 学 校 名

一

督
↓
汁

監
＜コ
ネ．
マ

選  手

11

群

馬
県

お
校
ぁ
高
”
業
う
商

し

」
エ

つ
　
．̈
¨

国
市
［
生
詢
桐

け
介

す

約̈
一元

だ

田

ほ ん

本

き
口早

ゆ
優
ま
島

た
田

年

　
　

年

る

渉

け

輔

た
　
　

すハ

一
ヘ

わ

　

　

―

¨
′

藤

だ

ぅ
　
　
の
”野

，
」
　
　
　

らヽ

す
須

ひ
平

年
　

　

年

ゃ
弥

け
祐

ナ

ぅ
優

テ
冒

ゆ

　

　

ゆ

土
日

木

り

き

　

　

　

マ
７

さ
々
詢
里

さ
佐

な
中

年た
太

ょ
一凛

の
野
しほ
星

年ぉ
生
な‐
夏

ぎ
ヽ
木

た
昔
同

年き
輝

ずか
　
一

ベ奮一
泊一Ｃ

たわ
渡

埼

玉
県

ぅ
校

こ　
一一ロ

か
栄埼  玉

し
司
詢

た
三貝
・“

う‐　　　ド一

相
屋
拍

ろ

樹

ひ
寛

秀

＾
智

田

」
下

山

詢
堂

お

大

や

2年

1年

駿

き
輝

ろひ
大

光

力ヽ ゎ

‐

ど

日

み
緑

年

　

　

年

ま

真

き

貴

く

　

　

ろ

た

石

ひ

谷

―
）
１

　
　
　
．
′．

や

　

　

ま

ば

林

や

山

お

　

　

か

お
大

な
中

年

　

　

年
　

　

年

と
人

と
登

き
基

ぉ
　
　
る
　
　
い

な
直

は
陽

た
太

たば
端

た
田

ぅ
藤

わ

　

　

ば

　

　

と

か
川

し
柴

か
加

に っ こ う し ゅ ん

千
葉

県

ぅ
校
う
音
同

ま
葉
ち
千

だ
ム
ロ

、ぁ
武

せ
西

し
聡
詢
詢
わ
り

と
　
　
　
で

引
側

と

“
光

さ

　

ひ
秀

っ
田

だ
田
せ
瀬
材
和

な

　

ヵ

雪

・
お

一ヽ

い
稲
は
降
帖
０

年

　

　

年

き
生

た
太

お

者

ぅ

な
ィ

ゅ
悠

き
那

ら

ざ
子

わ
原

ま

峰
一
ぎ

や
山

は
萩

年

　

　

年

じ
一
一
き
たヌ

ぅ

　
　

ん

ゅ
」伸
ザ
元

ｂヽむ
村

ぅ
藤

か

　

　

と

な
中

ご
後

年

　

　

年

　

　

年

り
李

た
太

と
翔

ん

　

　

ろ

桃

ナ
謙

ひ
大

澤

ぅ
藤

ぅ
能

ど

　

　

の

相

す
首

せ
瀬

あ い ざ わ と う

東
京
都

し ゅ く と く す が も こ う こ う

淑 徳 巣 鴨 高 校

(松 井 太 朗 )

ほ りこ し よ しひ ろ

堀 越 義 広
し

　
　
　

う

だ
忠

ろ

た

　

　

た

長

‐

ね

ォ
‐

い

き
関

っ

せ
　

　

ま

年

　

　

年

ゃ
也

む
夢

ま つ い た け ひ さ _
松 井 健 玖

'T

う

　

　

ろ

ゆ
土電
ひ

り

　

　

と

だ

田

ざ

え

　

　

の

う

上

お

小 野 里 大

年

　

　

年

と

人

ぉ

生

やは
隼

れ
玲

つ
　

　

き

ま
松

ず
木

ずし
重

す
鈴

年ろ
Ａ月

ち
　
一

い
啓

か

占甲

なた

田

年ご
伍

ナ
恵

し
越
ごえ
江

東

京

都

じ っ せ ん

高  校実  践
え
康
一

が
学

じ

示

つ

い

切

↓

ぅ
　
　
み

〕退

つ

メ々

こ

更

ず

一

た

竜

「

　̈
　
　

ｂヽ

の
野

ば
葉

む
村

じ

　

　

な

，
日

か

コ

ふ
藤
い
嘲
鯰
口

年

　

　

年

と
人

た
太

ゃ

　

　

ん

は

隼

か

寛

わ

　

　

き

ざ
沢

ざ
崎

き
　
　
ま

た
滝

や
山

年じ
二

ゅ
土電

て
手

さ
阪

や

也
2年

r2年
,ム

ん

　

　

ひ

ゆ
駿

き

ま だ し
田

あ

や

山

は

畑

年

　

　

年

た
二人
ぅ
一課

．］
音冗
性̈

り
利

か
岡

刑
凸予
〔

そ
惣

い
稲

た

明

神
奈

川
県

か わ さきそうごうか が くこうこう

川 崎 総 合 科 学 高 校

か
貴

明
＞

詢
＞

た
　

な
成

ば
翼

ユ
嘉

い
孝

一
」

わ
藤
軋
林
な
Ｈ

ぎ

ヽ
　

な

一膵

詢
齋
□
劇
い
［

お

　

　

と

年

　

　

年

ん

ン

と

渡

ひ

ヒ

い

ぅ

ウ

ヽ
一時

と

卜

か

，

ん
ウ
き
‐

ま

「

　

　

”ナ

ほ
ホ

っ

ろ

口

か

香

年
　

　

年

と

人

き

樹

や

　

・
ぅ

　

‐

颯

ゆ
勇

・ヽ
部

し
井

パ
　　．　
‐）

あ
安

い
石

年

　

　

年

　

　

年

ら

宙

ぃ

塁

ん

健

そ

　

　

る

　

　

ナ

ち

口

山

う
藤

と
遠

せ
瀬

さ
佐

や  ま

一Ｆ

山
梨

県

ぅ
校

う
一一同

い
清

せ
　
・‥斐

か

口
｝

‐ヽぉ央
切
わ

ヵ

　

　

ん

ョ
【

た
孝

し
申

き

　

　

わ

ざ
崎

さ
澤

き

　

　

ヵ

彗
目

か
柿
け
輌

年
け

丞

すの

．ノ

ん

♪ヽ

Ｉ
）

，
ｉ
■

も

森
2年

1年

ぁ

聖

ゃ

耶

Ｄ

　

　

ん

いえ

０
　
　
　
　
　
詢
ν
´

ゆ

や
屋

し
田

る
　

た
保

ま

ふ
古

く
久

年

　

　

年

喘

輝

き

輝

ひ

　

　

　

”財

‥

‘タ

わ

黒
〒
旧

さ

〓
′
　

レ

ー

ぎ
　
　
―
柴

な

　

　

ぉ

や
柳

お
大

新

潟

県

ぅ
校昔

同越

巧
弘

莉
刀

，́
＞

ひ
　

す

ス

‐ｔ
唆

付
泰
帥
′トュ
詢
『

舟
縣
‐やま鷲
わ
一［一

博
山
」
因
い
口

2年

1年

と
人

ご
梧

い

　
　
ぅ

え
永
悔
稜

き

　

　

ヽ

さ
崎

づ
塚

わ

　

　

し

か
川

い
石

年

　

　

年

ぅ
朗

る
翔

ろ

　

　

ナ

も

友

か

とし
西

ま

鎌

こ
小

や
八

年

　

　

年

　

　

年

と

斗

ぃ

き

　

　

だ

ＩＩ′
Λ
　
ｉ

あ

ィ不

う

し
］風
ゅ

らヽ

　

・
　

一
ま

か
十
″

い

五

ほ

大

き
希

雄

こ
皇

間

た

田

本

う
浦

富

山

県 高  校高 岡 第
た か お か だ い い ち こ う こ う

と
琴
詢
＞ヽ
叫
↓

こ

　

，
ス

ヘ

平

ま
真
¨
洋
』け
柊
し

だヽ
田
」
田
挺
元

ヵ

　

ヽ

飯

ま

山

な
中
に
“
∞
０

し

春
同

た

音
同

た
拓

池

ちぐ
ロ

小

た
谷

年

　

　

年

が

我

き

生

ぅ

　

つ

」
凌
あ
淳

た

　

　

ｏこ

し
下

１
田

こ い け  じ ゅ

み
道

じ
島

2年

1年

け
介

ろ
大

す
　
　
ひ

う
雄

し
能

ゆ

よ

い
井

‘
田

か
　
　
だ

さ
坂

き
木

年

　

　

年

　

　

年

ん
玄

ん
潤

と
人

ち

　

　

ま

20

石

川
県
金 沢 市 立 工 業 高 校

かなざわ しりつこうぎょうこうこう

し
浩

”
り

月
＞

ろ
　

ろ
劇

Ｈ
建

ひ
　

た
太

＝
４

ち
内

け
伎

の
納

ぅ

　

の

野

い

コ

″水
は観」ぃ口

年

　

　

年

ぃ
永

ぃ
平

え
　
　
　
ペ

つ
吏

ん
崚

ゆし

う
藤

き
木

い
伊

し
新

年

　

　

年

ぃ
黎

ゃ
哉

れ
　

ゆ
裕

う
藤

ち

と

　

　

ぐ

ロ

ま

か
加

や
山

年

　

　

年

　

　

年

ま
真

さ
真

ん
紳

峰
諒
ず
和

ち

　

　

ヵ

ぐ

口

だ

田

に

　

　

き

と

ト
ト

も

・
『ノ

つ

た
谷

さ
崎

ま
松

-37-



No. 府 県
都道

学 校 名

一

督
↓
為
一　

．ｔ

監
＜コ
ネ̈マ

選  手

福

井
県
福井工業大学附属福井高校

ふくいこうぎょうだいがくふぞくふくいこうこう

と

た
、
＞

＞

「

＞

，

ノ

こ

子

サ

ロ

■
ｃ

　

　

．
一

卜

瀾

ま
雅
詠
久
〕
正

ら
　　さ
記．引
一」

む
村

わ
佐

ば
腐

か
　

ヽ
」
コ
っ
松

な
仲

い
Ｃ
は
＜‐

て る ま さ

輝  正
と

詢司

つは
服

か
勝

2年

1年

ま
真

ま
真

ゅ
陵睦

ょ
日日

ら
村

ゃ
谷

む
　
　
か

き
木

な
仲

1年

年
ち
　
一

や

弥

た
拓

た
太

さ
聖

え

ち

口

ま

ぐ
　
　
や

・

ま

―

前

　

野

の

の
農

み

宮

さ

佐

年

年ま
盲
本

ゆ
佑

き
‥
ユイ

■

芝
1年

ゆ

22

長

野
県

な が の し ょ う ぎ よ う こ う こ う

長 野 商 業 高 校

こ や ま と も ゆ き

小 山 智 之
・
´
　

　

や

　

‐

「
司
，
也

こ
幸

た
龍

だ
田
詠
條

ら
　
　
嵐
　
．

・

一午
・
′

‥二

て

〓
「

か

　

］

2年 年

　

　

年

き

生

ぃ

伊

ぅ

　

れ

ゆ

忠

　

令

～

ま

‐

ちう
内

ゃ
山

す

　

　

る

た
竹

ま
丸

1年

み
巧

と
人

く

　

　

ん

た
　
　
け
腱撻

わ
澤

ま

さ
　
　
し
舶嶋

ら

　

　

か

て

寺

た

高

年

　

　

年

　

　

年

ゃ
也

き
志

＞ぅ
隆

つ
　
　
ゆ
　
　
爛

あ
敦

も
知

う
広

ヽ

　

と

　

こ

さ
坂

た
田
拗
岡

や
　
　
お
　
　
闘

み
宮

お
太

ふ
藤

23

岐
阜

県
大 垣 工 業 高 校

江
司
詢
駒
和
詞

爛龍
枯̈
一御一「一

」
・
　

し

奈

は

製
本
難
橋
げ
水

ぎ

　

　

ょ

一ヽ

み

一
日

一
杉
皓
０
軋
０

年

　

　

年

や

わ
一
け

嗜^

‐

す

″
ッ

ぉ

　

　

の

ム乙

な

尚
丁
つ

′

，
　
い
龍

だ

田

と

こ

‥」
　

も

ュ４

．́
　
　
ま

ま
前

や
山

年

　

　

年

さ
翼

き
希

ば
　
　
ず
｛
ロ

ゆ

↓
↑

頭

伊  藤

年
じ

〓Ｈ
コ

こ
滉

ぅ
藤
とか
加

年

　

　

年

と
斗

た
汰

ょ
尚

ゅ
龍

し
　
　
り

だ

田

だ

田

え
　
　
か

ま
前

お
岡

き と う つ

鬼
い と う

24

静

岡
県

ぅ
校

ぅ
　
音
同

う

東
い
伊

し
猛

”

け

　

　

の

た

　

　

ろひ

わ

沢

わ

さ

　

　

が

わ

　

　

た

い

山
石

皓

論

き
彬

裕

あ

＝

た
田

ヒ

ら
村

ゴ
『
む

年

　

　

年

る

翔

る

覚

け

　

　

と

か

　

　

さ

し

好

き

城

よ

　

　

わ

み
〓
一
い
山石

2年

1年

ま と

和

き
紀

５
　
¨ヽ
　
つ

′Ｅ

式

メ

　

引

ま

　

　

み

し

鳥

　

ヨ

ヽ

１

だ

―

た

高

の

野

年

　

　

年

　

　

年

ゃ
也

と
人

き
輝

も

　

　

く

　

　

ぇ

と
智

た
琢

も
萌

ち

し
井

―
葉

う
内

ら

　

　

な

　

　

ま

あ
荒

い
稲

や
山

25
二
重

県

こ う が つ か ん こ う こ う

校音
ロ館學白

三

き

子

＞

＞

＞

＞

ｏ

′
１

こ

子
・
み

〓
・

‐
　

　

ろ

．
「　

く

Ｆ幽

か

貴

ひ

浩

た

た
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
了

野̈
一
叫̈
ｍ
一罐一

議
槙
いは
皓
岬

年

　

　

年

ご
悟

ち
智

し

，
　ヽ
な

，ゝ

ナ
啓

　

別

き

ち

口

　

木

´
　ヽ
　
　
、ｂ
　
ｌ

で

出

あ

荒

年ぃ
魁

し

〓
当

おお
大

年
と
斗
ろひ
啓

た
谷
おお
大

年ん
陣

じきま
つ
椿

年

　

　

年

ん

善

ぅ

郎

ぜ

‥
　
ろ

―

ん́
真
は
太

ｔ

　
　
　
′
串
Ｅ

わ

‐

け

３

が

月

た

杉

け
　
　
が

，，

た

竹

や

矢

26

滋
賀

県

ぅ
校

ぅ
一一同

ん
山

い
叡

ひ
比

ち

　

一

ぅ

彙
タ

ゆ

．
１‐

しお
尾

な
仲

一」
立
日

か
懐
た
田

ろ

一
百

■
０

〓
日

年

　

　

年

ゃ
弥

ご
悟

ゆ
侑

ょ
亮

ちぐ

口

た
谷

年
く
久ｍ里

わ

王

ゃ
屋
おお
大

年ま
吉
本

優
ゆの
野

お

．４

し か

川

」・い
士
ロ

年

年

　

　

年

平

き
信

き
貴

み や け しょうへ い

あ

将

も
智

宅
　
葉

ぎ

ろ

尺

ひ

］
′

だ

田

も

三

な
名

し
下

京

都

府

ぅ
校古

同
ヨ

”

お

乙

ろ
洋
鵠
＞
，
Ｄ

ひ
　
ゆ
幸
ろ
劇

壽公
』裕
ンんた・」一

“
口
批
本

国
井

慨
山

鱒
は

い
鰯

年ゅ
寿
じん
い県

しの
野

もと
友

年
ゃ
也
ろひ
大

か
覚

よ
養年

う

Ｒ
Ｐ

ろ

Ａ日

た
太
ゆ
修
しい
井

じふ
藤

年ぃ
生

じ
樹

た
田
つに
新

年と
和
まや
大

し
井

ふ
福年

ゃ
也

た
達

しに
西

年
ご
五
ロ

ナ
圭

の
野

こ
神

28

大

阪
府 東 大 阪 大 学 柏 原 高 校

ひがしおおさかだいがくかしわらこうこう

づ
和

ろ
壮
“

ひし
石

あ
明

ぉ
夫
ちみ
道
じ
石日“

あ

日
．

ぉ
男

つて
折
ロ

ば
波

ん

　

・
「
■

た

．チ

2年

1年

け
介

と
登

す

¨
之
く
巧

と

虎

た

と

　

　

　

ム
ロ

も
本

じ
，

わか
川

う
宇

年

　

　

年

一つ
郎

き
樹

維
太
な

り
凛

わ
澤

き

　

　

，

ざ

崎

さ

か

　

　

し

お
岡

い
石

年

　

　

年

た
新

き
希

らヽ
　
　
　
う

ぁ

一
こ
晃

な
中

り
水

ま
　
　
み

や
山

し
清

年け
輔

すヽ
大

だ

７
７
甲
｛

のさ
佐

29

兵

庫

県 神
戸 村 野 工 業 高 校

こうべ む らの こうぎ ょうこうこう

ぉ
雄

引
＞

■
＞

き

　

ひ
大

バ
吾

ゆ
幸
け
泰
幅
絢

ね

　

　

つ
　

　

と

き

ォ

＝

Ｌ

ト

か

綸

一
か

ｌ

ｔ

フ

も

　

そ

鋼

か

反

歩

友

幅

［

嗜

０

年

　

　

年

ゃ
弥

ゃ
也

た
拓

か
勝

た
田

き
木

つ
　
　
ず

き
橘

す
鈴

年ま
盲
本

た
匠

の
・Ｆ
甲
一

わか
河

年
ゃ

哉

おな
直

む
村
つま
松

年

　

　

年

　

　

年

た
太

と
斗

と
杜

な

　

　

く

　

　

も
，

“
向
り
玖
＝
颯

き

日

ね
利

つ
　
　
　
ハ
　
　
　
し

＋
Ｔ

詢
脇
概
金
す
リ

か
門

と
友

や
安

30

奈

良

県

な ら だ い が くふ ぞ くこ う こ う

奈 良 大 学 附 属 高 校

し
嵩

つ

か

　

　

なち

た

だ

り

　

　

し

ほ
堀
は
夏
劃
佑

千

′ヽ

・

「
佳

田

―た

ｍ＝

西

ま
よ

年

　

　

年

き
樹

き
輝

ろ
　
　
さ

ひ
大

ま
真

ぃ
井

の
野

じ
　
　
た

ふ
藤

は
畑

年
る

饒

た

田
〓

のこ

河
年ん

駿

ゆし

　

・

う
裕

ゆわ

“‐―

え

　

・‐

ま

〓印

年ぃ
英

じ
慈

べ
部

こ
印
‐

年
た
太
ぃ
脩

お

，ｐ

摯
」
　
「コ詢【

ま

・‐

あ

一圧

年
ま

ビ馬

・

風

そ
ェュ

し
井

い
石

-38-
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男子選手名簿 (4)

No.
道

県

都

府 学 校 名

一

督
↓
ル
一
↓

監
０
ネマ

選  手

31

和

歌

山
県

昔
同賀

ぅ
校

や

年

―

＞

，

＞

…

３

え

寺

〈

り

”
ヽ

く

　

　

　

　

メ

‐

‐

禾
ヨ

た
拓
悧
利
動
丹

ね
　

〕
由

嘲

一′

い
稲

ル
壁

れ
引

凝
朝

は
に

は
ほ

年
　

　

年

し
之

じ
司

大
ヽ
　
　
　
ぅ

ま
誠
」
翔

ら

　

　

ま

く
倉

ぬ
沼

み
　
　
か

ゆ

弓

な

中

ず

美

か
和

尾

た
田

ん

い
池

も
門

年
　

　

年

　
　

年

し

士

と

人

け

介

う

　

　

ん
　

　

す

そ
蒼

か
幹

う
悠

ヂ

　

　

ゆ

だ

田

み

水

だ

田

し

　

　

ら

　

　

ま

い
石

し
白

く
熊

2年

1年

る

流

ま

真

け お  み

32

鳥

取
県

と つ と り け い あ い

鳥 取 敬 愛 高 校

え

工

，

＞

↓

＞

．
´
　
ｒ
〉
ヒ
ト
　
芸
』
コ
‐Ｌ

き
希
か
一「
ぃ
齢

ヒ

隆

ら

頼

ゆ

由

ブ

‐

と

，

，
ず
水

も
本

の
野

み
青

か
反

ひ
日
に
Ｃ
い
い

2年

2年

斗

け
介

す

希
河
ぅ
音冗

呂

ヽ
井

星

ふ
福

2年

2年

年

　

　

年

　

　

年

ほ し ろ か い とま つ した しゅ うきと
誠

ぅ
羽

き
旗

こ
　
　
　
　
　
　
　
ハ

ま
　

ゅ
優

た
鯛

し
西

た
　

と

に
　

く
田

も
本

か
　
　
　
　
　
　
か

な
中

ふ
福

さ
坂

修  基
き

生
女
か

ゆ

４
４

下

だ
田

松

お
奥

33

島
根

県

い ん こ う こ う

院 高 校
が

学

と

宙
一

し

相

し

司

つぁ

敦

まや

∴Ш

み

き

コ
“

う

，
ＴＩ

こ
幸
ぉ

〓毛

の

―リ
＋
本

せ

ェタ

年

　

　

年

き
紀

に
国

一̈一土里
・ね
［不

ま

　

　

む

し

島

だ

田

か

　

　

ろ

た

高

く

黒

年

　

　

年

ち
地

ま
大

し
大

ょ
了

野

の
野

佐

な
長

年

　

　

年

　

　

年

き

暉

た

太

ぃ

大

と

　

　

ん
　

　

だ

さ
怜

ナ
健

う
雄

ゆ

だ

田

ば

場

た

田

っ
　
　
ん
　
　
よ

み
光

な
南

と
豊

さ の  だ

34

岡

山

県

み ず しまこうぎようこうこう

水 島 工 業 高 校

）

記

初

０

詢

わ

し
　

　

ひ

＝〃

う

＝
情

だ

‥天

み

曽
日

こ

日
中

わ

　

　

と

　

　

と

か
川

だ
田

ヽも
本

計
松

６
＜
．
哺
岬

ぃ
成

ゃ
也

せう
優

き
希

ゅ
　

み
未

い
井

，
予

ナ

　

　

Ｃ

菌里

た
武

さ
佐

年

　

　

年

た

太

さ

翼

う

　

　

ば

ょ
音
冗
　
っ

り
　
　
ゎ
Ｈ川

い

井

か

ち

　

　

ま

い

一

や

山

こ

幸

ヽ

井

し

た

谷

じ

　

だ

ぎす
杉

ふ
藤

わ

和  田

年

　

　

年

　

　

年

け
輔

ぅ
凌

ゃ
弥

切之
』
　
ん真

年

1年

35

広

島

県

ひ ろ し ま じ ょ う ほ くこ う こ う

広 島 城 北 高 校

ろ
広

ひぶ

展

のら
良

さ
相

き

―

ず
虫貝

か
和

わず

ｉ
「
菅

年

　

　

年

と
登

と
人

く
　
　
き

た
拓

ゆ
幸

まゃ

山

ヵ

中

ぎ

　

　

な

す
杉

た

田

2年

1年

う
　

　

す

ゅ
祐
．詢
竜

と

　

　

り

も

本

と

本

¨
ン

も

¨
ン

わ

　

　

つ

か
川̈

い
山石

そ
颯
ゎ
　
　
き
一町

が
川

さ

か
　

　

ば

あ
赤

し
柴

年

　

　

年

　

　

年

き
希

け
介

し
龍

は や し た つ

林

り ょ う

士
心

凌

36

山

口
県

ぅ
　
工
κ^

一一
　
一・
同

こ
　
一コ

よ
商

い
井

や
輌型

崚
幸
詢
〔一わ
一↓一

で
秀

＝
住

れ
叱

ひ

　

　

つ

口

ら

コ４

か
中

み
光

ｔ
村

静
田

吐
［

に
岬

年

　

　

年

む
武

く
来

ゅ

　

　

り

あ
歩
　
璃

わ

　

　

ま

ヽ

＝
り
　
　
旧
到

じふ
藤

ふ
福

年

　

　

年

ぅ
郎

き
志

ろ

　

　

ゆ

た
太
刈
憲

ん

　

　

く

け
健
』
村

じ
　
　
が

つ
辻

な
長

年

　

　

年
　

　

年

し

志

た

太

と

翔

た
考

こ

わ‐
ヾ

　

―

き

ヵ
”月

‐

み
　
　
り

す
澄

く

く

一聖

洸

り
‐

・ヽ

立
ロ

木

′
日

た

日

栗

や
矢

37

徳

島

県

と くしま し ょうぎ ょうこ うこ う

徳 島 商 業 高 校

み
美

初
↓

円
↓

け

　

ひ

博

す

介

あ
明

議
正

詢̈
遼

み
見

つ
野

制
田

に
新

に
け

帷
制

斗

あ
日中
らむ
村

し

も
森

に
西

年

　

　

年

き
輝

た
太

年ゃ
哉

た
祐

そ
量肩

と
一戸

なふ
船

年

　

　

年

れ

義

一つ 」
吾

っ

告
子
　
ょ

鋼
一“

工め

１

し

―

レ
」
　
¨
ヽ
　
　
ヽ
　
　
・
・

も

本

し

月

わ
　
　
の

い
山石
い
維伯

き  と
2年

おな
直

う
浦
じに
西

年
た
太

そ
蒼

お
岡

38

香

川
県

たかまつしょうぎょうこうこう

高 松 商 業 高 校

略
雄

加
０

の
詢

し

　

　

ｂ

日
Й

ぞ

「
フ

と
敏
〔
彩

併
希

も

本

“

井

む

村

十ス
）
　
　
　
′
　
，ロハロ
　̈
．し

一“緊

，

１

な

£

ふ

再

や

口

＜

＜

＜

＜

年

　

　

年

と
人

き
生

つ
　
　
　

っヽ

厚

ゆ

侑

あヽ
居

だ
田

し
　
　
か

に
新

お
岡

年

　

　

年

ゃ
哉

き
貴

う
　
　
ず

ゆ
優

か
和

と

ち
池

も
本

く

　

　

か

き
菊

お
岡

年

　

　

年

　

　

年

た

太

り

紀

る

航

う

　

　

の

　

　

た

こ
功

き
幹

ゎ

・・

み
　

ね
琴

さ
崎

う
藤

み

ざ
　
　
と
　
　
が

の
野

さ
佐

な
永

39

愛

媛

県

ぅ
校

ぅ
高

た

田

に
新

し
督

「
＞

知
＞

ビ
¨

　

し

ハ

．．‘
彗
民

「
　
　
ゆ
ｔ

ぅ
１
３

た
　
　
　
０
・
ょ
師四
一

が
永
″
［一れ
一］一

な
　
さ
川
や′囃

く

　

，

夕

●

・

■

と
徳

は
＜

に
＜

年

　

　

年

た
太

る
蛍

ぅ

　

　

た

よ

　

　

ま

り
亮

ヽ
井

し

　

　

し

が
　
　
が

ひ
東

な
永

た
多

け
介

う

　

　

　

す

´

よ
祥

テ

】
部
き
舶

ヾ

我

の

ヵ

　

　

す

・―

そ

曽

く

楠
年

　

　

年

み

海

ぃ

生

ろ

　

　

せ

ひ
宏
詢ヽ
教

し

　

　

き

ば
橋

か
坂

し
　
　
さ

い
石

や
八

はらだ しゅんすけ _
原 田  峻 佑

4T 2年

1年

40

高

知

県

こ う ち し ょ う ぎ ょ う こ う こ う

高 知 商 業 高 校

ぅ

一
■

ぞ

〓
．

ゆ
周

しえ

´ヽ

ぞ

”商

わ

ょ
世
ヵ
香
ま
白
馬

し

‘世

み

三

え

ぅ
藤

ぞ‥
添

とき

貴

ゃ

矢

ヽ
ヽ
　
よ

」
に

こ
　
′
‘
　
口
′

ブ″

せ
瀬
』
村

ろ
　

　

わ

ひ
弘

か
川

2年

1年

ぅ
成

く
拓

ょ
　

　

た

じ

ぎ

か

硼
一
‐

力
庄

お

‐

く

…

た
　

　

わ

か
片

か
川

2年

1年
り ょ う た

れ
2年

1年

鈴  士

稜  大
き た

伊

-39-



男子選手名簿 (5)

No.
都

府 学 校 名

一

督
↓
ル
一
↓

監
＜コ
ネ̈マ

選  手

福

岡
県
九州国際大学付属高校

きゅうしゆうこくさいだいがくふぞくこうこう

し
寿

「
＞
の
↓

さ

「
治

じ
美

ひ

　

こ
孝

出

千

ヽ
井

と

ヽ
ゆ

屋

し

　

も

本

「ヽ
全

が

　

じ
泰

だ

】

な
永

い
輛

皓
Ｇ

2年

1年

年

　

　

年

く
陸

た
太

し
　

ょ
遼

ま
橋

だ

田

し

　

　

え

い
石

そ
添

ぅ
雄

る
武

ゆ

　

　

け

■
燿
ド
　

　

¨
ヽ

ひ

．チ

た

ユハ

ら

村

き

田

む
　
　
だ

こ
小

ひ
肥

年

　

　

年

　

　

年

き
樹

き
輝

き
樹

し

　

　

ぉ

』自
一
し

き
へ
　

　

一口

と

全
心

よ

ｆ

な

　

　

千
“

〓 ぅ

藤

「

¨
¨

一

次

２

　

　

く

　

ご

ス

い
伊

あ
阿

す
末

42

佐
賀

県

ぅ
校

ぅ
一口同

お
雄

た
武

ろ
洋

詢
＞

”
り

ひ
　

一
幸

発
「

さ
正

賢
秀

Ⅳ
一

ま

　

　

で
　
　

う

由
鷹

ち

口

紳
岡

ぶ

田

ぐ

　

ま

熊

ら

〓
ス

え
江

は
０

は
ぃ

2年

1年

2年

1年

栗 原  和 希
く り は ら か ず きろ う

宮 崎 雅 之

み や ざ き ま さ ゆ き

白
ハ

き

希

た
＋〈
・〓
旦

ん

健

と

―

ロー

コ
ｃ
ロ
ヨ

が

燿
´
ま

こ
古

い
今

年

　

　

年

　

　

年

き
明

た
太

け
輔

あ

　
　

う
　

　

す

呂
智
そ
颯
う
燿

ヽ
　

　

よ

み

　

　

ヵ

か
上

お
岡

だ
田

ぞ
　
　
ろ
　
　
か

み

溝

も

諸

た

高

43

長
崎

県

ぅ
校

、っ
　
一ｏ同

ほ

十
日

け
瑣

き

召

，

＞

↓

＞

，

日

ろ

　

や

１
一

嗜
　
ひ
浩
う
せ

ヵ
　
　
ヽ
　
　
ゆ
一宕

た
虫貝
ヵ
三員
し
〓‘

し

　

た

　

だ

田

や

　

， り
森

ち
内

は
林
は
＜
い
０

2年

2年

年け
介

すゆ

“鷲

た

‐̈

か

ヨノ

ださ
貞

年と
士

ゅ
友

ちぐ

ロ

きた
滝

ゃ
也
“
朗

ぅ
　
　
ち
　
一

ょ
凌

う
祐

り

　

　

ゆ

じ
　
　
だ

一日

し

つ
辻

に
西

年

　

　

年

　

　

年

ま
馬

な
那

ん
麟

竜

せ
世

り

た

　

　

だ

田

本

る

田

ま

む
村

つ
鶴

や
山

らも と りょう

44

熊

本

県

や つ し ろ

八  代
ぅ
校

こ
昔
同

が
東
ひ

じ
二

こ
社
泊

ど
藤
んご
権

き

電

き

二

い

て
１

　

　

■
■
一

属
由
ぅ
・ヨ

ら
美

ャ

‘

対
原
計
田

】
篠
０
窪

2年

1年

年

　

　

年

ぅ
郎

た
太

ろ

　

　

う

′た
太

よ
稜

」
新
り，̈ｔ
黎

た

田

…
月

り
　
　
と

も
森

え
江

け
佑

ゃ
也

す
　
　
い

い
大

れ
怜

だ
　
　
ら

と
本

は
原

も

　

　

わ

お

′ｌ

か

月

年

　

　

年

　

　

年

し
士

た
太

た
太

ゆ
湧

そ
壮

ゆ
佑

ヵ
中

し
嶋

ぅ
藤

な
　
　
く
　
　
と

た
田

ふ
福

え
江

45

大

分
県

一］
校
一一
高

ヵ

一
〓

が
見

みる
鶴
ぶ
府

べ
　
一甲
ガ

呂
友
”
い
”
勇

勧
仁
ぃ一一叶一剌一

よ

　

　

た

林
邊
う
藤
う
藤

」
一
　

　

と

工

２

一
麦

枷
渡
」
に
に
国

在1年

る
季

ん
蓮

ぃ
世

し
　

　

せ

の
　

　

ォ

　

　

う

」
Ｅ

‐

■
月

み
田
、一
原
嚇

。こ
　

ォ
　

ベ
邊

チ
　
　
じ
　
　
な

わ
和

ふ
藤

た
田

や

哉

お

　

　

ヽ

な
直

し

わ

原

か
梶

年ゃ
矢

さ

ヽ
′
測

ま

雅土
―

さ

，ラ

あ
浅

年 2年

だ
大

す
菅

年き
樹

ゆ
一男

も
森

年

　
　

年

46

宮

崎

県
日 章 学 園 高 校

に つ し ょ う が くえ ん こ う こ う

ゃ
也

ｏ
＞

詢
「

さ
　

ら
拓

ゅ
ｆ

ま
ヨヨ
ひ
　
し
壼籠

え
　

　

わ

＝
・
＞‘

す
末

が
　

に
園

け
　

か
中

り．
保

た
武

眈
＜

』
“

年

　

　

年

　

　

年

ん

善

ご

悟

ま

磨

2年

年
し

一早

年き
樹

つたり

切

きわい
山石

年
ち
　
一

た
ヽ

た

¨
″

ち

口

ぐヽ

〓
こ

Ｕ

榮
，

拓

た

　

　

とさ
雅

ゎ

川

ま

ヾ
　

　

斐

え
江

か
甲

み ね ぜ

よ

嗣
“

　

　

”
ロ

■
，

た

■
，

隆
・
しォ

ーー

　

一扇

が

　

　

が

　

　

と

な
長

お
小

え
江

鹿

児
島

県

一」っ
校
一」っ　一二円

一ヽ
業
鷲
商
し
島

し
児

か
鹿

軋
義

い
↓

”

‐＞

ょ
　

〓
彰

よ
陽

あっ
敦

製
英

一
川

」

ひ
尾

封

”
塚

姑
久

⇔
口

こ

　

く

予

き

女

胡
鬼

∽
鯉

は
口

うた ろう

い せ い

2年

1年
生

太 郎

泰

こ
弘

た

か

　

　

，
・
』
根

お
岡

１
，

し

　

　

ろ

よ

吉

ひ

廣

年

　

　

年

ゃ

弥

き

騎

ぅ

　

　

し

・〓

ゆ

湧

と

〓

ゎ
―

め
翔

ヵ

リ

　

　

ト
コ

らヽ
　
　
　
‐
．

し
自

ね
祢

年
　

　

年

　

　

年

ひ らお か りつ せ い
成

け

亮

が

雅

緒

のす

之 |

エユ

ょ
凌

ゆ き

雪

り

岡

た

平

お

ま
漬
一

方

48

沖

縄

県

ぅ
校

う
　一一同

京

ば

１
”
痛

は
南

札

靖

初

↓

”

月

サ

　

ま

者

ｒ

・
「

ｂ

　

　

ｌ

　

　

と

ル

一

式
　

ち
千

み
Ｌ

勧
嶺
れ
票
ら
〕

′
　
　
　
，―

―

　
ヽ

ｒ
３

‐ヽ
　

　

な

い月

し

‐

ぃ

赤

け

嘲

」

岬

年

　

　

年

と

人

た

太

ん

　

　

ぅ

け
健

こ
恒

ル
　ヽ
　
　
よ

も
本

じ
城

ら
　
　
ん

あ
新

き
金

年

　

　

年

ぎ
儀
づ
雅

ん

二

た
大

ヶ
¨
り

じ
　
　
か

条̈

具
↑
だ

・

ば

１

ん

村

く

夕
″
な

担＝

年た
太祐

ゆヽ
一景

ひ
比

年
と

斗

ゆ

冬

ヽ

し

‘
１

とさ
里
みと
富

年ゅ
樹

じし

仕

一

せ

．‐

一
一
士
ロ

御
國

49

愛

知

県

なごやけいざいだいがくいちむらこうこう

名古屋経済大学市屯F高校

ご

膳

し

珀列

きが

垣

ない
稲

≒
輝
卸

か
　
一　
う

ぃ
井

こ

う

　

　

じ

加
“電　γ
辻 孝 介 )

年

　

　

年

く

雄

と

人

た

　

　

く

し
　

り
陸

ゃ
林

ま

ば
　
　
ゃ
工Ш

け
　
　
お

た
竹

あ
青

け

ヽ
‥
き

Ｌ
ミ

す

ィ
″
ろ

‘
Ｊ

の
之

ひ
寛

一」っ康
・机
―

本

せ
瀬

は
ォ

ら

　

　

か

む
村

な
中

年

　

　

年

　

　

年

ぃ
大

ほ
保

ま
馬

だ
　
　
い
　
　
．つ

こ
瑚
ゆ
結
児
龍

ぃ
井
め
目
慟
塚

か

　

　

つ
　

　

し

さ
酒

な
夏

に
西

2年

1年

50

愛

知

県
岡 崎 城 西 高 校

お か ざ き じ ょう せ い こ う こ う

弘

「〕
↓

ａ

・
＞

ひ
彦

ず
人

泰

し
寿

か
和

と

　

ら

瀬

ね
根

は
原

か

コ
　
じ

コＥ

Ｉ

は
‐

ヽ

“
慣

野

“
＜

い
＜‐

の せ や す ひ ろ
年
む
音ワ

ヽ
理

た
昔
同

さひ
久

やみ

年ら
成

きあ

習̈

べ

，
‐―
土
ロ

お
岡

ふ
　

　

と

べ
部

ぶ
分

あ
阿

こ
國

年

　

　

年

　

　

年

と
斗

‐ぅ
郎

ぃ
平

一，
　
　
　
ス
´
　
　
　
ヽ

ゆ
険
い
た
太

テ
京

ら
，
¨
悠
無
‐

ひ
平

ビ
ヨ

ヽ
居

た
　

月
日

几

か
片

う
梅

と
鳥

哉

で
秀

ひ

文

し
俊

2年

1年
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鵜
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全国高等挙綾遷抜バ ドミントン選手権大会

et資浜法人†屯F Ot資日

之t屋集漏1大学†椰島半鶯晨

衣

郎

志

奈

伸

大

菜

茉

拓

一
李

正

凌

若

岩

田

谷

橋

堀

塚

藤

平

上

神

高

　

石

加

花

美

也

里

由

弘

貴

一

淳

朋

優

紗

尚

一
皓

松

田

口

田
藤

井

津

戸

松

城

金

安

藤

島

〉

恒平

未佳

智司

巧馬

幸奈

大地

朋子

深尾

樋渡

斉藤

石原

小寺

久堀

可児

田本寸

′輌E

二 士
ノし′しヽ

詩織
少 五~日
|●コ

達也

子

弥

久

翔

駿

勝

郷

真

貴

美

宏

優

美

良

裕

亜
康

舞

玉

笠

笠

原

木

蔵

新

小

小

田
鈴

大

〈OB・ OG一同
伊藤 伸悟  矢神

中西

藤澤

石塚

宮崎

安藤

関
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女子選手名簿 (1)

No.
都道

府県 学校名

一

督
↓
ル
一　

、ｔ

監
＜コ
ネ̈マ

選  手

北
海
道

あ さひ か わ じつ ぎ ょうこうこう

旭 川 実 業 高 校

下 苧 坪 英 雄

しもうつ ぼ ひ で お

し

・
・

さ

．コ

ま

将

キ
Ｃ
　
¨ヽ４
４̈

ず

へ
ｐ

す

１^

も

レ
ｂ
劇
ν

も

―

だ
田

ま
原

じ わ ら は る か
…

原  遥 花
1守

年さ
沙

き
里

ざ

テ́
嵯

や

ふ
藤

み
宮

1年

1年

う み の リ

の り

い  な

′ど藤
、
地

ん

　

　

く

え
遠

き
菊

年

　
　

年
　
　

年

か
香

な
菜

ほ
穂

ぬ の か わ ゆ め
歯
ワ
　
　
　
仕
Ｌ

弓

．
ゆ

ロ

川

ら
村

む

伶  菜
なな

一采

ぎち

み

れ

布

き
木

た
橘

北
海
道 愛 高 校

と わ の も り さ ん あ い こ う こ う

と わ の 森

ま さ よ し
将  義
お

」
ヽ

し

へ
「

ブ

忠

み

真

た

　

　

き

ミ
部

さ
崎

あ
阿

）
岩

せ  お

妹  尾
ぐ

口

ゃ

林

ま
　
　
ば

や
山

こ
小

年

　

　

年

り

莉

ぅ

羽

ゆ
　

　

ゆ

じ
樹

し
由

ぉ
尾

は
橋

し
　
　
か

に
西

た
高 郁  美
だ て あ や か _
館  彩  香 '守

貴  子
し い くみ

ち
2年

1年

ず
紗

ぉ
於

す

　

　

り

千

　

梨

ち

た

ぅ
藤

ら
田

とさ
佐

む
村

年

　

　

年

た

青
森

県

ま だ こ う こ う

田 高 校
や
山

も
森
おあ
土円

と

人

ん

さ

　

ゆ
潤

ま
盲
【
じり
祭

た

田

っ
‘

じ

　

　

ま

一Ｐ

ふ
藤

は
＜

く
紅
み
美
や
が
ヽ
コ

た

′ィ

つ

蔦

森   沙
い ぬ か い も も

々

さ
早

萌

ら

飼

む
村

大

き
木

年

　

　

年

か
か

さ
紗

ゃ
や̈
１
っ

き
さ

ゆ
優

ち

池

り

き
菊

も
森

年

　

　

年

み
一夭
ろ
ヨ寺

あ

　

　

ひ

ら
亜

ち
千

む
村

せ
瀬

し

　

　

た

い
石

わ
渡

年
　

　

年

　

　

年

ゃ
耶

か
香

き
希

も   り   さ

岩

手
県

ぅ
　
‘
Ｘ^

一」っ　一二円

んう
手
云

せ
主円

は
花

ぅ
亨
詢
胸
切
”

よ
・
　

　

う

＋
口

く

コ
ｕ

り

　

ょ

聖

た

拓

詢
し

し

　

　

い

ち
士
ら
原
神
内

ま

　

　

し

く

　

―

―、

ァ

以

き
菊
皓
＜ノ
に
日

年

　

　

年

き
幸

り
莉

ぶ
良

ま
茉

い
　
　
み
〓‥

木
き
　
　
リ
ユ土

さ

々

り

さ
佐

あ
有

2年

1年

な
奈

た
菜

ん
　
　
な

あ
杏

ひ
陽

は
原

し
島

ち
　
　
か

い
市

な
中

の
乃

き
月

り
梨

や

　

　

づ

　

　

え

あ
綾

ゆ
優

ヽも
萌

わ

　

　

し

ぅ

藤

か

川

ぺ

瓶

と

　

　

く

　

　

ん

さ
佐

き
菊

さ
三

年

　

　

年

　

　

年

宮
城

県

せいうるすらがくいんえいちこうこう

聖ウルスラ学院英智高校

は
二
詢
詢
¨
別

′
　

　

　

つ

Ｆ
．́

―

い潤
”光
拙一理一

せ
領
ン
所
ゃ
ｒ

、「
″

・‥
　

　

み

饉Ｅ

ぃ
深
は
¨̈
＜まで一躙一

子

ま

‥

・
盲
【

わヵ
　

　

ぅ

壼
衆

せ
谷

と
，

は
長

さ
佐

2年

る |ま
1生

帆
.T

み

み

あら
あ

な
育

む
村

ど
藤

ヵ
　
　
ん

お
岡

え
遠

年

　

　

年

　

　

年

き
き

か
燿

さ
彩

ぅ

う

ゆ

＞一り

きず
木

百

う
理

す
鈴

わ
和

え
遠

2年

年み
美

と

二

ひ

′
１

じ ま も も

島

ど
藤

ん

秋

田
県

ぅ
校

ぅ
昔
同

や

屋

あ
新

き

希

日

＞

い
　
　
ろ
総碍

‘
美
〈
ひ

リ

　

　

　

ヨ

‐ ‐
森

‐ヽだ
Ｆ

も
　

ヵ
塚

ヽ

　

つ

こ

　
，―句
　
‘
ヽ
／
ヽ

年

　

　

年

な
奈

こ
子

う
　
　
　
（年
生
ヽ

ゅ
優

か
ヲ

わ
　
　
い
一景

年

1年

り
和

り
和

よ

　

　

よ

ひ

日

ひ

日

た
形

ぅ
藤

が
　
　
と

お
小

い
伊

き さ

沢

え

永

た
滝

つ
辻

年

　

　

年

の
の

ぇ
恵

な

な

る

主
目

ひ
ひ

は
出

き
木

の
野

さ
々

ん

さ
佐

こ
今

山

形
県
山 形 城 北 高 校

や ま が た し ょ う ほ くこ う こ う

ゃ

也

ん

新

ぅ
藤
とさ
佐

み

美

ゆ

ヨ

ま

，日

し
盲
【
響
山序
や
山

2年

1年

せ

汐

ね

音

な

虹

あ
朱

な

ぎ

ぅ

藤

や

柳

と

　

　

お

い
伊

あ
青

2年

1年

ぃ
怜

き
希

れ　　̈
有

ら
村

ビ
ナ

日

む

　

　

し

Ｌ̈

な

名

よ

吉

年

　

　

年

　

　

年

り
梨

ぁ
愛

き
月

じ

　

　

り

　

　

う

ひ
聖
ゆ
里
ヶ
菜

ま

　

ま
友

し
島

ぬ
・
コ
み
上

が

　

お
潔

か

な
長

お
大

み
三

福
島

県 ふ
た ば 未 来 学 園 高 校

ふ た ば み らい が くえ ん こうこう

し
均

ａ

勁

い

＞

●
」́　　　　　　　　　　　　　　　　　よ̈
″　　　　　一［．．′　　　　　̈
］̈．́　　　‐
・・　・

あ
　
ア
　

，ヽ

暉
生

ひ
　
　
い

・″

ょ

副
堀
“
ル
】
澪

―

　

　

一
　

一　

ギ

，

コ

お

　

　

き

キ
　
カ

■
に

お
大

の
い

け
＜

ヽ
　

う
藤

し
井

が
　
　
と

な

永

さ

佐

年

　

　

年

さ

さ

り

り

ぎ
いさ

ら

らヽ

ひ

な
な

‐
ひ

ら
良

ず
井

ゆ
由

み
水

年

　

　

年

　

　

年

か
香

と
琴

な
七

十

　́
　
　
こ
　
　
　
・た

．

「
コ
　
　
　
　
　
，

昔
メ

あ

Ｆ

ま

真

し

Ｆ

し
明

う
　

と
真

は
屋
司
と
藤

も
ヽ

か

，．

い

　

く

コ４

た
高

さ
齋

ふ
福

年

　

　

年

ん
雰

ん
杏

、ら
　
　
　
，

せ
瀬

と

茨
城
県

こ
高

い
院

が
学
そ
総

じ
饉吊

ろ

・ム

＞

ひ

　

　

．く

ヽ ず

和

わギ
¨

べ
部

】

そ
．

１
も

あ

い

硝

＜

沙

ほ
穂

理

ち
千

だ

澤

か
田

相

お
岡

年

　

　

年

ぉ
央

か
香

あ

　

う

愛
と
　

ゆ
祐

も
本

，
・

や

　

　

ョ
ｃ

み
宮

せ
関

ぃ

唯

か

花

み

美

一

ゅ
　

ぅ
憂

き
姫
一

ゆ

ｆ

“

ち

　

一

らヽ
・合
』
　
―
　
　
　
　
，
日田
一

く

，

一
木

ゃ
黎
一

ま
　
　
ず
　
　
か
′ィ
一

し
島

す
鈴

ふ
深
一

年

　

　

年

　

　

年

ま の な つ きは
漬

こ
小

2年

1年

葵

一華

夏

ゅ
由

野

池

栃

木

県
作 新 学 院 高 校

さ く し ん が く い ん

し
史

巾
↓
詢
＞

つ
　

す
１

〕
菜

あ
敦

∞
之

帆
結

う
　
し
真

ま
‐

ど
藤

昴
澤

‥じ
島

え
遠

』
“

皓
＜‥

2年

1年

ほ
穂

か
香

し

　

　

も

志

と

智

や

す
谷
「
川

ま
桝

さ
佐

年

　

　

年

　

　

年

か
佳

な
奈

み
澄

ハ
　
　
　
一，

ｂ

　
　
　
ｌ
　
　
　
．　

Ｅ
ヨ

ー
和

ゆ
結

か
宅

」́　
　
　
うヽ
　
　
　
らヽ
一旧い・

い
醐
く
倉
吐
老
一

ま

　

　

Ｕ

　

一

だ
醍

く
熊

え
海
一

2年

1年

「
Ｅ

香里

愛

え

ろ
　
　
し
一江

や
、

ヽ

し
ィ

し
石

し

た
田

こ
輿

あ  い
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No.
道

県

都

府 学校名

監  督
(コーチ )

(マネージャー )

選  手

11

群

馬
県
伊 勢 崎 清 明 高 校

い せ さ き せ い め い こ う こ う

さ か も と え み
坂 本 恵 美

か わ む ら め い とうばやしあやみ

東 林 彩 未
て し ま あ や ね

手 嶋 彩 音

わ た な べ ま い つ存

渡 退 真 依
‐T

は ら だ な な み
1生

原 田 七 海
'

川 村 芽

お お む ら

大   村
うち や ま

内   山

生

は る

は る

12年

、な 2年
,こ

.奪 1年
ュ置

2年

2年

12

埼

玉
県

さ い た ま さ か え こ

埼 玉 栄 高

う こ う

校

た き う ち り ょ う

滝   内   亮
(お お や た か し )

(大 屋 貴 司 )
(ど うした ともひろ)

(堂 下 智 寛 )

は や し も
林

あ き も と み ゆ

秋  元  未
う え す ぎ あ

上   杉

み
2年
実

さ き

井  彩 貴
く い

重2年 1
r2年 生
辛    苗

空 1年
合

ょ う だ な

田 捺
し だ る み =
田 瑠 実

1年

藤

さ

桜

さ

齋

い と う

2年

な つ~夏
1年

13

千
葉

県

せ い ぶ だ い ち ば こ う こ う

西 武 台 千 葉 高 校

た か せ ひ で お

高 瀬 秀 雄

(お お わ だ つ とむ )

(大 和 田 勉 )

(つ しま はいりな )

(封 馬 ハ イリナ )

ど  ち は  る
千  春

ま だ か え で
…

田  楓 '十

さ

佐
よ

淀

2年

1年

や ま だ ち ひ ろ _よ
山 田  千  尋

こT 
淀

ふ る は し あ す か _や
古 橋 明 日 香

こT山

つ し ま ゆ い _
封  馬  結 '〒

と う  な ぎ
藤   凪

ど  は  な  え
英  恵

2年

東

京

都

に は ん う え る ね す こ う こ う

日本 ウ ェル ネ ス 高 校

こ ま だ な お や

駒  田  直  也
(お お た か ふ み お )

(大 高 史 夫 )

や ま ぐ ち も

山   口
い と う み ゆ

伊  藤  美

え __ま き ぐ ち み か _う
萌
2年
巻 口 実 可

2年
上

き oな  お お の  ま み のを
幸
~大

野 真 美
~

え す

杉

ぎ ゆ

優 里

り
2年

15

東

京
都

か ん と う だ い い ち こ う こ う

関 東 第 高 校

ほ り か わ  み  ほ

堀 り|1 実 穂

(な かじま みさき)

(中 島 美 咲 )

やなぎはら ななこ 。な
柳 原 な な 子

こ〒

ひ ら た あ か り
…

平   田   燈
こ〒

お お や ま な な み ィを
大 山 七 海

`〒

お お が み つ き か

大  上  月 佳
た な か る な

田 中  月 菜

か ね こ ゆ う か

金 子 優 華
ふ じ  あ り さ
藤 亜 里 紗

2年

1年

2年

1年

16

神

奈

川
県

か わ さきそうごうか が くこうこう

川 崎 総 合 科 学 高 校

い が ら し い さ お

五 十 嵐 功

(こ ばや し たかなり)

(小 林 孝 成 )
(や まぐち ももか )

(山 口 桃 花 )

わ た な べ しお

渡 退 詩 |

ま つ か わ ら

松   りll
か しわ ぎ い く

柏 木  郁

み や もと み ゆ う oを
宮 本 美 優

`〒

た けうち す ず ね oを
竹 内 鈴 音

~

か ま た か や め
,午

鎌 田  芽 萌
4T

か た ぎ り ち は る
,を

片 桐 ち は る
‐T

感2年

蓄2年

12年

17

山

梨

県

か い せ い か こ う こ う

甲 斐 清 和 高 校

す が さわ しん や

菅 澤 伸 哉
(か きざきたかお)

(柿 崎 孝 央 )

み な つ き

捺 希
2年

み の リな か ご
`

中 込
た な か
田  中

さ と う

佐 藤

あ しざ

芦 澤
ゆ き の _
幸 乃

け
つ
± 1年
¬
「

里

と し み ず りょT清
水 椋

つ
享1年実 野

わ よ
葉

18

新

潟

県
新 潟 青 陵 高 校

い が た せ い り ょう こ う こ う

よ し だ あ と む

吉 田 亜 土 夢

(ひ ょうどうまさゆき)

(兵 頭 雅 之 )

さ と う め ぐ み

佐   藤   恵
こ す げ み ん

小   菅   民

せ き さ き ま こ と りを

関 崎 真 琴
~

い し だ ゆ き の _

石 田 有 紀 乃
け

し げ の か ん な _
茂 野 栞 奈

け

い か らし の ど か

五 十 嵐 温

さ と う み か
佐 藤 美 花

2年

1年

1年

1年

19

富

山

県

とやまこくさいだいがくふぞくこうこう

富山国際大学付属高校

か わ い あきひ ろ

河 合 昭 博

(あ べ ま さ み )

(安 部 雅 美 )

(や の せ り な )

(矢 野 芹 奈 )

な ま き も え か
…

生 木 萌 果
~

お お の み る _
大 野 み る

'〒

や ま も と は ず み _
山 本  羽 純 '〒

ふ くしま さ りな

福 島 沙 里 奈
た か ぎ  り な
高 木 梨 名

2年
ほ ん ご う

本   江
ま  つ  だ
松   田

1年

り ょ う _
綾
4T

あ  い

藍
1年

20
石
川
県

か な ざ わ が く い ん こ う こ う

金 沢 学 院 高 校

よこやま やすひろ

横 山 康 博
(は せがわ まこと)

(長 谷 川 誠 )
(や ま だ か ほ )

(山 田 佳 穂 )

で っを し お た
に

楓
‐T 
塩  谷
ゆ
甚2年

ほ り  こ と の ぅな
堀   琴   乃

こ〒

た か や ま み づ き のを

高 山 美 月
~

ゆ み た て さちえ 。な
弓 立 祐 依

~

う え の か え

上   野

岳 ョヽ
だ
身婁ど2年 窪

ろ
里『 ぅに
功ヽιj
新
2年

女子選手名簿 (2)
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女子選手名簿 (3)

No.
都

府 学校名

一

督
↓
為

監
０
ネ̈マ

選  手

21

福

井
県 福
井工業大学附属福井高校

ふくいこうぎょうだいがくふぞくふくいこうこう

こ
子

人

ヵ
香

雅
い
愛

村

ぅ
藤

と

仲

い
伊

(な か む ら ま さと )

き

起 久

さわ
佐
い
山石

年

　

　

年

り
莉

は
羽

み
実

ず

ら
　
　
み
口輌

は
原

え

お
小

い
家

年
き

［月

づふ
風

む
村

な
ェ甲

年
な
本
示

栞
ヨ

ま

茉

らヽむ

↓↑

き
木

年こ
子
な
ム
ホ

一口
‐

土

―

ど

，ラ

か
中間

に し ひ な の _
西  日 菜 乃

4ヤ

年き
嬉

ま

盲
【

わお

４

．

22

長
野
県
文 化 学 園 長 野 高 校

ぶ ん か が くえ ん な が の こうこう

“
郎
たヽ
太
け
慶
ちう
内

た
竹

年

　
　
年

き

晶

ゃ

彩

あ

　
　
ら

ち
千

‐だ
田

ぅ
藤

ヽ

と

　

　

ヵ

い
伊

お
岡

年

　
　
年

ら
麗

な
本
示

らヽ
　
　
　
，０

う
　
　
は
哺遺

藤

き

ぅ
　

さ
崎

と

　

　

ぎ

さ
佐

し
柴

年

　

　

年

み

波

す

珠

な

　

　

り

み
未

あ
有

らむ
村

し
井

ま
　
　

ゎ

た
玉

か
川

23

岐
阜

県

一」っ
校
一」っ　
一一同

”ヽ
業
贅
商
し
阜
ぎ
岐

リ

ェ
ュ

ん

　

‥

サ

旧
ホ

札浩
”ハ一コ一”

ひ

　

．
つ

も
ｉ

し

喬

な

な

き

疑

は

　

ン

防

づ

‥

ｌ

　

　

ヵ

‥
′
　

　

”
ｐ

晶
大
い
略
い
は

2年

1年

か
夏

な
那

よ
杏

ゆ
有

き
　
　
こ

比

ァ
田

び
　
　
る

ひ
日

ふ
古

志

麻
せ

頼

な

‥
′

や
柳

み

も

会

も
百
み

野

が
神

し

水

い
石

年

　

　

年

ほ
歩

な
那

ん

じ
士
心
ゆ

卍^

た

　

　

じ

ぎ

田

だ

田

し
柴

た
高

年

　

　

年

　

　

年

り
里

り
理

か
花

ず の  え

24

静

岡

県

ぅ
校

、っ
一目同

ん
園

く
学

う
藤

か
＋″

た か は し ま す み

美

や

人

梨

升

は
勇

ゆ
優

し

ま
「

よ

吉

き

木

‐

み
■
ず
置

高
け
ｍ
け
鰯

年

　

　

年

き
希

ゃ
耶

〔実
さ
沙

が
那

い

”
永

ま
リ

ま
松

い
今

年
さ
沙

ま
梨島

な
ュ甲

年

　

　

年

ほ
帆

み
未

ま

真

　

英

と

藤

も
本

ぎ

さ
佐

す
杉

年

　

　

年

な

奈

き

希

か

　

　

ま

ヽ
佳

た
珠

ヵ
　

　

わ

っ
東

か
川

お
鬼

お
大

25
二
重
県
皇 學 館 高 校

こ う が つ か ん こ う こ う

一，」子
詢
「
川
加

ァ
ー

ゅ
ィ

す
●

ひ浩
い貴
動
一嚇

「
井
の
野
一
原

す
　

き
真

ぎ
須

や
安
は
日
け
“

2年

1年

梨

み  う
″
ハＴ
　
　
ユ
に

ま

‥

ぁ

ぅ

´

ゃ
山

た

田

た

　

　

ら

き
北

む
村

年

　

　

年

り

理

か

加

し
　

　

や

あ
愛

あ
彩

む
村

ぃ
井

め
　
　
じ

う
梅

つ
辻

ゆ

　

　

やあ

ぅ
藤

と

と

　

　

も

ぃ

　

　

ま

さ

齋

や

年
　
　
年
　
　
年

ず

柚

ね

音

な

奈

奇

り
里

糸

ま

真

山  本

士
旦 田

よ し だ

26

滋
賀

県

しがたんきたいがくふぞくこうこう

滋賀短期大学附属高校

と

倭

↓

＞

↓

＞

ま

″

し

，べ

み

二ヽ

‐

　

だ

ラ

質

ラ

ゃ

　

ぅ

広

咸

奈

わ

”＝

こ
　

　

、レ
．

か
，

た
形

む
村

』岩
ぃ帽一は一中一

年

　

　

年

な
奈

り
里

ず

　

　

か

・ヒ

す鈴
あ翻

ぅ
藤

とさ
佐

年り
＝り

か
か
ぁ
あ

と
｛島

ご
五

2年
と

里み美
な
奈
”
美

し

ね
根

‥
西

も
本

ま

　

　

に
　

　

ぎ

や
山

こ
小

す
杉
一

か
井

な
仲

年こ
子
な
々

な

菜

だか
田

た
昔
同

年

　

　

年

ぉ
央

ゎ
和

27

京
都

府

き ょうとが い た い に しこうこう

京 都 外 大 西 高 校

敦

い
＞

「
＞

よ
義

′ｔ
司

“
折口
一̈
健

納

べ
き
一
だ
日

卜
‘

“
涎

　

　

ロ
ロ

た

度

ね

レヽ

加
∽
同
は
に

か の う あ つ し
年

　

　

年

ゅ

夢

み

実

〕美
ぁ
亜

な
永

ヵ
下

す
　
　
さ

ま
増

く
日

年

　

　

年

こ
子

か
か

み
望

詢
の

ま
真

ま
ほ

だ
田

ら
庭

き
貴

さ
櫻

年

　

　

年

　

　

年

２

　

　

　

１

　

　

　

２

　

一

ぃ
来

み
海

ぃ
惟
一

ら

　

　

な

　

　

ま

　

一

美

ヽ^
七

‐
真
一

ハ
　

　

た

　

　

ち

　

一

＞
野

ち
地

ぅ
内
一

σ

　

　

ナ

　

　

ギ
０
　

　

一

―

　

　

―

　

　

一

お
小

あ
明

つ
坪
一

28

大

阪
府

ぅ
校

う
音
ロ

じ
寺

の
王

ん
天

し
四

一
亮

力

＞

い
↓

ず

　

　

ヽ
　

¨
　

ヽ

一早
一

詢ヽ
良

腱
正

た
毅

動
澤
”
上
詢
岡

ヽ

　

し

吾
『
じ

蒸

れ
逢

に
鯉

い
［

2年

1年

香

ん

音

々

り お

莉

2年

1年

海

ぐ
紅

わ
和

せ
関

年

　

　

年

　

　

年

か
一明

ら

お
１

ば
原

す

［國

つ
　

‐

や
安

ま
松

礼

ろ
紘

さ
紗

ひ

　

　

り

美

ち
知

か
里

み

岡

か
上

ぉ
岡

徳

む
村

は
端

も も かだ な な みと くお か み れ い

田  七
き や  め
矢  芽

29

兵
庫

県

ぅ
校
ぅ
音
向

ん
園

く
学

だ
田
のそ
園

局
浩

一
Ｏ

ｍ
＞

て

　

　

，
ｖ
コ
ノ
　
　
件
圧

赫
彰

〕
健

却
御

』
町

相
中

ぬ
，

漱
　

き
七

さ
笹

一
寺

鍵
“

い
＜

年

　

　

年

き

紀

ぎ

紬

さ

美

む

１

つ

一熙

さ

欠

らヽ

‐，

　
　
　
‘
．

が

十

ま つ ひ

松

五
年

　

　

年

み

恵

こ

子

ぐ

　

　

や

め
　

あ
綾

ゎ

川

て

・

か
　
　
．　
千干

る
　
　
ヵ

ふ
古

な
長

年

　

　

年

　

　

年

こ
子

き
季

ら
ら

山

た
田

さ
斉
一

や ま し た よ

下  陽
な か  さ

さ藤

沙

さ

由
・
と

30

奈
良

県

ぅ
校音同

みか
上

そ
添

も り も と さ き )

森 本 咲 綺 )

で
秀
ひさ
正

また

田

も
森

年

　

　

年

な
奈

み
水

ん

　

　

な

か
栞

か

と

奏

も
本

み

は
針

つ
堤

2年

1年

桜

花

ゆ

優

藤

だ

田

え

土ヽ退

よ

士
ロ

年

　

　

年

　

　

年

か
佳

か
夏

な
南

ど

　

　

や

　

　

み

の
和

あ
彩

か
美

に
西

た
田

ぉ
岡

か
　
　
ら
　
　
し

な
中

ひ
平

に
西

ん ど う さ く ら
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女子選手名簿 (4)

No.
都道

府 県 学校名

一

督
↓
ル
一
↓

監

０

ネ̈マ
選  手

31

和
歌

山

県

ぅ
校

こ
昔同タ

た
耐

楚
紀
切
り
詢
印

“宏
局劉一一」っ剥

↑

コ

た

田

む
村

て

Ｉ

い

　

　

０

こ

　

　

，

反

‘
ん

ｈ
ｒ

Ｈ
谷

帷
倒

は
い

た め い
1生

芽 衣
.T

し

下

つま

松
年

　

　

年

る
玄

か
花

か
　

　

や

ひ
　

あ
彩

た

下

ろ

し
　
　
し
ニロ

ま

　

　

じ

や
山

ふ
藤

年

　

　

年

ぃ
衣

く
玖

う
　
　
み

本  扇

ま
松

や
山

つ し た
下

ま も と

32

鳥

取
県

と つ と り け い あ い こ う こ う

鳥 取 敬 愛 高 校

し
士
心

た
隆

ず
水
みし
清

年

　

　

年

き
咲

ね
寧

さ

　

　

ず

自
ヽ
　
　
占
口

み

ョ

ゆ

ヵ

だ
田

に
谷

よ

　

　

た

と
豊

こ
小

年

　

　

年

き

メ
布

な

一采

う

　
　
　
一る

ゆ
優

は
春

し

ま
島

に
西

じ
　
　
か

こ
小

な
中

年
き

［月

づみ
美

た ば た
田  畑

33

島

根

県 松
江 商 業 高 校

ま つ え し ょ う ぎ ょ う こ う こ う

岩  田
こ
子

さま

日
自

い わ た

ひ

ト

愛

　

て
ち
内

泉
わ
戸

小

い
井

年

　

　

年

な
菜

り
莉

ヽ
　
　
　
　
　
ψ^

し
椎

し
珠

ね
根

く
倉

ま

　

　

し

や
山

い
石

年
　
　
年

な

奈

ろ

ろ

か
歌

な
奈

ん
鈴

ゅ
友

に
梨

か
夏

わが

川

た

谷

き

木

ま

　

　

ゎ

　

　

さ

い
今

か
川

ま
正

ず み ま
年

　

　

年

　

　

年

34

岡

山

県

ぅ
校

ぅ
一一同

じ
子

じ
女

よ
陽

さ
山

き
記

ｍ
＞

「
＞

う
　
　
ん
一
一　
厳
メ布

こ
康

―す‐
兼

層
実

ま

　

　

ォ

ゃ

家

や

山

か

川

く

　

た

争
「

ｔ

ｒ

ふ

福

い

喘

い

師

年

　
　

年

な

菜

ゎ

羽

み

　

ヽ
・

未

．く
彩

と

だ

も

¨
ヽ
　

　

―

沐
Ｆ
‥
圧

た
武

か
鎌

年
　

　

年

き
葵

こ
子

ぅ
　
　
　
け
′
ヽ
コ

ゆ祐
ゆ
酎

し
井
しい
石

年
か

華

や

′″′

さ

一ボ小
′

わ

ι
■

も
森

ん
家
ぜ
差
ロ

年こ
子
な
一采
ひ
日

ベま

土
ロ

や
山

年み
実
っ
津
な
本
示

おら
尾

て
寺

35

広

島

県

ぅ
校

う
一口同

じ
子

じ
女

だ

田

すや
安

み
美

明

さ

　

　

の

ま
雅

つ

わ
　
　
『

ヵ

月

な

か

　

　

み

あ

赤

姥

血
（
た
日笏

な
，ｐ

克

ひ

永

の
里

'可

に  つ

い

石

み

三

2年

1年

ぃ
衣

き
月

わ

　

つ

‘
一牙
な
一采

だ
日

し
西

も

　

　

こ

し
下

年な
菜

や

＋
交

あ

ι
ｌ

り
盛

もた

田

こ

＝
句

年
み

美

な

・

な

ノ

か
本
ホ

ち

・Ｅ

ね

”だ

む

［
不

年
き

［月

つみ
美

だ

田
し

未夏田

た な つ み
1年

年か
花
ぇ
重

や

，ヽ

ちか̈

辞
が

た

田

36

山

口
県

ぅ
　工^
ス

一」っ　一二円

こ
工

よ
商

い
井
なや
価
ワ

軋

至

詢

詢

詢

胴

プ

　

　

ゆ
Ｌ
〓

‐

占
―――

た

唯

で

秀

し

志

つ
　

　

ひ

　

　

う

み
光

か
中

と
藤

ナ

　

な

日

ヽ

升

Ｈ
竹
」
に
い
は

年

　

　

年

ゅ

ュ

か

佳

ち き み

公

年

　

　

年

な
奈

ゃ
耶

れ
　
　
さ

麗

　

咲

し

い石
な丼

し
白

や
柳

燒
中
↓
内

お
折

み
宮

年

　

　

年

　

　

年

ん

鈴

い

衣

な

奏

り

　

　

０

　

　

か

が
　

ャ
優

わ
和

永

づヽ
津

ぃ
井

し

　

　

　

さ

岩

す
水

あ
浅

イ
ヽ
ミ

みい わ な

37

徳

島

県

ぅ
校

こ
一一同

と
東

じ
城

か
香
初
Ｄ
詢
Ｄ

，

　

ひ

１

つ

∃

ィ
由
⊂
邦
ヶ
夏

らヽ

　

　

　

・Ｄ
　
　
　

ぅ

争

”
内

ど
藤

て
‐
ぎ
杉

ん
近

ヽ
　
十
′

．‘
　
こ

．
，

こ

ノー

＜

＜

＜

＜

、́

　
　
　
　
　
立
ロ

む
村

ベ

お
岡

あ
阿

2年

1年

美

な
那

な

映

し
奈

西

―
橋

お

大

た

高

あ や こ ぅな

彩 子
こ〒

1年
栞

お
年

ん

立
日

のか
一化

な
成
もと
友

た に あ ゆ か
…

谷  歩  夏 'T

年ぇ
衣

さ

彩

だヽ

田

お

［回

お に し え み

38

香

川

県

ぅ

校音
同

め

ｍ明

え
一央

さ
久

↓
＞

り
⊃

ひ
　
如
助

」
仁

赫
明
卜
大
慮
昭

ブ

　

左

”ミ

ぇ

Ｔ

わ

＝

ハ

弩

ま

コ副

い

ｊ

メ

ニヒ

鵠
　
ぃ
吉
部
ｌヽ‐

お
大
は
＜
は
＜′

年

　

　

年

で
楓

り
里

え

　

　

の

か
田

み
実

だ
井

い
石

し
　
　
て

に

新

た

立

年

　

　

年

ろ
自

で
楓

し
　
　
え

ま
盲
本
か

わ
　
　
し
ユ朴

か

川

や

し
　

　

ば

よ
吉

こ
小

年

　

　

年

　

　

年

こ

子

ぅ

羽

こ

子

り
■
里

み

　

　

り

ま

ェ

，

美

点

ォ

　

ヽ

詢

せ
蒔
さ
澤
「
昇

か

半沐

ら

　

　

す

た

高

に

韮

し

静

39

愛
媛

県

ぅ
校

た

田

に
新

、っ
音
同

し

し

，ヽ
　
か

″奎

ｂ

だ

督

た

置

И
ゥ
た
　

　

す

由
尿

が
永

や
ト

枝

な

　

ヽ
引

く
徳

ｗ
出

久

Ｑ
＜

は
倒

ひ さ え だ ゆ い
年

　

　

年

ぅ
佑
‐Ｈ
な
本
示

ゅ
　
　
れ

み
美

べ
麗

の
野

な
部

か

　

　

た

な
中

わ
渡

2年

1年

ど
ど
“
驀

の
の

み
コ̈〓́

だ

　

の

予

ヨ

　

一里

ら

日

か

は
原

つ
塚

年

　

　

年

ぉ
澪

さ
紗

ぁ
有

山
【
とも
本

や

よ
横

み
宮

こ や ま み

40

高

知

県
土 佐 女 子 高 校

は ま だ ち さ

浜 田 千 佐

高 橋 美 妃

(た か は し み き

年

　

　

年

り
里

は
羽

え
衣

き

―

あ
秋

べ
部

わ

の
野

ぃ
Ｌァ

ろ

い
伊

く
黒

に
西

こ
小

年

　

　

年

　

　

年

み
美

こ
子

ん
凛

と

　

　

ゃ

　

　

り

ひ
仁

あ
采

か
夏

と

た
田

も
本

き
木

え
　
　
か
　
　
お

う
上

お
岡

あ
青

年
こ

子

やあ
彩

ちう
由
口

し

ゆ松
1年

ま つ ゆ い
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No.
道

県

都

府 学校名

一

督
↓
ル
一
↓

監
＜コ
ネ̈マ

選  手

福

岡
県
九州国際大学付属高校

きゅうしゅうこくさいだいがくふぞくこうこう

ち

一

＞

＞

＞

＞

ヽ
　

　̈

じ

ヽ
１

ね

」
―

′ｔ

　

　

う

】
″

レ
・
一
日

』
憲

こ
孝

・〕
琴

ノ
　

　

と

　

　

し

日
申
も
本
田
橋

う

力

‐

じ

〓

に

　

し

・

‐

み
明
い
嘲
い
に

2年

1年

2年

1年

み
海

か
花

な

　

　

も

な
七

も
桃

ら
村

の
野

む
　
　
き

た

田

さ

崎

な
那

ゎ
和

ま

　

　

ぅ

ヽ
真

ふ
楓

らヽ

ぉ
岡

は
原

っ
　
　
ま

ま
松

は
濱

年

　
　

年

　

　

年

き

妃

な

七

か

香

さ

　
　

る

　

　

つ

紗

ま

春

ヽ

一

の

ら野
」西
¨
野

ひ
平

こ
小

も
杢

42

佐
賀

県

一」っ

敵

』

希

な

女

諷

賀

ぐ
　

‐
佐

ぞ

属

ふ

付

氷

学

い
　
‐入

だ
　
」出

碇

刷

た
　
子

几

女

ｔ

賀

あ

佐

き
紀
［
「“
，き，わ

み
美
養
将
利
―

れ
懃（　　一当

だ
田
れ
給
切
反

た
多
嗜
吟
鮭
』

2年や
山

は
芳

2年

1年

香莉

し
愛

あ

下

ヾ
賀

か
花

ぉ
桜

ず

　

トヽ

令

た
、
口
Ｐ

す

金

　

男

と

哺
尾
も
本

た
高

い
井

年

　

　

年

　

　

年

な
な

か
華

か
遥

ま  し ナこ  り  かくろ い わ は る

る
』
鈴
』

は

え
　

か
岡

岩
¨
上
哺

黒

い
井

む
村

■ 1年
美

43

長
崎

県 諌 早 商 業 高 校

い さ は や しょうぎ ょうこうこう

坤
也
“
勤
凋
和

か
勝
ち
留
枝
奈

ま
‐
ち

鰤

ちヽ
夢

や
止

一ヽ
口

む
村

日
西

け
咄

じ
師

2年

1年

り
徳

ぇ
絵

の
　

　

も

み
美

ま
萌

だ

田

し
島

ま

　

　

か

し
嶋

な
中

年ほ
穂

さ

ヽ湖

だ

田
う
〓
調

年な
本
ホ

ぃ
衣
―
仁

さ
つ
々

さ
佐

年ね
土
日

ね
寧

ちぐ

口

まや
山

年

　

　

年

な

月

み

海

る

　

　

る

え
愛

く
来

り

　

　

か

ほ
堀

お
岡

む
村

に
西

44

熊
本

県
八 代 白百 合 学 園 高 校

やつしろしらゆ りがくえんこうこう

でヽ
英
“
↓
詢
Ｄ

Ｕ

　

、Ｌ

メ

リ

「

．

”勝
樹
尚
諄
獅

ら
村
お
岡
腱
崎

ｂ

　

ら

寸

ま

‐―

』
井
崎
鮮
に
硼

2年

1年

み
海

ぉ
央

な

　

　

な

み

南

こ

奈

らヽむ
村

た
谷

し

　

　

じ

に
西

か
梶

年

　

　

年

り

梨

み

恵

し

　

　

ぐ

か

海

め

と
　
　
　
ロ

も
本

ち

こ
　

　

ぐ

た
谷

ひ
樋

年

　

　

年

　

　

年

な

奈

ろ

尋

か

香

怜

ひ
　
　
や
“船

ち

■

さ

ガ

Ｆ

こ
　

の
野

山

か
杵

う
宇

や ま ぐ ち れ い

45

大

分

県

し ょ う わ が く え ん こ う こ う

昭 和 学 園 高 校

”̈
郎
詢
劉
詢
Ｄ

７

　́

　

ゆ

¨
■
　
　

ム
メ

た
太

ぶ
信

ま
麻

の

　

　

い

だ
田

だ
田

し
井

よ
吉
は
鯖
い
日

年

　

　

年

ね

音

み

美

ま

　

　

ゆ

あ
天

あ
歩

ｂヽむ
村

き
木

か

　

　

り

た

高

く

栗

年
こ

子

なち

菜

ま

Ｆ田

ふ
深

い と う し お り 1を
伊 藤 汐 里

け

年

　

　

年

り

織

ん

凛

ぉ

　

　

り

し
詩

ま

』
嶋
や
山

ら

　

　

ぎ

く
倉

す
杉

46

宮

崎

県

せいしんうるすらがくえんこうこう

聖心ウルスラ学園高校

ん

昔
子

ゆう

任

ときと
時

り
＝り

か
か
あ
二め

き
木
だ
田
ひ
肥

2年

Jl年

香

る

ま

は
陽

盲
本

な

石

ヽ
名

ゆ

　

　

り

み
美

ゆ

・
ヽ
　
　
　
■
ヽ

、あ

，
Ｐ
　
・ヽ

立
口

，
「

ん
　

　

ま

ほ

本

や

2年

1年

か
加

ゃ
綾

や
　

　

ぁ

あ
彩

わ

き
木

ヵ

ろ

　

　

に

く
黒

た
谷

し
下

に
新

も い し
年

　

　

年

ぅ
優

か
香山 崎 悠 理

47

鹿

児
島

県

ぅ
校

つヽ
一口同女 子

ま
白蜀

し
児

か
鹿

み
文

ａ
＞

↓
＞

ふ
　
　
ま
ｉ几
．
　
一

』博
たヵ、隆
，うし̈に・

赫
川
なヵヾ永
い
一」

絲古
」一ぃ眈一］一

年

　

　

年

み
み

か
花

′
る

も
百

と
藤
¨
野

ご
後

な
中

な ぎ nを
凪
乙十

卓1年

や ま ざ き

山  崎

久 保 田 幸

年

　

　

年

で
楓

ね
鐘

か
　

と
百

木

‐

き
　

ｔ
元

た
　
　
け

ま
又

い
池

年
な

菜

るま

陽

の

マ
Ｆ
里

な
永

く ば た ゆ き

48

沖

縄

県

ぅ
校音

ロ

ん

商
い
　
玄
不

ん
憐

ぉ
桜

罐
“
な

子

杉 本 和

ひ が じ ゅ ん こ

す ぎ も と

純一暴

め

米

く

久

年

　

　

年

き

日
田

ぇ

一
枚

あ
一　

　

と

ち
千

い
愛

らヽ

と

元

は

原

上
）
　

　

え

い
伊

う
上

年

　

　

年

か
花

み
美

ゆ
結

あ
愛

ま
　

ざ
座

し
島

の
野

く
黒

ぎ
宜

年

　

　

年

　

　

年

り
り

な
奈

ぇ
瑛

ょ
‐よ

い
た
い
さ

ひ
ひ
ち
ａ
ｂ
沙

み
富
ろ
千
川
‐

］
次
凱
城
や
リ

あ
安
た
玉
お
親

49

愛
知

県
名古屋経済大学市屯F高校

なごやけいざいたいがくいちむらこうこう

き
輝

詢
鴨

“
∋

ず
　
　
う

憚
Ｉ
，
一ョ

か

一
」
翔

ほ
柚

ぃ
井
麟
垣
い
矢

め

　

な

一消

Ｊ

ｋ

か
亀

い
け

皓
的

年

　

　

年

た
た

れ
れ

ヽな
な

み
み

ひ
ヽ
′
　
〓
′　
・

と

ｔ

　

，つ

も

ヽ

し

ト

リ
「

ヽ

ュナ

し

　

　

ヵ

き
岸

さ
酒

年

　

　

年

ぃ
生

ね
音

と

め
一牙
こ
豪
フ

た

　

　

し

田

は
橋

ょ

　

　

な

‐

き
清

ふ
舟

年

　

　

年

　

　

年

ゆ
夕

な
菜

こ
子

な

た
　
　
れ
　
　
，
マ

モ
真

　
一麗

な
ノ

く
　

ぅ
　

み
菜

わ飽
崚藤
が上

し
塩

さ
斎

い
池

50

愛

知

県
岡 崎 城 西 高 校

お か ざ き じ ょ うせ い こ う こ う

き
生

い
＞

ま
　
　
い
コ劇

た
珠

て
貞

ぃ
井

ご
込

じ

　

　

も

一ヽ

ふ
藤

軋
＜

2年

1年

り

＝
′
き

［月

あ お や ま ひ か

青 山 ひ か
か た や ま は づ

片 山  葉

年

　

　

年

ね
翔

ぇ
絵

さ

　

　

ち

ち
千

ま
智

と

¨ヽ

や

ゴ

琳

　

Ｌ

も

　

　

か

い
井

な
中

年

　

　

年

ぁ
愛

き
季

り
込師
ぅ
　
‐

さ
紗

ゅ
優

み
見

も
本

さ
佐

ま

う
宇

や
山
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女子選手名簿 (5)
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参加選手一覧 (個人対抗)ダブルス

子男 子女

No. 選  手 学 校 名 監  督 選  手 学 校 名 監  督

北

北

海

道

北
海
道

年

　

　

年

ぃ
魁

ま
宣

ま
橋

わ

＝

た

高

お

小

帯 広 大 谷 高 校
雄
彰
れ
俊
わざ澤

あ
相

北

海

道

年

　

　

年

き
希

ぇ
詰

真

ゃ

山

う
藤

う
内

さ
俳

ぅ
校

こ
高

に
西

ふ
深

ち
一
「
健
一″
上
のい井

南
北
海
道

北

海

道

年

　

　

年

と
人

り
り

か
　
　
ら

た

自
示
きわ

だ

田

か

ヵ
　
　
い

らヽき

ふ
深

お
及

札 幌 龍 谷 学 園 高 校

ら、′チ

史

け
”足

た
‐」島大

北

海

道

年り
莉

じ
樹

ぉ
尾

に
西

年こ
子

た
貴

ぐ

一日

や

山

三 愛 高 校
さ
森

も

の

と

，
こ

し
義

さ
将尾

おせ
妹

東

北

１

福

島

県

年

　

　

年

ろ
大

け
祐

か

　

　

す

，

ま
真
”
晟

こ

‥
　
ゆ

ヨ

子

こ
‥

ね
　
舞
保

か
金

御
久

ふたば未来学園高校
き
樹

ゆ
裕
だ
多

ほ
本

福

島

県

年

　

　

年

か

香

さ

さ

す
　
　
・ｌ
Ｆ

あ

日

き

，

し
明

な
な

報
橋
ら
自

た
高

ゆ

由

ふたば未来学園高校
し
均

ひり

堀

おお
大

東

北

２

宮
城
県

年

　

　

年

と
斗

る
洋

滋

ひじ

Ｆ̈

野

ぎね

の  し げひ
日

み
緒

聖ウルスラ学院英智高校

はた やま たつの リ

畑 山 辰 徳

青

森

県

年

　

　

年

ゃ
耶

み
華

あ

さ
　
　
　
市

沙

ら

り

　

む
村

も

森

一
い

石

ぅ
校

ぅ
高

だ
田

や
山

も
森

あ
青

と
人

ま
真

た

田
ふ
藤

関

東

１

埼

玉

県

年
　
　
年

き

貴

き

縄

ひ

谷

ひ

大

ま

ィ

ゎ

‥

ゃ
山
嚇
川

か

　

　

ど

な
中

み
緑

ぅ
校

ヵ

栄玉埼

し
司

た
二員

ゃ
屋

お
大

埼

玉

県

年

　

　

年

み
実

っ
夏

し た  る
瑠

っヽ
藤

田

と

よ
吉

さ
齋

ぅ
校

か
栄玉埼 一元

ち

｛肉

た

滝

関

東

２

東

京

都

年

　

　

年

ゃ

也

ご

伍

っヽ
　
　
　
い

ゆ
竜

ナ
恵

だ
田

し
越

う
上

え
江

淑 徳 巣 鴨 高 校
ろ
広

ひれ
義
ュ
越

ほ
堀

東

京
都

年

　

　

年

ぇ
萌

か
可

も
　
　
み

に

ヽ

ロ

く
　
　
ぐ

回

ま
　
　
き

や
山

ま
巻

日本 ウェル ネス高校
ゃ
也

おな
直

だ

田
こ
駒

北
信
越

１

福

井

県

年

　

　

年

で
楓

た
太

ぇ
　
　
ん

か
　

れ
蓮

わ
藤
も
茂

い
　
　
ん

さ
斎

な
南

ぅ
校

や
山

ｏ
勝

ら
顕

し
石

も

森

富

山

県

年

　

　

年

か
果

な
秦

も萌
議慶

き

木

し

‥

ま

‥

く

慶

な

生

ふ

福

富 山 国 際 大 学 付 属 高 校

ひ ろ

博

き
昭

い
△
ロ

わか
河

北
信
越

２

富

山

県

年

　

　

年

ん
玄

け
命

すう
雄

橋

ゅい
＃

た
高

さ
娠

高  校第

お

国
円

た
音
同

と

栞
，

ま
真

だ

田

な

ェ甲

石

川

県

年

　

　

年

の
乃

き

月

づ

と
　

み
美

こ
琴

ま

り
　

や
山

ほ
堀

た
高

一一
校

一」っ
高

い　ト
ロ

が
学

ざ
沢

力
金

ひ ろ

博

す

士京

や

リ

や

‐ロ

よ
横

東
海

１

二

重

県

お に し か い 。ヶ
西  魁 =十

ら き な ち竹
木 那 智 '十

お
大

あ
荒

皇 學 館 高 校

ゆか
ユ貝

の
野槙

岐
阜

県

年

　

　

年

り
里

か
軍

な せ  ま
瀬  麻
び き ょ う

比  杏

や

枷
¨
ひ

日

¨
校
¨
高
．詢
業阜 商

ぎ
岐
い
ニユ
れ
県

し
一
担

ひし

橋

おお
大

10

東

海

２

静

岡

県

2年

<11年

ゃ
大

た
琢

嶋

―
葉

た
高

い
稲

ぅ
校

ぅ
高

う
東

い
伊

し
猛

たわ
沢

わい
岩

静

岡
県

年
　
　
年

か
夏

な
菜

ゃ
彩

こ
琴

‥

田

ょ
吉

た
　
　
み

の
野

す
住

ぅ
校

こ
高陵

せ
星

ほ
穂
ずみ
瑞

ま
松

む ら

11

近

畿

１

滋

賀

県

年

　

　

年

ぃ

平

く

久

へ
　
　
り

ぅ

■

　

里

よ
１

わ

Ｉ

け
宅

ヵ

川

や
　
　
し

み
〓
一
よ
士
ロ

ぅ
校

ぅ
高

ん
山

い
叡

ひ
比

か お しゅういち

尾  修
な

仲

大

阪

府

年
　
　
年

な
菜

な
菫

ん
　
　
や

か
栞

あ
彩

や
林

む
村

ば
　
　
わ

こ
小

か
川

ア ナ ン 学 園 高 校
か
佳
でひ
瑛

は
原

ふ
藤

12

近

畿

２

大
阪
府 年け

輔
すヽ
大

だ

予

のさ
佐

かわもととらのすけ

川 本 虎 之 介
東大阪大学 柏原高校

ろ
性
綱

ひし
石

あ
明

京

都

府

年

　

　

年

ぃ
来

こ
子

ら
美

み
望

み
　

ま
真

の
野

だ
田

お
小

き
貴

京 都 外 大 西 高 校
し
敦納

か
加

13

中

国

１

岡

山

県

年
　
　
年

た
太

ぅ
凌

ょ
亮

りヽ
井

井

ふ
藤

“
校

こ
高

ょ
業¨ェ

』
島
み
水

き
記

だ
大
わつま

松

山

口

県

年
　
　
年

ん

鈴

ぃ

衣

り

　

　

ゆ

イ曇

ヽヽ
卜

づ

な
ニ
ラ

達

わい
岩

す
末

高  校
こ

エ
よ
商

い
井

や
柳

だ し

至

た
唯

み
光

た け

竹

14

中

国

２

山

口

県

年

　

　

年

た
太

く
来

こ
洸
　
璃

き
木

く
闇

く
栗

ふ
福

一
校エ

よ
商井

や
柳

き
幸
ゆで
秀
ひか
二甲

なた

田

岡

山

県

2年

年み
実
っ
津

もりかわ さやか

華彩紗

な
奈

お

川

ら
尾

森

て
寺

ぅ
校

ぅ
高

し
子

じ
女

よ
陽

さ
山

き
記

こ
康

ゃ
家

ふ
福

15

四

国

１

高

知

県

年

　

　

年

ぅ
成

き
貴

じ
　

こ
公

ヵ

岡

せ
瀬

か
片

ひ
弘

一］
校業 高

ぅ

商

ぅ

一二

ぞ

‥
．

ゆ
周

ぞ

、”

わ
香

川

県

年
　
　
年

で

楓

ぅ

羽

え

　
　
み

か
田

わ
姜

だ
井

さ
澤

い
　
　
　
りヽ

に
新

に
韮

ぅ
校一呂

め

明

え
英

¨

久

あ
■
口
．

ま

ュ印大

16

四

国

２

愛

媛

県

年

　

　

年

け
佑

け
介

す
　
　
す

ん

唆

ぅ

わ
‐
こ
航

嵐
田
娃

は
原

＜
楠

ぅ
校

ぅ

高

た

ロ
ロ

に
新

し
督

だたが
水ヽ
なと
徳

愛

媛

県

ぉ
澪

か

か

み

　

ど
ど

ま
　
　
の

＞

山
一
　

σ

や
　
　
だ

こ
　
　

うヽ
田

よ
横

は
原

ぅ
校

ぅ
高

た

口
四

に
新

ひ さ え だ ゆ い

久 枝 ゆ い

17

九

州

１

熊

本

県

年

　

　

年

ゆ
湧

４
痛

な

，
た

田

た

田

も
森

ぅ
校

こ
高

が
東

』
代

じ

二
こ
一
氾

ど
藤
んご
権

福

岡

県

2年

る な .な
t: '十

紗

よ
春

ら
野
れ
西

ひ
平

こ
小

九 州 国 際 大 学 付 属 高 校

みょうじん けんいち

明 神  憲

18

九

州

２

長

崎

県

年

　

　

年

ま
馬

ゃ
也

」
土嘔
よ
凌

本
む
村

つ
辻

ぅ
校

ぅ
高

け
瑳

き
昭

あた
貴

やは
林

長

崎

県

年
　
　
年

な
奈

ほ
穂

し
衣

さ

，

こ
　
．　
　
初
わ

―
仁

だ

つ
々

け

Ｆ

さ
佐

う
請

諌 早 商 業 高 校
ゃ
也
つか
勝

や
山西

19

開
催

県

１

愛

知

県

年

　

　

年

ぃ
大

け
介

だ

　

　

す

こ
瑚
”
慶 之

井

せ
瀬

酒

む
村

名古屋経済大学市鄭高校
ご
悟

」
翔

が
垣
ない
稲

愛

知

県

年

　

　

年

ゅ
夕

ぃ
牛

ま
真

め
芽

わ
飽

よ

し
塩

き
清

名古屋経済大学市屯F高校
き
輝
ずか
　
一井

か

亀

20

開

催

県

２

愛

知

県

年
　
　
年

と
斗

ゃ
哉

ゅ
悠

み
文

ｂヽ
　
　
　
・ふ

“
平

べ
部

か
片

あ
阿

岡 崎 城 西 高 校
ろ
弘
ひす
泰

や

　

‐
瀬

の
野

愛

知

県

た 。と
た `十

年れ
れ
み
み

なひ

す
す

ｔ
本

き

』序

ヽ
井
さ
酒

名古屋経済大学市屯F高校

き
輝
ずか
　
一井

か
亀
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参加選手一覧 (個人対抗)シングルス

子男 子女

No. 選  手 学 校 名 監  督 選  手 学 校 名 監  督

北

北

海

道

北

海

道

ゃ
弥

せな
勲
三

た
橘

一］
校

こ
高
桑
業

じ
実

雄
旭

し
士

ま
将

き
木
ずす
鈴

北

海

道

年
き

希

まま
真

ゃ
山

う
内

ぅ
校

一
高

・
西

ふ
深

ち　一
協
健
一́
上
のい井

南
北
海
道

北

海

道

年
け

介

すう
佑

だ

田
い
池 高  校第幌

ひ ろ

博

ぶ

仲
のだ

田

い
池

北
海
道

年り
莉

じ
樹

ぉ
尾

に
西 とわ の 森 三 愛 高 校

せ お ま さ よ し

妹 尾  将 義

東

北

１

福

島

県

か ね こ ま ひ ろ o4●
金 子 真 大

行
ふ た ば 未 来 学 園 高 校

き
樹

ゆ
裕

だ

多
んほ
本

福

島

県

年か
香

すあ

日

し
明
咄
橋
た
高 ふ た ば 未 来 学 園 高 校

し
均

ひり

堀

おお
大

東

北

２

宮
城
県

年る
洸

ひし
一序

ぎねみ
嶺 聖ウルスラ学院英智高校

り

古
一

の

ス‐
わ
辰

や
山

たは
畑

宮
城
県

年
き

一ざ

ぅ

う
ゅ
ゆ

ず
木
す
鈴 聖ウルスラ学院英智高校

じ

二

んゅ
潤

せ
瀬

ふ
深

関

東

１

埼

玉

県

年
ま

真

た

・
―

し

， 鷲

やば
林

おお
大

ぅ
校

ｏ
栄玉埼

し
司

た
貴

ゃ
屋

お
大

埼

玉

県

2年と
条

は
林

ぅ
校

こ
高

ｏ
栄玉

き

埼

ぅ
亮

ち

内

た
滝

関

東

２

東
京
都

年ご
伍

サ
恵

し
越

え
江

ぅ
校

一」っ
高

『
鴨
す
巣

役
徳淑

ひ ろ

広
鳳
義

ュ
越

ほ
堀

茨
城
県

2年ぃ
唯

ら
倉

まし
島 常 総 学 院 高 校

ひ ろ

弘

ず
和

べ
部
そい
磯

北
信
越

１

富

山

県

年ん
玄

ま
橋

た
古
同 高  校第

お
［
円

た
古
同

と

蒸
ラ

ま

首
木

だ

田

な

｛甲

石

川

県

年か
伽

ヽ

一

ぶ
部
んな
南

一一
校向 陽  高

ざ
沢

め
金

き

明
ひ
一
相

まく
車

北
信
越

２

石

川

県

ま
真
嚇
一訴

ぐ

口

た 1

谷 金 沢 市 立 工 業 高 校
し
よ
担

ひち

内

ずみ
水

長

野

県

ら
麗藤

さ

佐 文 化 学 園 長 野 高 校

“
郎

壮
太

け
慶

う
内
日
竹

東

海

１

岐
阜
県

じ
司

こ
注
徊

ま
島

や
矢 県 立 岐 阜 北 高 校

か わ せ た か し
川  瀬  隆

岐
阜
県

ほ
歩
し
士
心

ぎ

田
じ
柴

¨
校
¨
高
詢ヽ
業
着
商
し
阜
ぎ
岐
”
｛ユ
れ
県

し
一
“

ひし

橋

おお
大

10

東

海

２

静

岡

県

ち
地
し
泰

だ
田

の
野

ぅ
校陵   高

せ
星

け
介

ら ゆ う す

佑

は

ぼ原

静

岡

県

年か
夏
ゃ
彩

だ

田
の
野 校

こ
高陵

せ
星

ほ
穂
ずみ
瑞

ま

松
む ら

11

近

畿

１

大

阪

府

け

人ｒ

す

．

の
之
と
虎
も
本
わ

東 大 阪 大 学 柏 原 高 校

づ
和

ろ
性
氾

し
石

あ
明

京

都

府

年
み

海

なな
七

ち
地

あ

明
一」っ
校
一中
高
」
西

れ
大

”
外

”
都
詢
一示

か の う あ つ し

加  納  敦

12

近

畿

２

兵

庫

県

と
斗

り
玖

ね
利友 金

一一校
¨
高
め
業
蒙
ェ
に
野
ら
村

べ
一戸

一ヽっ
神

ぉ
雄

ゆ
幸
ねか
金友

大

阪

府

年み
海
な
七
な
ヨ

だ

―
わ
和

ぅ
校

う
高

じ
寺

の
王

ん
天

し
四

あいざわ りょうすけ

逢 澤 良 亮

13

中

国

１

岡

山

県

た
太

ょ
亮

い
井

い
　
一

一一
校

こ
高

ょ
業

一
ェ
』
島

み
水

まつかわ だ

松 り|1 大

山

口

県

年ん
鈴

な
、水

わい

”
石 商 工 高 校

い
井

や
柳

だ し

至

た
唯
つみ
光竹

14

中

国

２

鳥

取

県

まつ した しゅうき

松 下 修 基 鳥 取 敬 愛 高 校
ぇ
江
き
希
ゆ
ユ田

の
野
ひ
［ロ

岡

山

県

年こ
子
り
合
ゆ
百

ん
家
ぜ
差
ロ

ぅ
校

ぅ
一呂

し
子

じ
女

よ
陽

さ
山

き
記

こ
康

ゃ
家

ふ
福

15

四

国

１

愛

媛

県

年た
んタ

よ
祥
し
部
べ
　
・‥

く

我

そ
饉
日

ぅ
校

ぅ
高

た

田

に
新

し
督
だが

水ヽ

なと
徳

香

川

県

年
ろ

｛目

ま
真
わか

』”

よ
士
ロ

ぅ
校

め
明

え
英 ¨

久
ま

一印大

16

四

国

２

高
知
県

年ぅ
成

か
岡

おたか

」
「

一］
校
¨
高

よ
業

ぅ
商高  知

ぅ

一二

ぞ

‥
´

ゆ
周薇添

わ
高

知

県

年ぃ
い

ゅ
ゆ
つま
松

ぅ
校

う
高女  子

じ
佐

と

土

さ
佐

ち

千

ま

田

は

浜

17

九

州

１

長

崎

県

年ま
Ｅ馬
嚇
土電

も
本

む
村

ぅ
校

ぅ
高

け
壊

き

昭

あた

二
員

やは
林

佐

賀

県

年な
なま

わ

―
ぃ
山石

く
黒

“
駁
』
希
触
一筆

Ｏ

佐
Ｍ
掘
承
『
“
状
″
憩
腋
一好
紅
一照

き
紀

み
美

だ

田

た

多́

18

九

州

２

熊

本

県

年け
佑
すい
大
だと
本

お

「４

ぅ
校

こ
高

が
東

』
代

じ

二

こ
性
相

ど
藤

んご
権

熊

本

県

年り
梨

か
海

も
本谷 八 代 白 百 合 学 園 高 校

で
英
ひつ
勝

ら
村
むい
井

19

開

催

県

１

愛

知

県

猪
貴
ひ
寛
やば
林

な

｛甲 名古屋経済大学市鄭高校

ご

悟

い な が き しょう

不層 土亘  翔]

愛

知

県

年れ
れ
み
み
す
す

ヽ
井
さ
酒 名古屋経済大学市鄭高校

き
輝

ずか
　
一

し

井

めか
亀

20

開

催

県

２

愛

知

県

年け
介
すの
之
め
康
せ
瀬
む
村 名古屋経済大学市鄭高校

ご
悟

いながき しょう

稲 垣  翔

愛

知

県

ぃ
生
め
芽
た
田

き
清 名古屋経済大学市屯「高校

き
輝

ずか
　
一

し

井

めか
亀
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回数、年度、開催地 種 目 優  勝 準 優 勝 第3位

第1回

1972年度

(昭和47年度)

栃木県真岡市

真岡女子高等学校

1973年

(昭和48年 )

3月 日～3月 日

男子複

辰己 秀雄

杉本 重幸

(奈良市立一条・奈良)

西村 正美

梶川 博之

(富山商業・富山 )

佐野 典昭

奥野 正

(伊勢工業・二重 )

女子複

平井 佐代子

詫間 洋子

(高瀬・香川 )

山田 美根子

野中 ミチ子

(長崎商業・長崎 )

平野 美千代

瀬野 清美

(安孫子三階堂・千葉 )

男子単
西村 正美

(富山商業・富山 )

梶川 博之

(富山商業・富山 )

辰己 秀雄

(奈良市立―条・奈良)

女子単
渡辺 多喜子

(平商業・福島)

石田 尚子

(真岡女子・栃木 )

日向野 藤江

(真岡女子・栃木)

第2回

1973年度

(昭和48年度)

東京都豊島区

巣鴨女子高等学校

1974年

〈昭和49年 )

3月 23日 ～3月 24日

男子複

塚本 良―

竹中 伸行

(奈良市立―条・奈良)

伊東 勝之

佐々木 靖雄

(日 大鶴ヶ丘・東京 )

黒沢 一夫

毛利 智成

(滑川・富山)

米山 孝二

柴田 正明

(日 本大学山形・山形 )

女子複

関根 和子

大塚 ソノエ

(新潟青陵・新潟 )

植野 恵美子

秋本 美津子

(四條畷学園・大阪 )

原田 美智子

日原 禎子

(山陽女子・岡山 )

徳久 真理子

野口 泰枝

(巣鴨女子・東京 )

男子単
米山 孝二

(日 本大学山形・山形 )

菅 敏明

(喚浦・長崎 )

塚本 良一

(奈良市立―条・奈良)

黒沢 一夫

(滑川・富山 )

女子単
関根 和子

(新潟青陵・新潟 )

原田 美智子

(山陽女子・岡山 )

沢内 真由美

(新庄南・山形 )

門脇 ルリ子

(新庄南・山形 )

第3回

1974年度

(昭和49年度)

東京都世田谷区駒沢

オリンピック公園体育館

1975年

(昭和50年 )

3月 21日 ～3月 22日

男子団体 奈良 熊本 石 川 岡山

女子団体 大 阪 香川 新潟 栃木

男子複

峰 寛文

上原 明

(高松商業・香川 )

水内 浩

西川 慎―

(金沢市立工業・石川 )

吉岡 伸治

春井 善雄

(正強・奈良)

小山 敏男

井崎 典彦

(宇治山田・三重 )

女子複

植野 恵美子

石川 好子

(四條畷学園・大阪 )

水品 真由美

中沢 淳

(新潟青陵・新潟 )

水野 昌子

佐藤 弘子

(巣鴨女子・東京 )

谷口 元美

野崎 知花

(宇治山田・二重 )

男子単
冨田 章夫

(正強・奈良)

牧野 裕

(金沢市立工業・石川 )

多田 一美

(石岡第一・茨城 )

平田 重男

(倉敷工業・岡山)

女子単
北村 寿弥子

(四條畷学園・大阪 )

徳久 順子

(巣鴨女子・東京 )

山沢 圭子

(真岡女子・栃木 )

槙野 いく子

(松阪・三重 )

第4回

1975年度

(昭和50年度)

群馬県桐生市

桐生市民体育館

1976年

(昭和51年 )

3月 26日 ～3月 27日

男子団体 香川 熊本 石川 二重

女子団体 大 阪 高知 青森 静岡

男子複

小浜 充弘

諸多 博之

(奈良市立―条・奈良)

上原 明

平野 勝彦

(高松商業・香川 )

山本 浩

早川 広志

(境港工業・鳥取 )

森田 均

坂本 昌嗣

(金沢市立工業・石川 )

女子複

青木 恵子

藤井 良子

(新潟青陵・新潟 )

山本 久美

松村 佐智

(土佐女子・高知 )

河村 茂美

平久 美子

(四條畷学園・大阪 )

小子内 美智子

山下 奈々子

(千葉学園・青森 )

男子単
宍戸 隆夫

(塩釜・宮城 )

宮宇地 宏

(高松商業・香川 )

上村 秀章

(九州学院・熊本 )

西川 明夫

(七尾工業・石川 )

女子単
石川 好子

(四條畷学園・大阪 )

森下 真紀

(山陽女子・岡山 )

局野 和代

(新潟青陵・新潟 )

真喜志 俊子

(熊本信愛女学院・熊本)

栄光のあと(1)
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第5回

1976年度

(昭和51年度)

福島県郡山市

郡山市総合体育館

1977年

(昭和52年 )

3月 20日 ～3月 21日

男子団体 熊本 滋 賀 青森 香川

女子団体 大 阪 青森 富山 高知

男子複

野呂 裕紀

松月 昭

(伊勢・二重 )

丹藤 勇一

楠美 誠悦

(東奥義塾・青森 )

西山 博司

矢部 忠司

(比叡山・滋賀 )

喜良 明文

川原 美信

(柳井工業・山口)

女子複

河村 茂美

末兼 真弓

(四條畷学園・大阪 )

野中 弘美

高松 久仁子

(熊本中央女子・熊本 )

葛西 明子

山下 奈々子

(千葉学園・青森 )

梶田 百枝

田辺 淑子

(山陽女子・岡山)

男子単
上村 秀章

(九州学院・熊本 )

保科 正浩

(比叡山・滋賀 )

清水 弘幸

(金沢市立工業・石川 )

中西 功

(高松第一・香川 )

女子単
平 久美子

(四條畷学園・大阪 )

高峯 彰子

(熊本中央女子・熊本 )

児玉 和美

(千葉学園・青森 )

上林 雅子

(岩見沢東・北海道 )

第6回

1977年度

(昭和52年度)

奈良県奈良市

奈良市中央体育館

1978年

(昭和53年 )

3月 26日 ～3月 27日

男子団体 滋賀 奈良 栃木 熊本

女子団体 大 阪 熊 本 高知 栃木

男子複

須貝 英徳

五十嵐 正弘

(日 本大学山形・山形 )

保科 正浩

横田 悟司

(比叡山・滋賀 )

吉村 輝高

虎枝 寛哲

(奈良市立―条・奈良)

小野口 正

坂本 幸夫

(今市・栃木 )

女子複

北田 スミ子
合川 裕子

(四條畷学園・大阪 )

横田 悦代

佐藤 幸代

(奈良市立一条・奈良)

田村 圭香

寺田 文史

(土佐女子・高知 )

上野 加代子

高田 康子

(真岡女子・栃木 )

男子単
権藤 浩二

(九州学院・熊本 )

高崎 裕―

(高岡第一・富山)

貴田 昌史

(正強・奈良)

安福 正

(四 日市・三重 )

女子単
原口 恵子

(四條畷学園・大阪 )

大庭 かおる

(釧路商業、定・北海道 )

相良 裕美

(八代・熊本 )

清藤 和

(土佐女子・高知 )

第7回

1978年度

(昭和53年度)

東京都世田谷区駒沢

オリンピック公園体育館

1979年

(昭和54年 )

3月 23日 ～3月 24日

男子団体 熊本 茨城 奈良 香川

女子団体 大 阪 埼玉 熊本 高知

男子複

権藤 浩二

村上 英介

(九州学院・熊本 )

岡野 佳浩

小西 太

(高松商業・香川 )

貴田 昌史

古賀 勝志

(正強・奈良)

中鉢 義邦

松田 勝俊

(日 本大学山形・山形 )

女子複

北田 スミ子
冨田 美千代

(四條畷学園・大阪 )

川添 安代

高峯 和子

(熊本中央女子・熊本 )

小路 和代

宮崎 洋子

(金城・石川 )

服部 久美子

葛西 智子

(越ケ谷・埼玉 )

男子単
井上 哲章

(熊本商科大学付・熊本)

山崎 夏樹

(日 本大学鶴ヶ丘・東京)

下本寸 和永

(足羽・福井 )

松木 誠司

(高松商業・香川 )

女子単
植田 日出子

(四條畷学園・大阪 )

只野 晴美

(札幌静修・北海道 )

久保中 浩子

(八代白百合・熊本 )

村松 早苗

(金沢向陽・石川 )

第8回

1979年度

(昭和54年度)

栃木県真岡市

真岡市総合体育館

1980年

(昭和55年 )

3月 24日 ～3月 25日

男子団体
今市

(栃木 )

横浜立野

(神奈川 )

九州学院

(熊本 )

高知商業

(高知 )

女子団体
熊本中央女子

(熊本 )

高松中央

(香川 )

新潟青陵

(新潟 )

千葉学園

(青森 )

男子複

大島 正志

大堀 円

(今市・栃木 )

山本 裕幸

馬杉 武司

(比叡山・滋賀 )

鈴木 洋史

阿部 浩志

(山形市立商業・山形 )

青木 隆久

西江 均

(東岡山工業・岡山 )

女子複

高峯 和子

井村 由美

(熊本中央女子・熊本 )

野上 満子

山内 美子

(新潟青陵・新潟 )

松田 全代

新木 千織

(四條畷学園・大阪 )

荒川 圭子

平間 真由美

(小山城南・栃木 )

大島 正志

(今市・栃木 )

山本 裕幸

(比叡山・滋賀 )

井上 哲章

(熊本商科大学付・熊本 )

井上 哲也

(足羽・福井 )

女子単
野上 満子

(新潟青陵・新潟 )

陣内 貴美子

(熊本中央女子・熊本 )

平間 真由美

(小山城南・栃木)

高島 満里子

(高松西・香川 )
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第9回

1980年度

(昭和55年度)

滋賀県大津市

皇子が山公園体育館

1981年

(昭和56年 )

3月 28日 ～3月 29日

男子団体
比叡山

(滋賀 )

金沢市立工業

(石川 )

伊勢工業

(三重 )

奈良市立一条

(奈良)

女子団体
高岡女子

(富山 )

四條畷学園

(大阪 )

熊本中央女子

(熊本 )

小山城南

(栃木 )

男子複

松野 修二

宮 健次

(日 川・山梨 )

片岡 泰

辻田 泰昌

(比叡山・滋賀 )

佐々木 朝幸

葛西 孝輝

(東奥義塾。青森 )

前田 忠則

斎藤 郁

(足羽・福井 )

女子複

山内 美子

石橋 咲知子

(新潟青陵・新潟 )

新木 千織

松田 太嘉子

(四條畷学園・大阪 )

井村 由美

高峯 尚子

(熊本中央女子・熊本 )

平間 真由美

猪瀬 美津枝

(小山城南・栃木 )

男子単
松野 修二

(日 川・山梨 )

松浦 進二

(草津・滋賀 )

村松 博

(金沢市立工業・石川 )

伊東 幸男

(九州学院・熊本 )

女子単
平間 真由美

(小山城南・栃木 )

山内 佳子

(高松中央・香川 )

竹原 桂子

(山陽女子・岡山)

小池 かおり

(千葉学園・青森 )

第10回

1981年度

(昭和56年度 )

群馬県桐生市

桐生市民体育館

1982年

(昭和57年 )

3月 27日 ～3月 28日

男子団体
比叡山

(滋賀 )

奈良市立―条

(奈良)

桐生市立商業

(群馬)

九州学院

(熊本 )

女子団体
熊本中央女子

(熊本 )

四條畷学園

(大阪 )

滋賀女子

(滋賀 )

高松中央

(香川 )

男子複

辻田 泰昌

杉本 吉男

(比叡山・滋賀 )

斎藤 郁

海道 佳伸

(足羽・福井 )

江原 均

横尾 宣幸

(石岡第一・茨城 )

片桐 哲也

藤咲 勇一

(桐生市立商業・群馬 )

女子複

高峯 尚子

青木 きよみ

(熊本中央女子・熊本 )

松田 太嘉子

押切 美喜

(四條畷学園・大阪 )

相馬 由美子

野村 裕子

(弘前聖愛・青森 )

大石 千秋

松本 洋子

(長沼・北海道 )

男子単
柳谷 辰哉

(弘前南・青森 )

西川 勉

(比叡山・滋賀 )

植野 真澄

(高松西・香川 )

山尾 克則

(金沢市立工業・石川 )

女子単
森山 弘美

(熊本信愛女学院・熊本 )

伏喜 由美子

(高岡女子・富山)

永井 明美

(高松中央・香川 )

中島 真美

(新島学園・群馬)

第11回

1982年度

(昭和57年度 )

島根県松江市

松江市総合体育館

1983年

(昭和58年 )

3月 26日 ～3月 27日

男子団体
比叡山

(滋賀 )

奈良市立一条

(奈良)

九州学院

(熊本 )

金沢市立工業

(石川 )

女子団体
熊本信愛女学院

(熊本 )

千葉学園

(青森 )

四條畷学園

(大阪 )

上尾

(埼玉 )

男子複

川本 英明

林 謙―

(九州学院・熊本 )

加藤 安史

長谷川 典靖

(日 本大学山形・山形 )

沖 貞雄

高橋 和也

(柳井工業・山口)

宮 康二

千葉 明

(日 川・山梨 )

女子複

鴻原 春美

新木 貴子

(四條畷学園・大阪 )

原田 真理恵

本田 みどり

(新潟青陵・新潟 )

北本 久美子

袴田 かなみ

(千葉学園・青森 )

青木 きよみ

田代 裕子

(熊本中央女子・熊本 )

男子単
見市 昌弘

(奈良市立一条・奈良)

宮 康二

(日 川・山梨 )

嶋田 隆志

(金沢市立工業・石川)

川本 英明

(九州学院・熊本)

女子単
上村 美香

(熊本信愛女学院・熊本 )

北本 久美子

(千葉学園・青森)

岡田 由美

(金城・石川 )

鴻原 春美

(四條畷学園。大阪)

1第 12回

H983年 度

|(昭和58年度)

1栃木県足利市

足利市民体育館

1984年

(昭和59年 )

3月 24日 ～3月 26日

男子団体
比叡山

(滋賀 )

小松原

(埼玉 )

東奥義塾

(青森 )

九州学院

(熊本 )

女子団体
熊本信愛女学院

(熊本 )

上尾

(埼玉 )

千葉学園

(青森 )

四條畷学園

(大阪 )

男子複

鶴田 直行

林 謙―

(九州学院・熊本 )

松本 仁志

江藤 裕樹

(比叡山・滋賀 )

角谷 淳―

寺崎 明

(札幌第一・北海道 )

福田 和浩

石橋 隆

(小松原・埼玉 )

女子複

清水 尚美

田島 志乃

(熊本中央女子・熊本 )

新木 貴子

今村 薫

(四條畷学園・大阪 )

り|1端  カロ世

岡田 真澄

(金沢二水・石川 )

徳光 由美子

谷地 春子

(千葉学園・青森 )

男子単
江藤 裕樹

(比叡山・滋賀 )

佐藤 輝行

(足羽・福井 )

角谷 淳一

(札幌第一・北海道 )

越後 久夫

(作新学院・栃木 )

女子単
新木 貴子

(四條畷学園・大阪 )

今野 裕子

(上尾・埼玉 )

徳光 由美子

(千葉学園・青森)

堀 正枝

(金沢二水・石川 )

栄光のあと(3)
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第13回

1984年度

(昭和59年度 )

石川県金沢市

石川県体育館

1985年

(昭和60年 )

3月 29日 ～3月 31日

男子団体
小松原

(埼玉 )

金沢市立工業

(石川 )

比叡山

(滋賀 )

柳井工業

(山 口)

女子団体
熊本中央女子

(熊本 )

新潟青陵

(新潟 )

小山城南

(栃木 )

千葉学園

(青森 )

男子複

中川 守

西島 弘幸

(金沢市立工業・石川 )

気谷 篤人

山本 明彦

(金沢市立工業・石川 )

生井沢 勝美

立本 敬人

(上尾・埼玉 )

岡田 政朗

稲田 滋訓

(東海・愛知 )

女子複

田島 志乃

田代 美智代

(熊本中央女子・熊本 )

西田 美智子

横手 智恵美

(千葉学園・青森 )

関 富子

古宇田 八重子

(小山城南・栃木 )

佐々木 道子

六郷 由香

(愛知淑徳・愛知 )

男子単
生井沢 勝美

(上尾・埼玉 )

佐藤 輝行

(足羽・福井 )

住吉 勇人

(伊東商業・静岡)

濱北  |千口彦

(熊本商科大付・熊本 )

女子単
田島 志乃

(熊本中央女子・熊本 )

西田 美和子

(千葉学園・青森 )

一木 千代乃

(金城・石川 )

佐々木 道子

(愛知淑徳・愛知 )

第14回

1985年度

(昭和60年度)

沖縄県那覇市

奥武山体育館

1986年

(昭和61年 )

3月 26日 ～3月 28日

男子団体
上尾

(埼玉 )

比叡山

(滋賀 )

金沢市立工業

(石川 )

熊本商科大付

(熊本 )

女子団体
八幡大学附属

(福岡)

上尾

(埼玉 )

熊本信愛女学院

(熊本 )

常総学院

(茨城 )

男子複

中川 敏治

町田 文彦

(上尾・埼玉 )

藤島 誠孝

石田 満

(金沢市立工業・石川 )

大谷 誠二

岸尾 浩行

(奈良市立―条・奈良 )

小本 義久

中村 伸哉

(九州学院・熊本 )

女子複

松尾 知美

毛利 千秋

(熊本信愛女学院・熊本 )

松本 啓子

小松崎 美恵

(常総学院・茨城 )

大村 和代

長井 麻紀

(夙川学院・兵庫 )

平間 由紀

乳井 智秋

(千葉学園・青森 )

男子単
町田 文彦

(上尾・埼玉)

山口 哲浩

(比叡山・滋賀)

諏訪 隆博

(勝山・福井 )

小本 義久

(九州学院・熊本 )

女子単
捧 匡子

(新潟青陵・新潟 )

利川 貴子

(四條畷学園・大阪 )

秋元 美佐緒

(上尾・埼玉 )

田村 富士美

(八幡大学附属・福岡 )

第15回

1986年度

(昭和61年度)

北海道帯広市

帯広市総合体育館

帯広の森体育館

1987年

(昭和62)

3月 26日 ～3月 28日

男子団体
比叡山

(滋賀 )

熊本商科大付

(熊本 )

日川

(山梨 )

上尾

(埼玉 )

女子団体
四條畷学園

(大阪 )

熊本中央女子

(熊本 )

小山城南

(栃木 )

高岡女子

(富山)

男子複

石井 隆

関根 英勝

(越谷南・埼玉 )

斎藤 佳晴

佐賀 史昭

(作新学院・栃木 )

本山 秀昭

安本 恭宏

(熊本商科大付・熊本 )

鈴木 草麻生

中橋 一晃

(比叡山・滋賀 )

女子複

中原 敬子

甲斐 美和

(熊本中央女子・熊本 )

利川 貴子

岩田 良子

(四條畷学園・大阪 )

鬼沢 絹代

塚沢 昌子

(常総学院・茨城 )

捧 匡子

高橋 朱美

(新潟青陵・新潟 )

男子単
鈴木 草麻生

(比叡山・滋賀 )

本山 秀昭

(熊本商科大付・熊本 )

渡辺 清一

(花北商業・岩手 )

佐賀 史昭

(作新学院・栃木 )

女子単
乳井 智秋

(千葉学園・青森)

捧 匡子

(新潟青陵。新潟 )

利川 貴子

(四條畷学園・大阪 )

磯崎 京美

(昭和女子・大分 )

第16回

1987年度

(昭和62年度 )

兵庫県宝塚市

宝塚市立スポーツ

センター体育館

1988年

|(昭和63年 )

13月 24日 ～3月 27日

男子団体
上尾

(埼玉 )

金沢市立工業

(石川 )

札幌第一

((南)北海道 )

常総学院

(茨城 )

女子団体
熊本中央女子

(熊本 )

四條畷学園

(大阪 )

常総学院

(茨城 )

千葉学園

(青森 )

男子複

大谷 知昌

内村 岡1

(上尾・埼玉 )

藤本 謙治

村井 秀樹

(札幌第一。(南)北海道 )

平井 肇

福知 俊治

(比叡山・滋賀 )

高村 誠也

境 恵司

(熊本商科大付・熊本 )

女子複

中原 敬子

甲斐 美和

(熊本中央女子・熊本 )

新木 美志子

岩田 良子

(四條畷学園・大阪 )

吉田 悦子

小泉 友紀

(園田学園・兵庫 )

物井 あゆみ

沼口 慶子

(常総学院・茨城 )

男子単
須賀 隆弘

(上尾・埼玉 )

桜井 敬大

(滝川工業・(北)北海道 )

工藤 忠和

(札幌第一・(南)北海道 )

塩谷 真樹

(金沢市立工業・石川 )

女子単
宮村 愛子

(熊本中央女子・熊本 )

水井 妃佐子

(四條畷学園・大阪 )

仲山 美奈

(小山城南・栃木 )

赤尾 香

(昭和女子・大分 )

栄光のあと(4)

-53-



第3位回数、年度、開催地 種 目 優  勝 準 優 勝

男
熊本商科大付

(熊本 ) ((南)北海道 )

比叡山

(滋賀 )

常総学院

(茨城 )

女子団
熊本中央女子

(熊本 )

四條畷学園

(大阪 )

埼玉栄

(埼玉 )

佐賀女子

(佐賀 )

田上 厚志

本田 和裕

(熊本商科大付・熊本 )

藤島 浩司

紺谷 幸―

(金沢市立工業・石川 )

男子複

片山 卓哉

久保田 雄三

(越谷南・埼玉 )

佐藤 嘉伸

郷路 ―郎

(札幌第一・(南 )北海道 )

女子複

宮村 愛子

松田 治子

(熊本中央女子・熊本 )

坂田 美佐

水井 妃佐子

(四條啜学園・大阪 )

阿由葉 純代

加藤 美香

(前橋東・群馬) (千葉学園・青森)

輪

美

美

圭

名

江

蝦

溝

男子単
磯部 和弘

(常総学院・茨城 )

霜上 和宏

(熊本商科大付・熊本 )

金城 勉

(糸満・沖縄)

小河原 崇

(比叡山・滋賀 )

(昭和63年度)

木県宇都宮市

月25日 ～3月 28日

17回

988年度

県体育館

989年

(平成元年)

女子単
宮村 愛子

(熊本中央女子・熊本 )

水井 妃佐子

(四條畷学園・大阪 )

小泉 友紀

(園田学園・兵庫 )

和田 幸子

(小山城南・栃木 )

男子団体
熊本商科大付

(熊本 )

常総学院

(茨城 )

比叡山

(滋賀 )

千葉敬愛

(千葉 )

女子団体
熊本信愛女学院

(熊本 )

埼玉栄

(埼玉 )

常総学院

(茨城 )

佐賀女子

(佐賀 )

男子複

大多 晴久

石本 明男

(金沢市立工業・石川 )

蓑 浩之

山形 誠

(関東第一・東京 )

林 貴昭

町田 征央

(項浦・長崎 )

本田 和裕

岡音F英朗
(熊本商科大付・熊本 )

女子複

渡邊 真由美

阪本 雅子

(熊本信愛女学院・熊本 )

篠原 久子

寺尾 美紀

(佐賀女子・佐賀)

小吹 夏子

堤 員由美

(常総学院・茨城 )

西田 実友貴

下川 英里

(比叡山・滋賀 )

男子単
本田 和裕

(熊本商科大付・熊本 )

棟居 秀行

(柳井工業・山口)

中野 圭昌

(勝山・福井 )

岸田 明宏

(此花学院・大阪 )

1989年度

(平成元年度)

スポーツセンター

月26日 ～3月 29日

1990年

(平成2年 )

女子単
井田 貴子

(埼玉栄・埼玉)

松田 洋子

(四條畷学園

阪本 雅子

愛女学院・熊本 )

青木 美代子

(佐屋・愛知)

男子団体
常総学院

(茨城 )

金沢二水

(石川 )

関東第一

(東京 )

上尾

(埼玉 )

女子団体
常総学院

(茨城 )

聖ウルスラ学院

(宮城 )

淑徳巣鴨

(東京 )

熊本中央女子

(熊本 )

男子複

福田 茂

片岡 直茂

(芦北・熊本 )

水沢 直哉

福田 光伸

(札幌第一・(南 )北海道 )

星 拓磨

米田 和典

(旭川工業・(北 )北海道 )

太田 慎二

石橋 秀法

(千葉敬愛・千葉 )

女子複

河口 奈緒美

酒井 美智子

(富山商業・富山)

橋本 淳子

山田 裕美

(聖ウルスラ学院・宮城 )

佐藤 純子

川崎 由紀子

(常総学院・茨城 )

下村 絵里

梅沢 千春

(藤園女子・富山)

男子単
片岡 直茂

(芦北・熊本 )

佳

馬

章

・君(前橋東

平 間 石本 明男

(金沢市立工業・石川)

水沢 直哉

(札幌第一・(南)北海道)

月24日 ～3月 27日

9回

県高岡市

民体育館

991年

(平成3年 )

1990年度

(平成2年度)

女子単
(富山商業・ 山

河口 奈緒美 佐藤 純子

(常総学院・茨城 )

宮村 亜貴子

中央女子・熊本 )

松田 洋子

阪 )

男子団体
アヨ
:ヨ

ヒ

(熊本 )

関東第一

(東京 )

札幌第一

((南)北海道 )

大 蔭

(大阪 )

女子団体
常総学院

(茨城 )

聖ウルスラ学院

(宮城 )

金沢向陽

(石川 )

熊本信愛女学院

(熊本)

男子複

女子複

男子単

1992年

(平成4年 )

3月 25日 ～3月 28日

県宇都宮市

体育館

育館

体育館

第20回

1991年度

(平成3年度)

女子単

第20回記念大会のため、個人戦は実施せず

栄光のあと(5)

-54-
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1第 21回

1992年度

(平成4年度)

新潟県新潟市

新潟市体育館

鳥屋野総合体育館

1993年

(平成5年 )

3月 24日 ～3月 27日

男子団体
常総学院

(茨城 )

高松商業

(香川 )

関東第一

(東京 )

越谷南

(埼玉 )

女子団体
四條畷学園

(大阪 )

熊本信愛女学院

(熊本 )

常総学院

(茨城 )

聖ウルスラ学院

(宮城 )

男子複

樋渡 順也

矢部 正博

(常総学院・茨城 )

井野 嘉久

―宮 孝―

(札幌第一・(南 )北海道 )

宇野 政弘

横井 弘招

(尽誠学園・香川 )

金田 真―

稲見 英哲

(宇都宮工業・栃木)

女子複

増茂 孝枝

中山 智香子

(旭川実業・(北 )北海道 )

水井 泰子

川口 桐香

(四條畷学園・大阪 )

吉冨 桂子

岩本 麻衣子

(精華女子・福岡)

貴田 泉

庄子 絵美

(聖ウルスラ学院・宮城 )

男子単
吉川 大助

(高松商業・香川 )

草井 篤

(瀬戸南・岡山)

三浦 公雄

(県立岐阜商業・岐阜)

―宮 孝―

(札幌第一・(南)北海道 )

女子単
水井 泰子

(四條畷学園・大阪 )

中山 智香子

(旭川実業・(北 )北海道 )

松王 峰代子

(山陽女子・岡山)

貴田 泉

(聖ウルスラ学院・宮城 )

第22回

1993年度

(平成5年度)

愛知県大府市

大府市民体育館

1994年

(平成6年 )

3月 24日 ～3月 27日

男子団体
常総学院

(茨城 )

比叡山

(滋賀 )

宇都宮南

(栃木 )

上尾

(埼玉 )

女子団体
聖ウルスラ学院

(宮城 )

常総学院

(茨城 )

九州国際大付

(福岡)

四天王寺

(大阪 )

男子複

酒井 将之

中島 篤

(近江兄弟社・滋賀 )

宮本 和宏

松嘉 勇輔

(不二越工業・富山)

下鳥 洋樹

高嶋 進

(常総学院・茨城 )

小澤 旭

秋山 龍修

(九州共立大八幡・福岡)

女子複

武富 いず美

田中 美保

(佐賀女子・佐賀 )

三個 良子

加藤 真知子

(富山商業・富山 )

渡辺 こず絵

中 麻依子

(前橋東・群馬)

佐々木 由美

木村 美和

(比叡山・滋賀 )

男子単
酒井 将之

(近江兄弟社・佐賀 )

山田 英孝

(上尾・埼玉 )

神谷 仁士

(高岡工芸・富山)

秋山 龍修

(九州共立大八幡・福岡 )

女子単
山田 潤子

(高岡女子・富山)

田中 美保

(佐賀女子・佐賀 )

吉武 由加里

(九州国際大付・福岡)

市橋 美紀

(四條畷学園・大阪 )

第23回

1994年度

(平成6年度)

埼玉県上尾市

上尾運動公園体育館

1995年

(平成7年 )

3月 25日 ～3月 28日

男子団体
常総学院

(茨城 )

比叡山

(滋賀 )

金沢市立工業

(石川 )

八代東

(熊本 )

女子団体
金沢向陽

(石川 )

高岡女子

(富山 )

精華女子

(福岡)

埼玉栄

(埼玉)

男子複

平山 卓哉

福島 毅之

(関東第一・東京 )

中村 憲尚

増田 敏雄

(上尾・埼玉 )

青木 孝徳

山田 浩史

(常総学院・茨城 )

徳坂 渉

舛田 圭太

(金沢市立工業・石川 )

女子複

山崎 雅美

梶原 景子

(昭和女子・大分 )

吉冨 明子

大石 瞳

(精華女子・福岡 )

渡辺 夕子

斎藤 和美

(日 本橋女学館・東京 )

標 千春

本田 恵

(千葉学園・青森 )

男子単
松本 徹

(比叡山・滋賀)

中村 憲尚

(上尾・埼玉 )

青木 孝徳

(常総学院・茨城 )

馬木 智一

(札幌第一。(南)北海道 )

女子単
山田 潤子

(高岡女子・富山)

大坂 千尋

(常総学院・茨城 )

井川 里美

(埼玉栄・埼玉 )

岩松 絵理子

(旭川実業・(北)北海道 )

第24回

1995年度

(平成7年度)

北海道札幌市

北海道立札幌中島

体育センター別館

1996年

(平成8年 )

3月 24日 ～3月 27日

男子団体
常総学院

(茨城 )

札幌第一

((南)北海道 )

八代東

(熊本 )

上尾

(埼玉 )

女子団体
熊本信愛女学院

(熊本)

札幌静修

((南)北海道 )

旭川実業

((北)北海道 )

精華女子

(福岡)

男子複

尾形 悟史

藤田 真人

(常総学院・茨城 )

川口 馨士

杉島 学

(比叡山・滋賀 )

佐藤 祐亮

三上 裕司

(札幌第一・(南)北海道 )

沈 逸文

竹俣 洋平

(尚志・福島)

女子複

杉浦 美幸

永峰 弘子

(熊本信愛女学院・熊本 )

井川 里美

岩脇 史

(埼玉栄・埼玉)

伴 宏美

二瓶 志津香

(札幌静修・(南)北海道 )

堀 哲子

奥村 亜紀代

(金沢向陽・石川 )

男子単
沈 逸文

(尚志・福島 )

舛田 圭太

(金沢市立工業・石川 )

大東 忠司

(八代東・熊本 )

川口 馨士

(比叡山・滋賀 )

女子単
三宅 直子

(大分女子・大分 )

森 かおり

(九州国際大付・福岡 )

堀 哲子

(金沢向陽・石川 )

張 薇薇

(尚志・福島 )

栄光のあと(6)
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第25回

1996年度

(平成8年度)

京都府長岡京市

長岡京記念文化会館

西山公園体育館

日向市民体育館

大山崎町体育館

1997年

(平成9年 )

3月 25日 ～3月 28日

男子団体
上尾

(埼玉 )

八代東

(熊本 )

常総学院

(茨城 )

金沢市立工業

(石川 )

女子団体
埼玉栄

(埼玉 )

熊本中央女子

(熊本 )

九州国際大付

(福岡 )

日本橋女学館

(東京 )

男子複

第25回記念大会のため、個人戦は実施せず
女子複

男子単

女子単

第26回

1997年度

(平成9年度)

東京都世田谷区駒沢

オリンピック公園体育館

オリンピック屋内体育館

1998年

〈平成10年 )

3月 21日 ～3月 24日

男子団体
八代東

(熊本 )

九州国際大付

(福岡 )

金沢市立工業

(石川 )

比叡山

(滋賀 )

女子団体
精華女子

(福岡)

日本橋女学館

(東京 )

金沢向陽

(石川 )

高岡西

(富山)

男子複

大東 真也

中村 寿史

(八代東・熊本 )

桜井 勝仁

芦田 寛

(北越・新潟 )

安徳 和哉

二宮 和敬

(高松商業・香川 )

梅本 修平

松本 紘二

(比叡山・滋賀 )

女子複

末綱 聡子

赤尾 美代

(昭和女子・大分 )

中内 景子

』起本寸 カロ月雲

(九州国際大付・福岡)

向 恵子

田島 史子

(近江兄弟社・滋賀 )

黒川 加奈子

戸城 千明

(香川中央・香川 )

男子単
平山 正史

(上尾・埼玉 )

三上 紘由

(宮城県工業・宮城 )

大東 真也

(八代東・熊本 )

池田 信太郎

(九州国際大付・福岡)

女子単
安城 美華

(四天王寺・大坂 )

松尾 美穂子

(九州国際大付・福岡)

田上 千晴

(熊本信愛女学院・熊本 )

寺本 悦子

(聖ウルスラ学院・宮城 )

第27回

1998年度

(平成10年度)

岩手県岩手郡滝沢村

滝沢村総合公園体育館

1999年

(平成11年 )

3月 26日 ～3月 29日

男子団体
関東第一

(東京 )

八代東

(熊本 )

比叡山

(滋賀 )

札幌第一

((南 )北海道 )

女子団体
熊本信愛女学院

(熊本 )

九州国際大付

(福岡 )

金沢向陽

(石川 )

埼玉栄

(埼玉)

男子複

稲垣 翔悟

谷口 斉

(比叡山・滋賀 )

垣内 大輔

岡野 史裕

(作新学院・栃木 )

山下 淳

度瀬 雅士

(金沢市立工業・石川 )

茂見 祥平

山隈 芳章

(八代東・熊本 )

女子複

田上 千晴

松本 舞子

(熊本信愛女学院・熊本 )

赤尾 美代

赤尾 亜希

(昭和女子・大分 )

高木 さやか

川島 彩

(滋賀女子・滋賀 )

守屋 仁美

谷口 貴美

(山陽女子・岡山 )

男子単
佐藤 翔治

(関東第一・東京)

茂見 祥平

(八代東・熊本)

前田 丈博

(高松商業・香川)

山下 淳

(金沢市立工業・石川)

女子単
赤尾 美代

(昭和女子・大分 )

謝

(本庄第一・埼玉 )

田上 千晴

(熊本信愛女学院・熊本 )

寺本 悦子

(聖ウルスラ学院・宮城)

1第 28回

11999年度

|(平成11年度)

岐阜県各務原市

各務原市総合体育館

2000年

(平成12年 )

3月 25日 ～3月 28日

男子団体
関東第一

(東京 )

高岡工芸

(富山)

常総学院

(茨城 )

八代東

(熊本 )

女子団体
埼玉栄

(埼玉 )

滋賀女子

(滋賀 )

長崎女子

(長崎 )

県立岐阜商業

(岐阜)

男子複

槙野 貴行

菊田 学

(常総学院・茨城 )

守田 喬

斎藤 大吾

(九州国際大付・福岡)

早坂 幸平

石田 圭太

(札幌第一・(南)北海道 )

川前 直樹

諸多 大輔

(柏原・大阪 )

女子複

佐野 志緒梨

金上 路子

(聖ウルスラ学院・宮城 )

松田 友美

宇津 早也香

(長崎女子・長崎 )

田井 紀子

梅津 知恵

(金沢向陽・石川 )

下野 鈴佳

小椋 久美子

(四天王寺・大阪 )

男子単
榎本 良永

(比叡山・滋賀 )

川前 直樹

(柏原。大阪 )

早坂 幸平

(札幌第一・(南 )北海道 )

佐々木 翔

(関東第一・東京 )

女子単
楊 藷琳

(青森山田。青森)

広岡 まり香

(埼玉栄・埼玉 )

小椋 久美子

(四天王寺・大阪 )

後藤 愛

(県立岐阜商業・岐阜 )

栄光のあと(7)
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第29回

2000年度

(平成12年度 )

宮城県塩竃市

塩竃市体育館

2001年

(平成13年 )

3月 24日 ～3月 27日

男子団体
関東第一

(東京 )

埼玉栄

(埼玉 )

水島工業

(岡山)

八代東

(熊本 )

女子団体
県立岐阜商業

(岐阜 )

青森山田

(青森 )

滋賀女子

(滋賀 )

四天王寺

(大阪 )

男子複

劉 志遠

平田 典靖

(高岡工芸・富山 )

斉藤 元伸

堤 敦史

(埼玉栄・埼玉 )

岩脇 峰生

西浦 和広

(青森山田・青森 )

森田 広貴

斉藤 篤史

(福岡大学附属大濠・福岡)

女子複

楊 語琳

廣瀬 栄理子

(青森山田・青森 )

多谷 郁恵

早川 由希子

(滋賀女子・滋賀 )

宇津 早也香

小森 美希

(長崎女子・長崎 )

服部 麻衣

倉満 一美

(昭和女子・大分 )

男子単
劉 志遠

(高岡工芸・富山 )

2三本寸 IE禾ロ

(八代東・熊本 )

三上 真秀

(帯広大谷・(北)北海道 )

鍋 佳平

(青森山田・青森 )

女子単
対 晶

(高岡龍谷・富山)

小椋 久美子

(四天王寺・大阪 )

廣瀬 栄理子

(青森山田・青森 )

多谷 郁恵

(滋賀女子・滋賀 )

第30回

2001年度

(平成13年度)

長崎県長崎市

長崎県総合体育館

大村市体育文化センター

2002年

(平成14年 )

3月 23日 ～3月 26日

男子団体
関東第一

(東京 )

埼玉栄

(埼玉 )

八代東

(熊本 )

札幌第一

((南)北海道 )

女子団体
青森山田

(青森 )

埼玉栄

(埼玉 )

九州国際大付属

(福岡)

県立岐阜商業

(岐阜 )

男子複

第30回記念大会のため、個人戦は実施せず
女子複

男子単

女子単

第31回

2002年度

(平成14年度)

静岡県富士宮市

富士宮市体育館

2003年

(平成15年 )

3月 21日 ～3月 24日

男子団体
埼玉栄

(埼玉 )

関東第一

(東京 )

八代東

(熊本 )

比叡山

(滋賀 )

女子団体
星陵

(静岡)

熊本中央

(熊本 )

聖ウルスラ学院

(宮城 )

青森山田

(青森 )

男子複

高木 洋平

松本 久雄

(関東第一・東京 )

黒田 俊明

中尾 祐介

(埼玉栄・埼玉 )

多谷 公志

早川 賢一

(比叡山・滋賀 )

比内 恭兵

佐藤 裕樹

(東奥学園・青森 )

女子複

吉村 征美

前田 美順

(熊本中央・熊本 )

伊東 可奈

梨木 春花

(金沢向陽・石川 )

臼井 裕子

三輪 紗弥香

(県立岐阜商業・岐阜 )

馬上 愛実

冨島 道子

(上尾・埼玉 )

男子単
数野 健太

(比叡山・滋賀 )

遠藤 大由

(小松原・埼玉 )

川内 崇士

(青森山田・青森)

黒瀬 尊敏

(高岡工芸・富山 )

女子単
平山 優

(聖ウルスラ学院。宮城 )

松尾 静香

(此花学院・大阪 )

神 ゆかり

(淑徳巣鴨・東京 )

金森 裕子

(星陵・静岡 )

第32回

2003年 度

(平成15年度)

山口県山口市

山口市民会館

山口県維新百年記念公園

山口県スポーツ文化センター

2004年

(平成16年 )

13月 25日 ～3月 28日

男子団体
関東第一

(東京 )

埼玉栄

(埼玉 )

八代東

(熊本 )

比叡山

(滋賀 )

女子団体
此花学院

(大阪 )

青森山田

(青森 )

金沢向陽

(石川 )

札幌静修

((南 )北海道 )

男子複

早川 賢一

早崎 修平

(比叡山・滋賀 )

三瓶 明

加納 翼

(札幌第一・(南)北海道 )

安村 達二

竹内 雅明

(関東第一・東京 )

辻井 悠介

山岡 悠二

(久居・二重 )

女子複

永野 陽子

工藤 亜紀

(札幌静修。(南)北海道 )

岡 ひとみ

西 郁美

(熊本中央・熊本 )

今別府 香里

大田 佳奈

(青森山田・青森 )

松尾 静香

恵良 由里亜

(此花学院・大阪 )

男子単
遠藤 大由

(小松原・埼玉 )

堀川 善生

(関東第一・東京 )

佐伯 祐行

(水島工業・岡山 )

高島 雅彦

(札幌第一・(南)北海道 )

女子単
松尾 静香

(此花学院・大阪 )

岡 ひとみ

(熊本中央・熊本 )

関谷 真由

(九州国際大学付属・福岡)

今別府 香里

(青森山田・青森 )

栄光のあと(8)
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第33回

2004年度

(平成16年度 )

愛媛県松山市

松山市総合

コミュニティーセンター

2005年

(平成17年 )

3月 24日 ～3月 27日

男子団体
埼玉栄

(埼玉 )

水島工業

(岡山)

比叡山

(滋賀 )

青森山田

(青森 )

女子団体
青森山田

(青森 )

金沢向陽

(石川 )

埼玉栄

(埼玉 )

聖ウルスラ学院

(宮城 )

男子複

大滝 涼太

安田 敬之

(柏原。大阪 )

三橋 智希

林 純司

(埼玉栄・埼玉 )

松浦 翔

鈴木 大裕

(青森山田・青森 )

斉藤 祐司

斉藤 真弘

(足羽・福井 )

女子複

浜中 麻亜子

樽野 恵

(金沢向陽・石川 )

川西 ゆかり

岸本 真美

(香川中央・香川)

伊藤 小菜美

村山 絵理花

(聖ウルスラ学院・宮城 )

江淵 愛美

金山 友萌

(高岡西・富山 )

男子単
佐伯 祐行

(水島工業・岡山 )

高島 雅彦

(札幌第一・(南 )北海道 )

松川 直弘

(勝山・福井 )

上田 拓馬

(埼玉栄・埼玉 )

女子単
藤井 瑞希

(青森山田・青森 )

江淵 愛美

(高岡西・富山 )

井上 春奈

(埼玉栄・埼玉 )

奥 幸那

(県立岐阜商業・岐阜 )

第34回

2005年度

(平成17年度 )

福井県敦賀市

敦賀市総合運動公園体育館

2006年

(平成18年 )

3月 24日 ～3月 27日

男子団体
埼玉栄

(埼玉 )

八代東

(熊本 )

柏原

(大阪 )

勝山

(福井 )

女子団体
金沢向陽

(石川 )

青森山田

(青森)

埼玉栄

(埼玉 )

聖ウルスラ英智

(宮城 )

男子複

田児 賢―

松丸 一輝

(埼玉栄・埼玉 )

園田 啓悟

嘉村 健士

(八代東・熊本 )

川下 岡1士

西澤 潤

(比叡山・滋賀 )

松川 直弘

笹木 里司

(勝山・福井 )

女子複

藤井 瑞希

垣岩 令佳

(青森山田・青森 )

樽野 恵

木村 唯菜

(金沢向陽・石川 )

石川 育実

中原 唯衣

(伊勢崎清明・群馬)

伊藤 小菜美

村山 絵理花

(聖ウルスラ英智・宮城 )

男子単
田児 賢―

(埼玉栄・埼玉 )

井谷 和弥

(柏原・大阪 )

湯谷 亮介

(鳥取工業・鳥取)

武山 修三

(八代東・熊本 )

女子単
樽野 恵

(金沢向陽・石川 )

野尻野 匡世

(尚志・福島)

藤井 瑞希

(青森山田・青森)

田村 千秋

(昭和学園・大分 )

第35回

2006年 度

(平成18年度)

北海道札幌市

北海道立総合体育センター

きたえ―る

2007年

(平成19年 )

3月 25日 ～3月 28日

男子団体
埼玉栄

(埼玉 )

熊本県立八代東

(熊本 )

関東第一

(東京 )

比叡山

(滋賀 )

女子団体
青森山田

(青森 )

埼玉県立越谷南

(埼玉 )

聖ウルスラ英智

(宮城 )

九州国際大学付属

(福岡 )

男子複

第35回記念大会のため、個人戦は実施せず
女子複

男子単

女子単

1第 36回

12007年度

|(平成19年度)

1大分県日田市
'日
田市総合体育館

昭和学園高校体育館

2008年

(平成20年 )

3月 22日 ～3月 25日

男子団体
埼玉栄

(埼玉 )

比叡山

(滋賀 )

東大阪大学柏原

(大阪 )

関東第一

(東京 )

女子団体
聖ウルスラ英智

(宮城 )

青森山田

(青森 )

埼玉栄

(埼玉 )

とわの森三愛

(南北海道)

男子複

矢部 拓也

村上 俊

(比叡山・滋賀 )

千京 尚将

川西 俊也

(勝山・福井 )

辻 博明

新 浩平

(金沢市立工業・石川 )

北島 翼

中野 忠昭

(青森山田・青森)

女子複

高橋 礼華

松友 美佐紀

(聖ウルスラ英智・宮城 )

橋本 由衣

米本 小春

(青森山田・青森 )

西 友里

久後 あすみ

(四天王寺・大阪 )

村岡 尚美

横山 めぐみ

(八代白百合・熊本 )

男子単
和田 周

(埼玉栄・埼玉 )

木戸 道治

(関東第一・東京 )

末松 純

(福岡大大濠・福岡 )

千京 尚将

(勝山・福井 )

女子単
三谷 美菜津

(金沢向陽・石川 )

松友 美佐紀

(聖ウルスラ英智・宮城 )

橋本 由衣

(青森山田・青森 )

山本 しずか

(加古川東・兵庫 )

栄光のあと(9)
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第37回

2008年度

(平成20年度)

新潟県新潟市

新潟市東総合スポーツセンター

2009年

(平成21年 )

3月 24日 ～3月 27日

男子団体
埼玉栄

(埼玉 )

八代東

(熊本 )

関東第一

(東京 )

札幌第一

((南)北海道 )

女子団体
聖ウルスラ英智

(宮城 )

青森山田

(青森 )

新潟青陵

(新潟 )

埼玉栄

(埼玉)

男子複

星野 翔平

小林 晃

(埼玉栄・埼玉 )

尾野 拓郎

佐久間 浩平

(札幌第一・(南 )北海道 )

渡邊 達哉

定宗 隆一郎

(日 章学園・宮崎 )

丸尾 亮太郎

中村 太郎

(伊勢崎清明・群馬)

女子複

三谷 美菜津

平野 華梨

(金沢向陽・石川 )

新玉 美郷

城口 優里花

(名経大市屯「・愛知 )

山田 真央

神中 成緒

(埼玉栄・埼玉 )

牧野 美咲

山本 紗椰

(四天王寺・大阪 )

男子単
渡邊 達哉

(日 章学園・宮崎 )

大森 康平

(富岡・福島 )

間瀬 俊介

(関東第一・東京 )

尾野 拓郎

(札幌第一・(南)北海道 )

女子単
松友 美佐紀

(聖ウルスラ英智・宮城 )

三谷 美菜津

(金沢向陽・石川 )

古西 佳那子

(高岡西・富山)

福万 尚子

(樟蔭東・大阪 )

第38回

2009年度

〈平成21年度)

埼玉県熊谷市

熊谷スポーツ文化公園

2010年

(平成22年 )

3月 25日 ～3月 28日

男子団体
埼玉栄

(埼玉 )

岡崎城西

(愛知 )

東大阪大学柏原

(大阪 )

高松第一

(香川 )

女子団体
聖ウルスラ学院英智

(宮城 )

樟蔭東

(大阪 )

埼玉栄

(埼玉)

青森山田

(青森)

男子複

竹内 宏気

竹内 義憲

(埼玉栄・埼玉 )

大越 泉

古賀 輝

(埼玉栄・埼玉)

白川 拓磨

西條 賢也

(帯広大谷・北北海道 )

吉森 司

南 淳也

(金沢市立工業・石川 )

女子複

田中 志穂

市丸 美里

(青森山田・青森 )

高橋 沙也加

古西 佳那子

(高岡西・富山 )

庄山 栞

渡辺 梨沙

(札幌静修・南北海道 )

脇野 利奈

今野 あゆみ

(聖ウルスラ学院英智‐宮城)

男子単
竹内 宏気

(埼玉栄・埼玉)

和田 治久

(埼玉栄・埼玉 )

山本 皓策

(札幌第一・南北海道 )

染木 俊寛

(八代東・熊本 )

女子単
高橋 沙也加

(高岡西・富山 )

中村 梨沙

(埼玉栄・埼玉)

下田 菜都美

(樟蔭東・大阪 )

井田 詩織

(鳥取敬愛・鳥取)

第39回

2010年度

(平成22年度)

和歌山県和歌山市

和歌山ビッグホエール

2010年

(平成23年 )

3月 25日 ～3月 28日

男子団体

東日本大震災のため大会中止

女子団体

男子複

女子複

男子単

女子単

第40回

2011年 度

(平成23年度 )

広島県広島市

広島県立総合体育館

グリーンアリーナ

2012年

(平成24年 )

3月 24日 ～3月 27日

男子団体
埼玉栄

(埼玉 )

比叡山

(滋賀 )

富岡

(福島)

東奥学園

(青森)

女子団体
九州国際大学付属

(福岡)

青森山田

(青森)

県立岐阜商業

(岐阜)

埼玉栄

(埼玉 )

男子複

第40回記念大会のため、個人戦は実施せず
女子複

男子単

女子単

栄光のあと(10)
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回数、年度、開催地 種 目 優   勝 準 優 勝 第 3位

第41回

2012年度

(平成24年度)

福岡県北九州市

北九州市立総合体育館

2013年

(平成25年 )

3月 25日 ～3月 28日

男子団体
埼玉栄

(埼玉 )

富岡

(福島 )

比叡山

(滋賀 )

東大阪大学柏原

(大阪 )

女子団体
富岡

(福島 )

青森山田

(青森 )

九州国際大学付属

(福岡 )

日本橋女学館

(東京 )

男子複

保木 卓朗

小林 優吾

(富岡・福島)

下農 走

常山 幹太

(東大阪大学柏原・大阪 )

川端 祥

大関 修平

(埼玉栄・埼玉 )

原口 拓巳

成富 勇太

(自 由ケ丘・福岡)

女子複

松田 蒼

金浦 紗樹

(富山国際大学付属・富山)

松本 麻佑

長瀬 瑞奈

(とわの森三愛・南北海道)

中西 貴映

清水 望

(大宮東・埼玉 )

星 千智

吉森 朱里

(金沢向陽・石川 )

男子単
小野寺 裕介

(埼玉栄・埼玉 )

馬場 湧生

(九州国際大学付属・福岡)

清水 智彦

(比叡山・滋賀 )

下農 走

(東大阪大学柏原・大阪 )

女子単
星 千智

(金沢向陽・石川 )

永田 麗
(青森山田・青森 )

森 みず穂

(四天王寺・大阪 )

松本 麻佑

(とわの森三愛・南北海道)

第42回

2013年度

(平成25年度)

長野県松本市

松本市総合体育館

信州スカイパーク体育館

2014年

(平成26年 )

3月 21日 ～3月 24日

男子団体
東大阪大学柏原

(大阪 )

富岡

(福島 )

埼玉栄

(埼玉 )

青森山田

(青森 )

女子団体
富岡

(福島)

青森山田

(青森 )

埼玉栄

(埼玉 )

京都外大西

(京都 )

男子複

渡辺 勇大

三橋 健也

(富岡・福島)

下農 走

常山 幹太

(東大阪大学柏原・大阪 )

西方 優馬

下川 大樹

(埼玉栄・埼玉 )

森 公平

山崎 慎也

(西武台千葉・千葉 )

女子複

大堀 彩

東野 有紗

(富岡・福島)

荒木 茜羽

志田 千陽

(青森山田・青森 )

油上 芽恵

下陸 ひかる

(夙川学院・兵庫 )

山口 茜

鈴木 咲貴

(勝山・福井 )

男子単
常山 幹太

(東大阪大学柏原・大阪 )

古賀 穂

(富岡・福島 )

塚本 光希

(札幌第一・北海道 )

下川 大樹

(埼玉栄・埼玉 )

女子単
山口 茜

(勝山・福井 )

仲井 由希乃

(日 本橋女学館。東京 )

荒木 萌恵

(西武台千葉・千葉 )

大堀 彩

(富岡・福島 )

第43回

2014年度

(平成26年度 )

北海道札幌市

北海道立総合体育センター

きたえ一る

2015年

(平成27年 )

3月 25日 ～3月 28日

男子団体
東大阪大学柏原

(大阪 )

富岡

(福島)

聖ウルスラ学院英智

(宮城 )

埼玉栄

(埼玉 )

女子団体
青森山田

(青森 )

富岡

(福島 )

埼玉栄

(埼玉 )

聖ウルスラ学院英智

(宮城 )

男子複

渡辺 勇大

三橋 健也

(富岡・福島 )

小川 桂汰

森岡 秀斗

(埼玉栄・埼玉 )

春成 星哉

森園 周冬

(日 章学園・宮崎 )

鍵谷 由輝

谷口 雄祐

(勝山・福井 )

女子複

山口 茜

鈴木 咲貴

(勝山・福井 )

徳能 あすか

保原 彩夏

(聖ウルスラ学院英智・宮城)

曽根 夏姫

安田 美空

(青森山田・青森 )

池内 萌絵

三島 由里

(松徳学院・島根 )

男子単
渡辺 勇大

(富岡・福島)

小倉 由嵩

(東大阪大学柏原。大阪 )

西野 勝志

(新田・愛媛 )

小川 桂汰

(埼玉栄・埼玉)

女子単
齋藤 栞

(埼玉栄・埼玉)

荒木 萌恵

(西武台千葉・千葉 )

仁平 菜月

(富岡・福島)

山口 茜

(勝山・福井 )

5年度

(平成27年度 )

形県鶴岡市

(平

月

6年

成28年 )

125日 ～3月 28日

男子団体
埼玉栄

(埼玉 )

富岡・ふたば未来学園

(福島)

聖ウルスラ学院英智

(宮城 )

自由ケ丘

(福岡 )

女子団体
青森山田

(青森)

富岡・ふたば未来学園

(福島)

九州国際大学付属

(福岡)

金沢向陽

(石川 )

男子複

岡村 洋輝

渡邊 航貴

(埼玉栄・埼玉 )

金子 真大

久保田 友之祐

(富岡・ふたば未来学園・福島)

山下 恭平

井上 健太

(水島工業・岡山 )

伏見 勇真

岡田 竜征

(香川中央・香川 )

女子複

曽根 夏姫

二村 ひとみ

(青森山田・青森 )

川島 美南

上杉 夏美

(埼玉栄・埼玉 )

松山 奈未

縄田 佳子

(九州国際大学付属・福岡)

志波 寿奈

古賀 菜々子

(佐賀女子・佐賀 )

男子単
渡退 航貴

(埼玉栄・埼玉 )

山下 恭平

(水島工業・岡山 )

藤原 圭祐

(比叡山・滋賀 )

友金 利玖斗

(神戸村野工業・兵庫 )

女子単
海老原 詩織

(作新学院・栃木 )

仁平 菜月

(富岡・ふたば未来学園・福島)

藤原 あすか

(青森山田・青森)

香山 未帆

(倉敷中央・岡山)

栄光のあと(11)
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「平成28年度第45回記念全国高等学校選抜バドミントン大会」参加における

個人情報、及び肖像権に関わる取り扱いについて

公益財団法人全国高等学校体育連盟バドミントン専門部

第45回記念全国高等学校選抜バドミントン大会愛知県実行委員会事務局

公益財団法人全国高等学校体育連盟及び第45回記念全国高等学校選抜バドミントン大会愛知県実行委

員会事務局は、大会参加申込書等を通じて取得される個人情報及び肖像権の取り扱いに関して、以下のとお

り対応します。

1参加申込書に記載された個人情報等の取り扱い
(1)大会プログラム等に掲載されます。

(2)競技会場内でアナウンス等により紹介されることがあります。

(3)競技会場内外の掲示板等に掲載されることがあります。

2競技結果 (記録)等の取り扱い
(1)大会事務局の記録担当者により公開されます。

(2)認められた報道機関等により、新聞・雑誌及び関連ホームページで公開されます。

(3)大会プログラム掲載の個人情報とともに、大会事務局が作成する大会結果報告書 (以下「報告書」)と

いう。に掲載されます。

(4)優勝及び上位入賞結果 (記録)等は、次年度以降の大会プログラムに掲載されます。

3肖像権に関する取り扱い
(1)認められた報道機関等が撮影した写真が、新聞・雑誌・報告書・ホームページ等で公開されることが

あります。

(2)認められた報道機関が撮影した映像が中継または録画放映されることがあります。DVD等に編集さ
れ、配布されることがあります。

(3)この他、(公財)全国高等学校体育連盟の許可に基づき、記念写真等が販売されることがあります。

4大会事務局としての対応について
(1)取得した個人情報等を上記利用目的以外に使用することはありません。

(2)参加申込書の提出により、上記取り扱いに関する承諾をいただいたものとして対応させて頂きます。

(3)個人情報等の掲載または公開等についてのご質問は、(公財)全国高等学校体育連盟バドミントン専

門部または第45回記念全国高等学校選抜バドミントン大会愛知県実行委員会事務局までご連絡下

さい。

連絡先・問い合わせ先

(公財)全国高等学校体育連盟バドミントン専門部事務局

長野県松本蟻ケ崎高等学校 新井研二

丁EL 0263-36-2942
第45回記念全国高等学校選抜バドミントン大会事務局

愛知工業大学名電高等学校 日詰彰則

TEL 052-721-0311
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期

ｎ
０

4

平成 28年度第45回記念全国高等学校選抜バドミントン大会実施要項

1 主  催  公益財団法人日本バ ドミントン協会 公益財団法人全国高等学校体育連盟

2 後  援 スポーツ庁 愛知県 愛知県教育委員会 公益財団法人愛知県体育協会
豊田市 豊田市教育委員会 岡崎市 岡崎市教育委員会

管 愛知県バ ドミントン協会 公益財団法人全国高等学校体育連盟バ ドミントン専門部
第 45回記念全国高等学校選抜バ ドミントン大会愛知県実行委員会

平成 29年 3月 22日 (水)15時 ～
平成 29年 3月 23日 (本)～ 26日 (日 )
平成 29年 3月 26日 (日 )競技終了後

4日 間

5会  場
(1)開会式 豊田市民文化会館

〒471-0035 豊田市小坂町 12-100 TEL(0565)33-7111
豊田市総合体育館 (スカイホール豊田)

〒471-0861 愛知県豊田市人幡町 1-20 TEL(0565)31-0451
岡崎中央総合公園体育館

〒444-0002 愛知県岡崎市高隆寺町字峠 1番地 TEL(0564)25-7887

豊田市総合体育館 (スカイホール豊田)

〒471-0861 愛知県豊田市人幡町 1-20 TEL(0565)31-0451

(2)競 技

(3)閉会式

１

２

３

日

式

技

式

△
本
　
　
　
・〈本

開

競

閉

6  種   目
(1)学校対抗
(2)個人対抗

男 。女各団体戦

男 。女各個人戦 (シングルス・ダブルス)

7 競技日程
期 日 日寺亥l 内容 (種 日)

ノ△、■日
7ヽ ク万

3月 23日 (木 ) 9時 30分～
学校対抗

1回戦～ 3回戦

岡崎中央総合公園体育館 男子
スカイホール豊田    女子

3月 24日 (金 ) 9時 30分 ～
学校対抗

準々決勝～決勝

学校対抗表彰式

スカイホール豊田 男子 。女子

3月 25日 (土 ) 9時 30分～

個人対抗ダブルス

1回戦～準々決勝

個人対抗シングルス

1回戦、 2回戦

3月 26日 (日 ) 9時 30分～

個人対抗ダブルス

準決勝、決勝

個人対抗シングルス

準々決勝～決勝

個人対抗表彰式

閉会式
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8 競技規則 平成 28年度 (公財)日 本バ ドミントン協会競技規則、同大会運営規程及び同公認審
判員規程による。

9 競技方法
(1)学校対抗 (団体戦)
ア トーナメント方式による。ただし、 3位決定戦は行わない。
イ ダブルス 2組・シングルス 3名 で行い、試合順序はダブルス 1・ ダブルス 2・ シングルス 1・
シングルス 2・ シングルス 3で実施する。なお、シングルス 1出場者以外はダブルスとシン

グルスを兼ねて出場することができる。

ウ 1対抗戦は、 3マ ッチ先取とする。
工 監督・コーチ・マネージャー及び選手の変更は、校長の承認を得て大会事務局に所定の変更
届で提出する。ただし、追加は認めない。

オ 上記工については、監督会議開始前 (監督会議受付でも可)ま でとする。
(2)個人対抗 (個人戦)
ア シングルス及びダブルスを行う。 (シングルスとダブルスは兼ねて出場できる。)
イ トーナメント方式による。ただし、 3位決定戦は行わない。
ウ 選手の変更は、いかなる場合も認めない。

10 使用用器具 平成 28年度 (公財)日 本バ ドミントン協会検定・審査合格用器具及び第一種検定
合格水鳥球を使用する。

11 引率責任者及び監督・コーチについて

(1)引率責任者は、団体戦の場合は校長の認める当該校の教員とする。個人戦の場合は校長の認める
学校の職員とする。

(2)監督・コーチは、校長の認める指導者とし、それが外部指導者の場合は傷害・賠償責任 (ス ポー
ツ安全保険等)に必ず加入することを条件とする

12 参加資格
(1)選手は、学校教育法第 1条に規定する高等学校 (中等教育学校後期課程を含む)に在籍する生徒
であること。但し、休学中、留学中の生徒を除く。

(2)選手は、都道府県高等学校体育連盟に加盟している学校の生徒で、全国大会の参加資格を得た者
に限る。

(3)監督・コーチ 。マネージャー・選手は、 (公財)日 本バ ドミントン協会に申込期限までに平成 28
年度登録を完了した者とする。

(4)選手は、平成 10(1998)年 4月 2日 以降に出生した者で、 1・ 2年生に在学しているもの
とする。但し、出場は同一競技 2回までとし、同一学年での出場は 1回限りとする。

(5)チーム編成において、全国制課程・定時制課程・通信制課程の生徒による混成は認めない。
(6)統廃合の対象となる学校については、当該校を含む合同チームによる大会参加を認める。
(7)転校後 6ヶ 月未満のものは参加を認めない。(外国人留学生もこれに準ずる)但 し、一家転住等や
むを得ない場合は、各都道府県高等学校体育連盟会長の許可があればこの限りでない。

(8)出場する選手はあらかじめ健康診断を受け、在学する学校の校長及び所属する都道府県高等学校
体育連盟会長の承認を必要とする。

(9)参加資格の特例
ア 上記 (1)(2)(3)に 定める生徒以外で、当該競技実施要項により大会参加資格を満たす
と判断され、都道府県高等学校体育連盟会長が推薦した生徒について、別途に定める規定に

したがい大会参加を認める。

イ 上記 (4)の但し書きについては、学年の区分を設けない課程に在籍する生徒の出場は、同
一競技 2回までとする。
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【大会参加資格の別途に定める規程】

1 学校教育法第 72条、115条、124条及び 134条の学校に在籍し、都道府県高等学校体育連盟
の大会に参加を認められた生徒であること。

2 以下の条件を具備すること。
(1)大会参加を認める条件
ア (公財)全国高等学校体育連盟の活動の目的を理解し、尊重すること。
イ 参加を希望する特別支援学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校にあっては、学齢、修業
年限ともに高等学校と一致していること。また、広域通信制連携校の生徒による混成は認めな

い 。

ウ 各学校にあっては、都道府県高等学校体育連盟の予選会から出場が認められ、全国大会への出
場条件が満たされていること。

工 各学校にあっては、部活動が教育の一環として、日常継続的に責任ある顧問教員の指導のもと
に適切に行われており、活動時間等が高等学校と比べて著しく均衡を失することなく運営が適

切であること。

(2)大会に際し守るべき条件
ア 全国高等学校総合体育大会開催基準要項を遵守し、競技種目別大会申し合わせ事項等にしたが
うとともに、大会の円滑な運営に協力すること。

イ 大会参加に際しては、万一の事故の発生に備えて傷害・賠償責任保険に加入しておくなど、万
全の事故対策を講じておくこと。

ウ 大会開催に要する経費については、応分の負担をすること。

13 参加制限
(1)学校対抗 (団体戦)
ア 参加チーム数
(ア )各都道府県は男女とも、 1チームとする。
(イ )北海道は、男女とも、南北海道・北北海道より各 1チームとする。

(ウ )東京都は、男女とも、A代表・B代表の各 1チームとする。
(工 )開催県 (愛知県)は、男女とも、各 1チームを増やすことができる。

イ チーム編成
監督 1名、コーチ 1名、マネージャー 1名、選手 5名以上 7名以内とする。また、 5名 を欠

いた場合はチームとして認めない (同一校で男女出場する場合は、それぞれに別の監督をつ

けること)。

(2)個人対抗 (個人戦)
ア 参加数 (シングルス・ダブルスとも)
東 北ブロック (男子 2名 2組 。女子 2名 2組 )
関 東ブロック (男子 2名 2組 。女子 2名 2組 )
北信越ブロック (男子 2名 2組・女子 2名 2組 )
東 海ブロック (男子 2名 2組 。女子 2名 2組 )
近 畿ブロック (男子 2名 2組・女子 2名 2組)
中 国ブロック (男子 2名 2組 。女子 2名 2組)
四 国ブロック (男子 2名 2組・女子 2名 2組)
九 州ブロック (男子 2名 2組・女子 2名 2組)
※上記 8ブロックは、同一都府県から男女ともシングルス 2名 、ダブルス 2組の出場はできな
い。

北海道ブロック

北北海道 (男子 1名 1組 。女子 1名 1組)

南北海道 (男子 1名 1組・女子 1名 1組)

開催地 (男子 2名 2組 。女子 2名 2組 )
※開催地の男女ともシングルス 2名・ダブルス 2組は同一校でもよい。
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イ ダブルスの編成は同一校選手による。
ウ 監督は 1名 とする。 (同一校で男女出場する場合は、それぞれに別の監督をつけること。)
(3)外国人留学生
ア 学校対抗 (団体戦)
申し込みは 2名 以内とし、 1対抗戦の出場は、その出場人数 (1名 または 2名 )に関わらず、 1
試合とする。

イ 個人対抗 (個人戦)
各ブロック及び開催地とも男女とも、シングルス 1名・ダブルス 1組までとする。
(4)マネージャーについて
マネージャーは、当該校の職員または生徒とする。

14 組合せ
(1)(公財)日 本バ ドミントン協会指名の競技役員長 (レフェリー)、 もしくは競技審判部長 (デピュ
ティーレフェリー)の指示のもと、 (公財)全国高等学校体育連盟バ ドミントン専門部との間で
厳正に執り行う。

(2)組合せ抽選
学校対抗 (団体戦)は、シー ド以外は開会式終了後に主将による公開フリー抽選で決定する。
尚、個人対抗は通常通り組合せ基準によって事前に行う。

(3)組合せ抽選にともなう諸会議
会議名 日時 場所

第 5回常任委員会
2月 2日 (木)13時

名古屋経済大学

名駅サテライ トキャンパス
2月 3日 (金)9時

組み合わせ抽選会

(学校対抗シー ド、個人)
2月 4日 (土)9時

公開抽選 (学校対抗 )

※開会式終了後

3月 22日 (水 )
16時予定

豊田市民文化会館

15 参加申込
(1)申込書類
ア 参加申込書 2部 (正・副)
イ 納入内訳書 (振込票のコピーを貼り付けること。)
(2)申込方法
所定の様式により3部作成し、各校ごとに 2部 (正 。副)を下記宛てに書留郵便で申し込むこと。

申し込みの際は、封筒に「全国選抜バ ドミントン大会参加申込書在中」と朱書きすること。

参加校は、下記要領に従って、参加申込書類のデータを提出すること。

参加申込書は、エクセル形式ファイルを (5)の Webサイ トから、ダウンロー ドして作成
し、プリントアウト (正・副・控)すること。 (詳細については別紙説明書あり)
プリントアウトした参加申込書の必要箇所に押印して提出すること。

また、入力したデータは、下記の (4)の メールアドレスに送信すること。その際、各学
校等における個人情報の電子メール送信に係る取り決め等を遵守すること。もし、送信が不

可能な場合はデータをCD― R等に保存して、下記申込場所へ送付すること。 (記録メディ
アについては参加校で用意すること。)

(3)申込期限 平成 29年 1月 27日 (金)必着 (郵送、電子データともに)
(4)申込場所 〒440-0034 愛知県豊橋市豊岡町 74

愛知県立豊丘高等学校 向坂健二
TEL  (0532)62-3281   FAX  (0532)63-5774

(送イ
:言

先) E― mail  aichikosakabaЮ gmail.cOm
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(5)平成 28年度第45回記念全国高等学校選抜バ ドミントン大会公式 Webサイ ト
http://badminton― aichi.cOm/senbatu2016/index.html

16 参加料
(1)参加料
ア 学校対抗 (団体戦)1チーム   40, 000円
イ 個人対抗 (個人戦)1シングルス  4, 000円

1ダブルス   8, 000円
※シングルス・ダブルスともに出場する者は、 2種 日とも参加料を振り込むこと。

(2)納入方法
ア 参加申込と同時に、下記口座に振り込むこと。
イ 振込先

指定銀行 三菱東京UFJ銀 行 豊田支店

口座番号 普通 0476250

口座名義
アイチケンコウトウカ

゛
ッコウタイイクレンメイハ`

｀
卜
゛
ミントンセンモンフ

゛

愛知県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

カイケイ
△
=上7ヽ 百 1

マツモトヨシキ

松本禄生

17 表彰
(1)学校対抗 (団体戦)
ア 男子及び女子の優勝校に、 (公財)日本バ ドミントン協会杯を授与する。
イ 男子及び女子の優勝校に、 (公財)全国高等学校体育連盟バ ドミントン専門部優勝旗を授与
する。

ウ 男子及び女子の優勝校に、 (公財)全国高等学校体育連盟バ ドミントン専門部優勝盾を授与
する。

工 男子及び女子の準優勝校に、 (公財)全国高等学校体育連盟バ ドミントン専門部準優勝杯を
授与する。

オ 男子及び女子の 3位までの入賞校に、 (公財)日本バ ドミントン協会賞状を授与する。
力 男子及び女子の 3位までの入賞校に、 (公財)日本バ ドミントン協会メダルを授与する。
(2)個人対抗 (個人戦)
ア 男子及び女子ともシングルス及びダブルスの優勝者に、 (公財)全国高等学校体育連盟バ ド
ミントン専門部優勝杯を授与する。

イ 男子及び女子ともシングルス及びダブルスの 3位までの入賞者に、 (公財)日 本バ ドミント
ン協会賞状を授与する。

ウ 男子及び女子ともシングルス及びダブルスの 3位までの入賞者に、 (公財)日 本バ ドミント
ン協会メダルを授与する。

18 宿泊 別紙 「宿泊要項、宿泊申込書」等を参照のこと。詳細については、各学校に連絡する。

19 諸会議
会議名 日  日寺 場  所

第 6回常任委員会

3月 21日 (火)9時 スカイホール豊田 会議室

3月 22日 (水) 9時 スカイホール豊田 会議室

監督会議 3月 22日 (水) 14時 (予定 ) 豊田市民文化会館 展示室A

審判会議 3月 22日 (水) 18時 (予定) スカイホール豊田 会議室
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20 連絡事項
(1)服装
ア 競技時の服装は、相手または観客に不快な感じを与えないようなウエア・シューズを着用す
ること。色付き着衣を使用する場合及びシューズは (公財)日 本バ ドミントン協会審査合格品

とする。

イ 上衣の背面中央に必ず高等学校名及び都道府県名を日本文字で明記し,文字の色は上衣に鮮
明に映えるものとする。目立たない場合には,ゼ ッケンを付けてもらう場合もある。【上段 :

学校名 (やや大きく),下段 :都道府県名】ゼッケンを使用する場合は,自の布地で縦 15 cm,

横 30 cmの大きさを基準とする。 (ゼ ッケンの文字の色は,黒色又は濃紺色とする。)
3 0cm

学 校 名
都道府県名

ウ 開会式・閉会式に参加するときの服装は、競技時の服装とする。
(2)応急措置
競技時の傷害、疾病等の応急措置は主催者側で行うが、その後の責任は負わない。なお、参加者

は健康保険証を持参すること。

(3)プログラムの無償配布
ア 学校対抗 (団体戦)出場チーム (監督等を含む)3部
イ 個人対抗 (個人戦)出場者のみ (複は 1組 1部)1部
(4)そ の他
ア 出場者は、必ず引率責任者によって引率され、引率責任者は全国高等学校体育連盟 「大会参
加者心得」を精読の上、事前に生徒指導の万全を期すとともに出場者の行動に対して責任を

負うものとする。

イ 部旗 。応援旗の使用については大きくないものとする。
ウ 練習については、以下のとおりとする。

日 日寺 場  所
3月 23日 (木)8時 30分～ 8時 50分 スカイホール豊田 岡崎中央総合公園体育館
3月 24日 (金)8時 30分～ 8時 50分 スカイホール豊田
3月 25日 (土)8時 30分～ 8時 50分 スカイホール豊田
3月 26日 (日 )8時 30分～ 8時 50分 スカイホール豊田

工 開会式については、後日配布する「開会式要項」を参照のこと。
オ その他の連絡・注意事項については、後日配布する「連絡事項」を参照のこと。
力 問い合わせ先
〒464-8540名古屋市千種区若水 3-2-12 愛知工業大学名電高等学校

愛知県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部委員長 日詰 彰則
E―mail    hizume@meiden.ed.Jp

21 備考
(1)個人情報について
大会参加に際して提供される個人情報は、本大会活動に利用するものとし、これ以外の目的に利

用することはありません。

(2)(公財)日 本バ ドミントン協会環境委員会よりお願い
ア 開催地のゴミの分別収集に協力してください。
イ 宿泊先の部屋を出るときには、エアコン・テレビ。ライ トのスイッチを消してください。
ウ マイ歯ブラシを持参して大会に参加してください。

1 5cm
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施設名 所在地 電話番号

豊田市民文化会館 豊田市小坂町 12-100 0565-33-7111

スカイホール豊田 豊田市八幡町 1-20 0565-31-0451

岡崎中央総合公園 岡崎市高隆寺町字峠 1 0564-25-7887

愛知県農協体育館 岡崎市美合町並松 1-52 0564-54-5489

愛知産業大学 岡崎市岡町原山 12-5 0564-48-4511

大会使用施設一覧

医療機関について

★★★ 受診の際は、あらかじめ電話で確認した上でご利用ください ★★★
一次救急医療

豊田地域医療センター 豊田市西山町 3-30-1 0565-34-3000

平 日 内科・外科 19:00 8:30

土曜日
内科 14:00 8:30

外科 19:00 8:30

日曜日 内科 17:00 8:30

休日救急内科診療所 豊田市西山町 3-30-1 0565-32-7510

日曜 日 内科 9:00 16:30

おもな病院

夜間急病診療所 岡崎市竜美西 1-9-1 0564-52-1572

すべて 内科 日外科 19:30 22:30

医療機関名 所在地 電話番号

トヨタ記念病院 豊田市平和町 1-1 0565-28-0100

豊田厚生病院 豊田市浄水町伊保原 500-1 0565-43-5000

吉田整形外科 豊田市御立町 7-100 0565-89-1818

はまな整形外科クリニック 岡崎市洞町字西浦 5-1 0564-66-0700
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平成 28年猿第 45回日念食目宙書学校遍抜バドミントンロ手権大会

り餞 吻 幡貪鰺腱 輻覺当 鱚蜀

学校法人市椰学園名古屋経済大学市椰高等学校

稲垣翻悟監督  村瀬康之食くん 書橋琴奮議

西塚龍馬くん  酒件す諄れさん  山崎絢粟さん

監督 :丼内豊・田村勝久

保護者・選手―同

TEL :(0565)82-3666

営業時間:9:00～ 17:00(土 囲祝18:00)

定休日:12～ 3月まで木曜定体、4～ 11月 無休
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祝
‖ CH■ 平成28年度第45回記念
全国高等学校選抜バドミントン選手権大会

愛知県実業団バドミントン連盟

会  長 山本 卓男

副 会 長 武田 正雄

理 事 長 井上  龍

副理事長 朝倉 康善   橋村 義春   峰 登志郎

祝
平成28年度第45回記念

全国高等学校選抜バドミントン選手権大会

愛知県社会人クラブバドミントン連盟

会  長 清水 善勝

副 会 長 山田順―郎   伊藤 ―夫

理 事 長 山田  薫

副理事長 武藤 要介



多雉 亀   祝
‰ BlS｀ 平成28年度第45回記念
全国高等学校選抜バドミントン選手権大会

愛知県教職員バドミントン連盟

会  長  佐藤 荘二

副 会 長  飯村 順一   鈴木 敏夫   尾関  靖

理 事 長  原  賢一

副理事長  向坂 健二   日詰 彰貝」  原□ 不□正

袋降
多UV 祝
平成28年度第45回記念

全国高等学校選抜バドミントン大会

愛知県レディースバドミントン連盟
会  長 大野 敏子

理 事 長 堀尾恵美子

副理事長 平出 文江   伊藤 みゆき
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www.agu.ac.jplcrossover

つ なが る力。動 か す 力 o 学びを語る

教員のホンキ、

学生のホンネは

web動 画で !

愛知学院大学 ァィガクにマ 鵬ヨ取
AIcHl GAKuIN

◇文学部:歴史学科・日本文化学科
・英語英米文化学科・グローバル英語学科

・宗教文化学科 ◇心身科学部:心理学科
・健康科学科・健康栄養学科

◇商学部:商学科◇経営学部
:経営学科◇経済学部:経済学科◇法学部

:法律学科・現代社会法学科◇総合政策学部
:総合政策学科

◇薬学部:医療薬学科(6年制)◇歯学部
:歯学科◇短期大学部:歯科衛生学科(3年制)◇歯

科技工専門学校

〒47o_o195愛知県日進市岩崎町阿良池12入試
センター TEL10561-73‐ 1111(代 )WWW・

agu.ac.ip
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祝 第 45回記念全国高等学校選抜バドミントン大会

ものづくりで
未来をかえる

口IT愛知工業大学

嘲

鋼

□工学部

□経営学部
□情報科学部

http://www.ait.ac jp
電気学科  /電気工学専攻。電子情報工学専攻
応i用化学科 /応用化学専攻・バイオ環境化学専攻

機1械1学科・ /機械工学専攻・機械創造工学専攻

:土木::工学!科 /土木工学専攻・防災土木工学専攻

建築学科  /建築学専攻。住居デザイン専攻
経営学科・ /経営情報システム専攻・スポーツマネジメント専攻

情報科学科 /コンピユータシステム専攻・メディア情報専攻

■■

◆DNA組換え室や細胞培養室を
完備し最新の研究を可能にします

◆プロジェタト研究室 `多目的室・

測定 室 も設置し研究の幅を広げます

【八草キャンパス】  愛知県豊田市八草町八千草 1247   0565-48-8121(代 )
【自由ヶ丘キャンパス】 名古屋市千種区自由ヶ丘 2丁目49-2 052-757-0810(代 )※経営情報システム専攻のみ
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平成 29年 9月 完成予定

応用化学科 バイオ環境化学 実験棟

哺
■

■

”



」L

魚5Nw愛知産業大学
■造形学部 デザイン学科       ■造形学部 建築学科
◇視覚・情報デザイン◇製品・空間デザイン ◇木造・住宅◇インテリア◇建築

■経営学部 総合経営学科       ■大学院造形学研究科
◇企業・産業◇地域・行政◇生活個人   建築学専攻/デザイン学専攻

OpEN CAMPU5 2017
4
22●
6
10● ョ24●

・体験授業がヽヽっけ0ヽヽ

・高校生全員にグッズプレゼント
・ランチは無料♪

・ 予約不要 !!

・ 入違場 自由 !

「モノとしくみを創る」人をつくる

口鱚綺Ⅳ0
uttЧ 瞬哺縣青

学びを通じて、1夢や目標を

実現したじヽ畿機生に対し、

援定板翼撃霊

硬式野球部    .・‐11‐
:::轟簸譲:難レ中ボ…ル議:::::::::

1111鷲警テエリー部 ‐‐‐■1
上記(課外活動を意欲的に
取り組む高校生に

給付します。

以上で

岡崎市内に在住もしくは、

岡崎市内の高校 :こ在学

しているすべての方に

給付いたします。
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愛知淑徳大学
アドミッションセンターTEL(052)781‐ 7084[直通]
〒464‐8671名古屋市千種区桜が丘23
h■p://WWW.aaSa.aC.ip/

長久手キャンバス

量文 学 部 国文学科/総合英語教育学科 (仮称)※ 2018年 4月、英文学科より総合英語教育学科へ変更予定 (構想中)/教育学科 書人 間情 報 学 部 人間情報学科

機心 理 学 部 心理学科 l創造 表現 学 部 創造表現学科 [創作表現専攻、メデイアプロデュース専攻、建築・インテリアデザイン専攻]

欝健康 医療科学部 医療貢献学科 [言語聴覚学専攻、視覚科学専攻]/スポーツ・健康医科学科/健康栄養学科

機福祉貢献学部 福祉貢献学科 [社会福祉専攻、子ども福祉専攻]

星が丘キャンパス

壕交流文化学部 交流文化学科 lビジネス学部 ビジネス学科 [現代ビジネス専攻、グローバルビジネス専攻]※ 2018年 4月より2専攻制へ(構想中)

書グローバル・コミュニケーション学部 グローバル・コミュニケーション学科
…                                                         上記※印の内容は予定であり変更する場合があります。

2017年4月 開設

2017年
4月誕生

慇

11瞥 _靡蝙
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愛知淑徳本犠::か 01、 1管理栄養十へ。
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祝
第 45回記念
校選抜バ ドミントン大会全国高等学

大会の成功と選手のご健闘を心からお祈りいたします。

「挑戦」と「成長」

健康科学部

健康スポーツ科学科

栄養科学科 (管理栄養士養成課程)

こども健康・教育学科

短期大学部

体育学科

スポーツコーチング専修/ヘルスエクササイズ専修/ス ポーツプロデュース専修

スポーツ栄養専修/臨床栄養専修 /食育専修

保育 初等教育コース/初等 中等教育コース

体育コース/ア スレティックトレーナーコース

〒474‐ 8651 愛矢[1県大l荷市横根町名高山55    TEL:0562-46-1291    http://www.sgk.ac.ip

深まる。広がる。
文理融合 7学部がワンキャンパスに集結する総合大学

■■

山n

学メハロ
一
総一る

●
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一
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■
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・
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ヽタンアーユ「キンワが

腱
Ｐ
立
”学

一
７

:工学部 機械工学科/電気電子
'ス

テムエ学科※/都市建設工学科/建築学科/応用化学科/情報工学科/ロボット理工学科/宇宙航空

理工学科※ l経営情報学部 経営総合学科 l国際関係学部 国際学科 1人文字部 日本語日本文化学科/英語英米文化学科/コ ミュ
ニケーション学科/心理学科/歴史地理学科 l応用生物学部 応用生物化学科/環境生物科学科/食品栄養科学科 (食品栄養科学専攻、
管理栄養科学専攻)1生命健康科学部 生命医科学科/保健看護学科/理学療法学科/作業療法学科/臨床工学科/スポーツ保健医療
学科 :現代教育学部 幼児教育学科/現代教育学科(現代教育専攻、中等教育国語数学専攻)※ 2018年明縦予定(構想中)予定のため変更になる場合があります

資料請求はこちらから http:〃 wwwochubu.aC.ip/■団居ヨ1検索く

JR名古屋駅から
36分 (最短乗車時間)

〒487-8501愛 知県春日井市松本町1200

0函 0120-873941中 部大学入学センター拶中部大学

C)至学館大学//・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・′′/至学舘大学短期大学部

１
‐
日

―

鷲 1尋

圏饉二

週■饉轟惧繭

鎖■



●
　

　

・
　

　

一
一　

　

・
　

　

一

共

に
育

む

の
は

「
私

」
に
し

か
な

い
も

の
。

―

　

　

・―
　

　

．．
　

　

　

‐
　

　

　

●
一　

　

―

　

　

●

一
　

　

　

一
　

　

・
一
　

　

・
・
　

　

一
・
　

　

・

　

　

一

一
　

　

．

　

一

　

　

一

　

　

・

　

　

‐

　

・

　

　

　

　

＾
一
　

　

・
一

　

　

―

　

　

一

　

　

・

　

　

‐
一
　

　

一一
　

　

―

東海学園大学

学校法人
園高等学校 '‐

東海学園
磯 東海高等学校

「東海」の力を、あなたの力に。

128年 の歴史の中で培われた教育力と、

10万 人を超える学園同窓生のネットヮークが

あなたの個性の輝きを社会につなざます。

東海中学校

東海学園大学
iヽ整多

[三好キャンパス]経営学部 |スポーツ健康科学部            ・・
[名古屋キャンパス]人文学部 1心理学部(熾轟)1教育学部 1健康栄養学部

〒468-8514名古屋市天白区中平二丁目901番地 □お問い合せ/入試広報課 E□]0120-24-9174
願烈~~~ヽとうが

躙※機種によっては読み取れない場合がありま亀

亦鴎
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*2018年 4月 設置予定(構想中)内 容は 予定であり、変更の場合があります

cRIVERttDE

③l:|1鶯 F

◇瞼攣

―||      ――――――       ‐.― ―――― ‐     __・ ―一 ―――      .― ,一 ―||     |■ _――――

キャビンアテンタント採用実績 中部地区 1位
◎ 朝日新聞出版発行:大学ランキング2017年 版「キャビンアテンダント採用(2015年度)」 の項目より

2016年 70人が航空業界へ![ ]

2016年 3月 卒業生
就職実績

[世界共生学部]世界共生学科                                                   ||
[外 国語学部]英米語学科<英米語専攻/英語コミュニケーション専攻>/英語教育学科/フ ランス語学科/中国語学科/日本語学科/世界教養学科
[現代国際学部]現代英語学科/国際教養学科/国際ビジネス学科

0看護学部*看護学科
2018年 4月 、誕 生 ![設 置予定 (構想中)]

国立病院機構 名古屋医療 センターとの

包括連携協定 を締結 しました
GI回D

名 古 屋 外 国 三」LLロロ 大 学
〒470-0197愛 知県日進市岩崎町竹ノ山57
TEL:0561-74-1111(代 表 )/0561-75-1747(受 験に関するお問合せ )

「名古屋外国語大学 受験生サイト」O nagOyagaidai.COm

「英語」と「複言語」を究め、世界各地をアクティブに学ぶ

世界共生学部 世界共生学科
2017年 4月、誕生 !

1

ri

層善糧‐環異の「留学費用全額支援」制度

「ディズニー国際カレツジコース」
「ヒルトン系リゾートコース」を含む、

中部地区唯一の「UCR特別留学」

お互 し` を高 め合 う、ふ たつ の大 学

」

ヨ
■
１
１

霧
‐

警彎靡 一鰺
醸
一Ｌ
畷 ｒ

ヽ
―

2015年 度 管理栄養士国家試験 (2016年 3月 事業生実績)

合格者数150人 中部地区第 1位 (全 国第5位 )

■管理栄養学部 1管理栄養学科

養護教諭、小学校教諭、幼稚園教諭、保育士など、
■「子どものスペシャ嚇スト」を育:てる。 ,■ti l

子どもケア専攻 [養護教諭コース0子ども心理コース]/

幼児保育専攻

科

・

学

一

ア

一

カ
′
一

もど子

一

部

一

学

一

ア

一

ケ

一

ン

一

マ

一

コ

一

ヒ

一

■

一

「クリエイティブ×プロデュース」能力
を磨きit各 業界総活躍する|も

■メディア造形学部

映像メディア学科 /デザイン学科 /ファッション造形学科

ノケ
4匡コ

■
.   ■

口    :

古 屋 学 __■ ■
^二ヽ 大 学

名 古 屋 医 療 キ ヤンパ ス <看護学部
*>

〒460-0001愛 知県名古屋市中区三の丸4-1-1
TEL:052-954-1222(受 験に関するお問合せ )

三±
=士

日 進 キ ヤンパ ス <管理栄養学部 /ヒ ューマンケア学部 /メ デイア造形学部>

〒470-0196愛 知県日進市岩崎町竹ノ山57
TEL:0561-75-7111(代 表 )0561-75-1777(受 験に関するお問合せ )

Π ロ ョ 5「 名古屋学芸大学 受験生サイト」O nagOyagakugei.com



名 古 屋 女 テ 大 学
名古晨食予大学短期大学部

■■

管理栄養士国家試験をはじめ、各試験で高い合格率を継続しています。

fF・
｀
il:ぶ |‐‐児童敢奮学毎政りと,罐宅 甦驚教弯 .ず詐r:動 1蓼こ保育学 専攻

Fヽ 平成28年 (第 301可 )シ
管理栄養士国家試験合格率

◎小学校教員採用試験合格率 ◎公務員保育職
(爆育十・麟穣園教諭)合格率

合格実績 合格実績

94.9% 「
・ ″7F

Э/.Э% 74。7%
合格実績

(平成28年 38率 白生案鏡 )

文学部

[児童教育学科児童教育学専攻]120名
憲新たに「′卜中軟青コース」を目■L
(小中猿青コース・機等軟青意―ス・

幼見象曹コース)

●中学校敏口免許(■■)軍●可

短期大学部

[生活学科]100名 畿コース名機L
(備線ピカpけ―ス・フ

"″=ン
デ宇イルな―ス。フート」ヴパ冷=―ス)

[礫青学科32(Ю名 鎖障自(修翻「臓鮮 奪飾嚇 )徳亀

第一部150名/第二部50名

撥量橋督中のため轟 磯内審難衰驚となる場合が轟ザます。

学機1灌入 薔
=李
饉

名 古 屋 斐 テ 大 学
名古屋士チ大学短期大学部

〒467‐8610名古麗市壌穣区汐鶴町3‐40

人試広報線億通・刀一月 ヤル)0120‐758‐206
http://www.量 yttsinagOya―wu.acjp/

(苧錢29専 3月率餞‐争鷺奮婁颯 )
螢平成20年 10構248現在

(早威29年 3月奪●予定警薬薔 )
0平成28年 12月 21日 壌在

2017年オープン
キャンパス日程

サマーオープンキャンパス
7月 22日 (土 )・23日 (日 )。 3月 19日 (土 )・ 20日 (日 )

食物栄養学科/生活環境学科/蒙政経済学科

購 育学科 児童教育学事攻 (勧時鞠い―ス/鋼鶴勝"補
/幼兇保青学専攻

7受
験抒実

80名

,l(ix

受験者実

138名

.1■ ・ ・1 1

11・ :|

受験者実

99名

_11・ 1.  1.

rF:
√'1-

‐‐―甕010
改組
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スポーツ科学部開設

どこにもなかったスポーツの学部が誕生します!

恭日本福祉大学2017年 4月、美浜キャンパスに
入学広僣諫 〒47●3295彙知県知多椰美減釘奥田

IEL,0569‐ 87‐2212
絆3/0:30‐ 17:00±■日は12:OЮまで)

日本福祉大学 バドミントン部ン
男女とも東海大学 {愛知・崚■・ i歌・静綺の4県 )1部リーグに所属。男 r・は7年 (13期 )連線、女 F・は21年 (12期連続 )で 1部 4:籍 :

ケれ!大 会へ驚驚やや卜1人資1‡鶴者、県人奮ま壼驚等、高畿でい競技実綾感幅広く、^入ひ亀ウが11擦
`=羹
舞って切餞穣騨し、文武爾進:機んでいます.

籍郡5t,年継■峰継ある」続鷹難で、避 1:よ くヽ饉餐地から集ま́|,できますチーム′)絡介や活動案隷の
“
1雛 1壼幾式ブログを手湾ダクtでくだれ 1ヽ

金 r真大選手(ふたば未来学園高校・2年 )頑張れ!
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ネ兄 第45回記念
全国高等学校選抜バドミントン大会

バ ドミン トン
ロ
テ ニ 為 門店ですので是非一度お寄りください !

購 iC

青

山

上記の価格にてお買い求めOK!

この広告を見た !と言つて下さい。

※定休日:水曜日

バドミントン・テニスプロショップ

アクティプ淋
°―ツ体育館

奮P(05●4)55-2288
岡崎市大西町字揚枝9-25

て
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ティプスボ=ッ体育颯
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E二

☆ラケット  定価の 30%OFF
ミズ ノ:士 ,0%OFF

☆ソノタ用品  定価の 20%OFF
盤ズ|プ :± 16%OFF

館体
瀧育



第45回記念全国高等学校
選抜バ ドミントン大会
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平成28年度第45回記念

全国高等学校選抜

バドミントン大会
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3度の飯よリバドミントンが好きなスタッフが、お客様と一緒にワイワイしゃべれるお店です
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バドミントン専門店
技術と信頼の店・…″勁暉fさ審で40撃目を迎えてい審寸

モr

スポーツ用品のことなら

何でもお任せください !!!
モリタスポーツはお店を挙げて

第輩口全国高等学校選抜バドミントン大会を応援します

営業時間 1∞0～2000

定休日  毎選 日口月
T巨 抵  0565(29)0055

FAX 0565(29)0298

´
ギ湘 F

住 所 豊国市山之手 3T目 100番地

盛盤笙i塑墜盪監物鞍袋働盤
・ガットのテンシ彗ンは菫しいですか
・グリップは摩耗して滑りませんか
Z:22Z"盪ζ壺懃目[`Zを目働観整墓

“

麟饉数Eコ左Zむ
幸各種手・鷹・猥部サポニター

*足に打丁、疲れない申敷き

山之季食腱

駅薩 ::
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トスポーツ
トヨリメグリフ本店正面
三菱東京 UFJ銀行の向いでヨ

豊田市御幸本町 2‐203‐5
TEL:0565¨ 28…6887 FAX:0565‐ 28‐6911
mai::f‐■onte@hm8.aitai.ne」 p

VTLD― F限定品 NR900AH

“

yЮNⅨ

フ るシュー 取りそろえています

ユ

ツト張り。 ットを !,

回転の速いプロシヨツプだから
水鳥シャトルがいつも新鮮

●山之手小学校

美容室.

●
大林小学校

ネッツ●

R248
トヨタ自動車本社●

―
「

≧｀N

グリ フライトスボーツ本店
豊田市御幸本町2‐203‐ 5 TEL:0565‐ 28‐ 6887

山之手 4●佐鳴予備校

三河豊田駅
大林町 14

ラーメン●

メグリ UFJ

ホ店

JD′《 ントンプロシヨップ
■■ 1日■■■
■■■

家族 意鰹な来て機 r

アットホームじお艤です
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ノ■|レ
L′"N′NE A‐WIN

′t.卜三ントンシヤトル 」r卜三ントンシャトル

Θオープン価格 Θオープン価格

敬2′646円   避2′ 700円

スポーツショップ

llシ′Lトン

9433

日本′t卜三ントシ協会

第一種

検定合格球

A300

世界フュニア大会
公式球

日本ツュニア
ナシヨナルテーム
試合球

′tシルトンTシャツ

○オープン価格

敬2′ 160円

④オープン価格

敬3′ 240円

FRONT FRONT

ノ■|レ
BACK BACKL′‐N′NE

ロングTシヤツ

C)税込10.800円 0品 ④税込9,720円 の品

毅8′640円 避7′ 776円

ノ・ЧIレ ノ■|レ
L′‐N′NE
′1十三ントンシューズ

L′‐N′NE
′『ド三ントンシューズ

FZ FORZパ
/NNOVATED /N DENMARK .>

P◎lRゞER¶ ZOロロ
SERIES 12000 VSS

12000 VS
12000S

96市―ルフレーム
X

:― POWERシャフト

=世界最強ラケット

′1十三ントンラケット

O税込 25′ 920円の品

敬18′ 144円

又
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′
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レ
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SPS― string POwer system―

張り目(マス)が細かし1ためシャトルがプレずにしつかリヒット :

★打球のスピートが30%UP!
★打球のコント0-■が向上 !

☆ストリングが切れにくLヽ !

音速～ソ
=ッ
クシャフト～空を切り裂くスイング音

シャフト内イ蚤を甫トムがらトツプヘ徐々 (こ薄L哺霧造とした、
FZ FORZA新 技術。

ACCESS AAAP名古屋市

豊田市

豊田東

スポーツショップ

リlシルトン
(i?l--MARUWAI E)

岡崎市

所 在 地

TEL&FAX
定 休 日

営業時間

愛知県岡崎市稲熊町 8-51-1

0564-77-6179

毎週水曜日、日曜日

平   日 12:00～ 17:00
土・休日 10100～ 17100

SHOP:NFORMATiON

■スポーツショップ ,1シ 几トン http://WWW.SunfaSt.jp/dOCS/haSh‖ tOnSpOrtS/    ■ISUNFAST(イ ンタ
ーネツト通販 )http://WWW・ SunfaSt・ jp/
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競 技 終 了後 、撮 影 した写 真 を

会 場 内に展 示 し春す。
〒012-0827

秋田県湯沢市表町 1-2-32■
T口EL.0183‐ 73‐4986
FAX。 0183‐ 73‐ 9139
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ブラックナイト社製品正規日本総輸入代理店

アイベックスポーツ株式会社

〒252-0233神奈川県相模原市中央区鹿沼台 2-18-7
TEL:042-769-8885

MAIL:info@blackknight― badminton.com ll ***. t 
""book. 

com / b kbad m i nton

ジヤンピングスマッシュで一世を風靡した、元世界王者のハリアント・アルビ (イ ンドネシア)が 2∞2年に創業したインドネシア発祥の

インターナショナルプランドです。

ウケットやシューズ、ウェアーなどの幅広いラインアップをインドネシア国内はもとより、日本を含む世界21カ国において販売してしヽます。

HeXa()SDeed
ヘキサ0スピード

TORNAD0 91lX

^

∬組n綸機

性輸{5段階
'

″＼

口:[巡上薔篇

7()葡|を切った最軽量タラス:
,レームの形状はへ●サゴン (6燿‐難|)、 シャフト

毬オ
'9ヨ
ン
`8魚
厖).シャツトか0グリツプエ

ンドまでをカーボンで―→■化したモデル,,詢嗅●
●99“菫 の々世■●■クラス_軽くて使いやすいう

品 ● :

Fp麟翻 AD∞ l,X
かつては 08年北京五輪男子複優勝

のキ ド/セテイアワン、14年アジ

ア大会女子機で優勝した NKマヘ

スワリらが契約 していた。

03・ 纂 年アジア大会滋合複で饉麟

経験を持つビタ・マリッサ (写真 |)

は第■緯からは遺いたが現在も当社

と契約を交わしています。

●Ge●メmages

時代を切り裂く6機の穴
非常に重り螢きがよく、操作性1■優れたモデルです。

フレーム部分の4～ 8時方南にかけてフレーム内に

6つつ穴があり、この穴から奎気がぬけることによ

つてスイングスピードがアツプ.スイング■も■ま

り、難 も訴える次世代ラケットといえます。

鏃売籟饉 :t“
"円
(税込み)

議 濠 =“短± 2
籍議レベル :切～よ薇|

霧撃鰺
‐■

,イ澪
=…

′瞥―
'

轟 ● :"｀
“

臓0摯
“

トルネード91lX

籠売働格 :15劇 0円 (税込み)

重 曇:“ 士勾
鏃 レ
～
レ:卜量

菫繭感 1

マイルFトー+…■―→……◆ン●‐ブ

BROMO
プ凝モ

藩 :目を浴びる
ユニークなデザイン

:E口'率はインドネシアの姜

=餞
をt,―フにした

"呻

のデザインがあし

らわ彙な す。日飾 たい人におすすめ0
1故 R,,,

___ フライパワー   タ▲ノ
‖ypOWerソ

お鶴合せ先
有醸会社 ハセガワスポーツ

Flypower事業部

〒921‐8013 石川県金沢市新神囲4‐ 1‐ 16
TEL i 076-291-2246・ FAX:076-291-7161 醐
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挑み続け 1

トツプコンディションを整える。

1秒を、‐1職簿を読う、アスリートの世界。

その僅|か| ‐な
:差
を縮めるために、あらゆる努力を惜しまない。

限界へのチャレンジー 過酷なトレーニングを続ける肉体に

欠かせないもの、それは毎日のボディケアだ。

さあ肉体を磨き、コンディションを整える。

最高のコンディションにこそ最高のパフォーマンスは宿る。

X当社比

丁
目翔
一

パワーテープ

(丸シールタイプ)

□70marks

756円 (税込)

パワーテープX30
(丸 シールタイプ)

チタンテープ

(伸縮タイプ)

□3.8cm幅 ×45m
l,007円 (税込)
□5 0cm幅 ×45m
l,212円 (税込)

メタックスクリーム

□65g

l,944円 (税込)
□250g

3,780円 (税込)

[50marksRAKUWA磁 気チタンネックレスS
歴 テ

「

~~可
函 石 面

匿面壺嘉罰罰読護藷引
L≧2§塗≦≧旦zさ≦⊇0630Q⊆」

I,080 nrin;ar

壌 .

磁気のチカラで肩コリ改善 ろに貼るだけ 最高峰※ボディマッサ…ジクリーム

フアイテンストア暮[8三著番翼T:｀画面.0120-524-976
通販カタ●グ無料進呈中!お気軽にお問い合せください http : I lwww. ph iten-store.com/
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PoINT TAPINE
if\4Yl-7-CY)

丁RAININE3
トレーニングに最適

3●こk

プラクティスTシャツ(半袖)

SST16

全 5色  3′ 00円 +税
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アルフアリング

ネックレス/ブレスレット全9色

パフォーマンスジェル

爽快感を与えるメントール配合

レギュラー (250g):4.000円 +税

ミニ (120g):a700円 +税
ネックレス :3.400円 +税

ブレスレット:2,000円 十税

マッサージローション DX      マジックポイント
ツフトな感触て伸びがよいミルキーローション     肌に優しく、身体の動きに馴染む快適設計

レギュラー (205ml):5.000円 +税       レギュラー (15mm角 ):1.500円 +税

=(60ml)2000円
+l:_」

ピ
判(45× 24mm角 )1500円+Ъ

発売元:CSE株式会社クリオ事業部

東京都中野区本町4-31-121F TEL:03-3380-1450

@ www.chrio.jp
Il www.facebook.com/chriojp
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大  阪  本  社  〒550-m3大 阪市西区新町 1-4-26ニ ッケ四ツ橋
ビル 3F  TELOG-7175-7116 FAX06■ 538-3238

東  京  支  店 〒101-∞32東京都千代田区岩本町26-9佐藤産業ビルフ階 TEL 03-6386-1061 FAX 03-6386-1065
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NEW ll月発売NEW ll月発売

| _               73JTB72009 4U6:23～ 27:bs
I ｀ ,嬌__.′ `′・  本体価格 18,000円 +税 [中国製]

奥原希望 (日本ユニシス)使用モデル:73JTB72009

記載価格は、
消費税抜きのメーカー希望価格です。 キャリバーレグの
miZunO.jp 0120‐ 320-799 詳しい情報はこちらヽヽ…
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対 戦 結 果 表  学 校 対 抗 男子  ・ 女子
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男
子

●

女
子

●

帯 広 大 谷

札 幌 第 一

浪     岡

前     沢

聖ウルスラ英智

秋 田 工 業

鶴 岡 工 業

者 渓 学 園

作 新 学 院

桐 生市 立 商 業

西 武 台 千 葉

淑 徳 巣 鴨

実 践 学 園

川 崎 総 合 科 学

甲 斐 清 和

北     越

旭 り:1 実 業

とわ の 森 三 愛

青 森 山 田

花 北 青 雲

聖ウルスラ英智

新     屋

山 形 城 北

常 総 学 院

作 新 学 院

伊 勢 崎 清 明

埼  玉  栄

西 武 台 千 葉

関 東 第 一

日本ウエルネス

川 崎 総 合 科 学

甲 斐 清 和

北北海道 )

南北海道 )

青 森 県 )

岩 手 県 )

宮 城 県 )

秋 田 県 )

山 形 県 )

茨 城 県 )

栃 木 県 )

群 馬 県 )

千 葉 県 )

東 京 都 )

東 京 都 )

神奈川県 )

山 梨 県 )

新 潟 県 )
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東 京 都 )

東 京 都 )

神奈川県 )

山 梨 県 )

高 岡 第 一

金 沢 市 立 工 業

福 井 工 大 福 井

長 野 商 業

大 垣 工 業

伊     東

皇  學  館

比  叡  山

乙      訓

東大阪大学柏原

神 戸 村 野 工 業

奈 良大 学 附属

那     賀

鳥 取 敬 愛

松 徳 学 院

水 島 工 業

新 潟 青 陵

富山国際大付属

金 沢 学 院

福 井 工 大 福 井

文 化 学 園 長 野

県立 岐 阜 商 業

加 藤 学 園

皇  學  館

滋 賀 短 大 附属

京 都 外 大 西

四 天 王 寺

園 田 学 園

添     上

耐     久

鳥 取 敬 愛

松 江 商 業

富 山 県 )

石 川 県 )

福 井 県 )

長 野 県 )

岐 阜 県 )
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二 重 県 )
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京 都 府 )
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徳 島 商 業

高 松 商 業

新     田

高 知 商 業

九州国際大付属

武     雄

曖     ,甫

八  代  東

別 府 鶴 見 丘

日 章 学 園

鹿 児 島 商 業

南  風  原

名 経 大 市 鄭

岡 崎 城 西

山 陽 女 子

安 田 女 子

柳 井 商 工

城     東

英     明

新     田

土 佐 女 子

佐 賀 女 子

諌 早 商 業

八代白百合学園

昭 和 学 園

聖 心 ウ ル スラ

鹿 児 島 女 子
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